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ごあいさつ

平成２５年度の仙台市博物館は、国内だけでなく国外からの支援も受けながら、東日本大震災

からの復興に力を注いでおられる市民の皆様に、元気と癒しをお届けするために活動いたしま

した。そうした中にあって、６月に国宝「慶長遣欧使節関係資料」のうち、「ローマ市公民権証

書」、「支倉常長像」、「ローマ教皇パウロ五世像」の３点がユネスコ記憶遺産への登録が決定し

たことは、誠に喜ばしい限りです。

特別展は「東日本大震災復興支援　若冲が来てくれました－プライスコレクション　江戸絵

画の美と生命」、「滋賀県立琵琶湖文化館が守り伝える美　近江巡礼　祈りの至宝」、「慶長遣欧

使節出帆４００年・ユネスコ世界記憶遺産登録記念　伊達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化」、

「東日本大震災復興祈念・新潟県中越地震復興１０年　法隆寺－祈りとかたち」の４回、企画展

「仙台藩主　勢ぞろい！初代伊達政宗から１３代慶邦まで」の１回を開催いたしました。特に「若

冲が来てくれました」はプライスご夫妻のご協力により、入館者数が１０万人を突破し、前年度

の「インカ展」を超えて当館の歴代２位の記録を作りました。「伊達政宗の夢」展ではイタリ

ア、ヴァチカン、スペインからも資料を借用し、慶長遣欧使節出帆４００年を記念する行事が県内

各地で行われる中での特別展となりました。常設展では年４回の大規模な展示替えを行い、特

集展示室では「絵図に見る仙台藩領」や「かたちでわかる古文書入門」、「屛風絵特集」など、

当館収蔵資料の特色を生かした展示を試み、好評を得ております。

市史編さん事業では『特別編９　地域誌』を刊行しました。この巻では近代以降仙台市に合

併・編入された周辺町村の沿革と様相を扱っています。仙台市域が拡大し大都市化していくこ

とで埋もれがちな各地域の歴史や伝統、文化に多くの方々に触れていただき、各地域への郷土

愛を深めていただければと願っております。また、震災後の被災資料救出の取り組み等を引き

続き行っており、東北電力グリーンプラザなどを会場にパネル展示も行いました。

教育普及事業につきましては、学校向けのプログラムを館内外で実施するとともに、ＰＴＡ

親子行事の実施協力や休日イベントとして展示に関するクイズラリーを実施するなど、学びの

機会の充実に努めました。大学向けのキャンパスメンバーズ制度もスタートし、少しずつ大学

生の博物館利用が増えているところです。

博物館の今後のさらなる発展を期して、今後とも職員一同努力してまいりますので、なお一

層のご指導とご支援のほどをよろしくお願い申し上げます。

仙台市博物館

館長　遠　藤　俊　行
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１．展　示
　
常 設 展 示
　
１展示概要と使用展示室
常設展示室の一部を、平成２２年４月２０日にリ

ニューアルオープンした結果、現在常設展示室は７
室となっている。
総合展示室では古代から中世、そして現在の町の
骨格が形成された近世を経て、近代都市へと変貌す
る仙台の様子を、「むかしの仙台」「伊達政宗、仙台
へ」「城」「藩」「町」「近代都市へのあゆみ」の６ゾー
ンに分けて紹介し、特に仙台城や城下町仙台に関す
る情報を充実させている。
隣接する特集展示室は、従来の通史的な展示では
紹介できなかった資料群を、様々なテーマのもとに
展示するために設置したものである。既存のテーマ
展示室Ⅰ・Ⅱが特別展会場となる場合には、その代
替施設として仙台藩の武具や国宝「慶長遣欧使節関
係資料」が展示されたが、それ以外の期間には、「か
たちでわかる古文書入門」などの特集展示を行った。
２室あるテーマ展示室のうち「仙台藩の武器・武
具」と題されるⅠについては、仙台藩歴代藩主の具
足をはじめ、陣羽織・刀剣などを展示、「支倉常長と
東北のキリシタン」と題されたⅡでは、「慶長遣欧使
節関係資料」を展示している。なお、両展示室はと
もに前・奥室の２空間から成るが、Ⅱの奥室につい
ては資料保存の観点から閉室する場合もあった。
２つのコレクション展示室では、当館の特徴的な
コレクション類を特集して展示している。Ⅰでは、
茶道具や古人形・漆工芸・陶磁器を展示している。こ
の展示室の前には特別ケースを設置し、浮世絵を常
時展示している。Ⅱでは、主として絵画を展示して
いる。
これら展示室のほか、プレイミュージアムでは、
具足などの複製資料を展示している。また、郷土玩
具なども豊富にそろえ、大人から子供まで楽しめる
体験型展示を行っている。その詳細については、
「３．教育・普及　プレイミュージアム」の稿を参照
されたい。

２平成２５年度の常設展示
現在、９万点を超える当館の収蔵資料を可能な限

り数多く展示し、来館者が楽しめるよう、季節ごと
に年４回の展示替えを実施している。各コーナーで
は、学芸員が日頃の研究を生かして、様々な切り口
による展示を試みている。これまでも季節を感じさ
せる名称を常設展示に付して、「変化する常設展」の
広報に努めてきたが、今年度は例えば「旬の常設展
２０１３夏『絵図に見る仙台藩領』ほか」というように、
特筆すべき内容を伝える名称を冠した。この絵図の
展示は主に、特集展示室で城絵図や村絵図などによ
り、仙台藩の様子をよみとくものであったが、連動
する形で総合展示室の「藩」のゾーンでも久しぶりに縦
８メートルを超える奥州仙台領国絵図を展示した。
また、冬の展示では、「藩」のゾーンにおいて地震

や風水害など仙台藩が経験した災害について江戸時
代の記録を中心に展示するなど、今日的なテーマ設
定にも取り組んだ。
なお、常設展の展示替えの詳細については、小

テーマは右頁「表１」を、その具体的な展示資料に
ついては後掲「常設展示展示資料目録（抄録）」を参
照されたい。

３外国人来館者への配慮
年々増加傾向にあった外国人来館者に、展示をよ

り深く理解していただくために、これまで当館では
以下のような取り組みを進めてきた。
１英・中・韓３カ国語対応の音声ガイドの導入
２英文パンフレットの作成
３小テーマの解説への英・中・韓３カ国語併記
４展示資料のキャプションへの英文併記
なお、当館では、「慶長遣欧使節」を取り上げる

テーマ展示室Ⅱの隣にミニシアターを設置し、「支
倉常長－光と影－」と題する映像ソフトを上映して
いるが、この字幕にも英文を併記している。

４今後の課題等
これまでも古文書などを展示する場合、資料解説

のほかに、くずし字の読みについてのキャプション
をできる限り添えてきたが、よりわかりやすい展示
を目指して、今後一層の充実を図る必要がある。
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2014春の展示「春を楽しむ」
ほか（2/11－5/25）

2013冬の展示「かたちでわかる
古文書入門」ほか（12/3－2/9）

2013秋の展示「奥羽の戦国武
将」ほか（9/3－12/１）

2013夏の展示「絵図に見る仙
台藩領」ほか（6/4－9/1）

2013春の展示「絵が得意な藩
主・伊達吉村」ほか（2/26－6/2）コーナーゾーン展示室

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の石器と野川遺
跡の土器・石器

上ノ原山遺跡の仙台市内最古
石器ほか

1　仙台の
あけぼの

1　むかし
の仙台

総合
展示室

上野遺跡の土器と大野田遺跡
の土偶ほか

高柳遺跡の土器と伊古田遺跡
のジャンボ土偶ほか

高柳遺跡の土器と伊古田遺跡
のジャンボ土偶ほか

上野遺跡の皮袋型土器と大野
田遺跡のハート型土偶ほか

上野遺跡の皮袋型土器と大野
田遺跡のハート型土偶ほか

2　縄文人
のくらし

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ
遺跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ
遺跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ遺
跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

（弥生）中在家南遺跡･高田Ｂ
遺跡の出土資料
（古墳）遠見塚古墳の出土資料
ほか

3　稲作の
始まりと有
力者の出現

郡山遺跡・陸奧国分寺跡の出土
資料ほか

郡山遺跡の関東系土器・陸奧
国分寺跡の出土資料ほか

郡山遺跡の関東系土器・陸奧
国分寺跡の出土資料ほか

郡山遺跡の土器群・陸奧国分寺
跡の復興瓦ほか

郡山遺跡の土器群・陸奧国分
寺跡の復興瓦ほか

4　中央政
権の進出

陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型陸奧国分寺模型5　陸奥国
分寺

洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料洞ノ口遺跡の出土資料6　武士の
台頭

百万塔と十八夜観世音堂菩薩
立像信仰の中の金工資料9/２５－

信仰の中の金工資料

9/3－
9/23
中尊寺
の文化
財

陸奥国分寺の仏像陸奥国分寺の仏像7　神仏へ
の祈り

政宗と秀吉奥羽の戦国大名
（重文 塵芥集9/3－12/1）政宗と秀吉8　伊達氏

の登場
2　伊達政
宗、仙台へ

伊達政宗画像（複製）伊達政宗画像（複製）伊達政宗画像（複製）
7/2－
伊達政宗画像
（複製）

5/21－6/30政宗書状
政宗具足
（複製2/26－4/26,
重文4/27－5/19）

9　仙台藩
主、伊達政
宗

遺品に見る仙台城仙台城と江戸屋敷城を建てる、城をなおす遺品に見る仙台城遺品に見る仙台城10　仙台城
のすがた

3　城 忠宗をめぐるひとびと仙台藩の奥方城に勤める、藩主に仕える藩主の文芸絵が得意な藩主・伊達吉村11　藩主と
夫人たち

－4/6雛調度武家の服飾
（－1/13男性・1/15－女性）婚礼調度　（乗物と貝桶）4/9－7/21

箱・函・匣（展示替えあり）
2/5－4/7
雛調度と化粧道具

12　武家の
くらし

武士の行列災害を生きた人々10/1－12/１
仙台藩の武器武具

7/2－9/29
武士の行列

2/19－6/30
仙台藩の武器武具

13　仙台藩
のようす

4　藩
寛文事件仙台藩の狩り角懸家資料※国絵図展示寛文事件※国絵図展示寛文事件14　仙台藩

の家臣たち

城下の中心地　芭蕉の辻仙台城下と町方　国分町城下町と秋のまつり城下の景観15　城下町
仙台

5　町
春を楽しむ絵馬にみる産業仙台城下の商人仙台と七夕春の行事16　町のく

らし

仙台藩の学問と思想家（養賢堂／林子平）仙台藩の学問と思想家
（医学／林子平）

仙台藩の学問と思想家
（天文学／林子平）

仙台藩の文化人と思想家
（乙二・曰人他／林子平）

17　教育と
文化

玉蟲左太夫の生涯幕末人物伝　三浦乾也仙台藩と外国玉蟲左太夫の生涯玉蟲左太夫の生涯18　新たな
時代へ

仙台藩と戊辰戦争10仙台藩と戊辰戦争9仙台藩と戊辰戦争8幕末明治を生きた人々4幕末明治を生きた人々3
19　戊辰戦
争と明治維
新

6　近代都
市へのあゆ
み 教育・戦争と地域社会

（西南戦争／自由民権運動）
教育にみる仙台（教科書）と
近代手工業軍都仙台教育・戦争と地域社会（教科書

／軍都仙台）
教育・戦争と地域社会（西南
戦争／自由民権運動）

20　近代都
市仙台

2/1８－4/20
国宝　慶長遣欧使節関係資料

11/26－2/16
かたちでわかる古文書入門特別展「伊達

政 宗 の 夢」
（10/4－11/17）

5/8－9/29
絵図に見る仙台藩領（7/22展示替え）特別展「若冲が来て

くれました」
（3/1－5/6）

東側ケース
特集
展示室 2/1８－

仙台藩の武器武具
1/15－2/16
屛風絵3

11/26－1/13
屛風絵2

7/2－9/29
仙台藩の武器武具

5/8－6/30
屛風絵1西側ケース

切込焼・埋木細工11/19－
東北のやきもの

１０/１－１１/１７
閉室

6/4－9/29
盆石・堤焼食のうつわ焼物

コレク
ションⅠ

－４/６
年中行事と東北の古人形

11/19－
東北の古人形

6/4－9/29
堤人形と花巻人形堤人形と三春人形東北の古人形

茶道具11/19－
茶道具

6/4－9/29
茶道具茶道具茶道具

2/1８－幕末明治の浮世絵5812/10－2/16
幕末・明治の錦絵57

9/10－12/8
幕末・明治の錦絵56　

6/4－9/8
幕末・明治の錦絵55

2/26－6/2
幕末・明治の錦絵54浮世絵

特別展「法隆寺」
（3/1－4/13）

閉室

特別展「伊達
政 宗 の 夢」
（10/4－
11/17）　重文
政 宗 具 足
（10/4－
11/17）、
ローマ市公民
権証書（10/4
－11/17）

特別展「近江巡礼」
（7/12－8/25）

企画展「仙台藩主勢ぞろ
い！」（5/21－6/30）
重文政宗具足
（5/21－5/26）、
菅野政宗（5/28－6/30）

特別展「若冲が来て
くれました」
（3/1－5/6）

企画
展示室

仙台藩の武器武具（12/3－2/16）
政宗（複製）、片倉、茂村（12/3－1/13）、
中期（1/15－2/16）

仙台藩の武器武具
前室

テーマⅠ
仙台藩の武器武具
奥室

11/26－2/16
慶長遣欧使節

2/26ー9/26慶長遣欧使節（ローマ市公民権証書4/9－6/2、6/19－6/30）
慶長遣欧使節　前室

テーマⅡ
閉室慶長遣欧使節　奥室

1/15－2/16
菅井梅関の絵画

12/3－1/13
東東洋の絵画

特別展「近江巡礼」
（7/12－8/25）

企画展「仙台藩主勢ぞろ
い！」
（5/21－6/30）

特別展「若冲が来て
くれました」
（3/1－5/6）

コレク
ションⅡ

3/1
変身タイム③
3/1－4/13
特別展関連イベント「それぞれ
のミニ仏さま」

2/4－3/2
桃の節句
～折りび
なを飾ろ
う

12/17－
1/26
と べ と
べ！する
めてんば
た

10/4－11/17
特別展関連イベント「慶長気分
でオリジナルアクセサリー」
9/28
変身タイム②

7/12－8/25
特別展関連イベント
「白描画を楽しもう」
7/9－8/4
短冊に願いを！

5/21－6/30
企画展関連イベント「和
綴じで歴代藩主集め」
6/2
変身タイム①（武将隊と
コラボ）

3/1－5/6
特別展関連イベン
ト「若冲に挑戦！マ
ス目ぬり絵パズル」
3/12－4/7
投扇興

プレイ
ミュージ
アム

表１　平成25年度展示替え一覧
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常設展示展示資料目録（抄録）

１．コレクション名については一部略記した。

２．その他の略記事項については以下の通り。

仙台市博物館蔵資料＝館蔵　伊達家寄贈文化財＝伊文

仙台市教育委員会＝仙台市教委　世紀＝Ｃ

コレクション＝Ｃ

総合展示室

１　むかしの仙台

仙台のあけぼの

２０１３．４／１～２０１４．３／３１

１．ペン先形ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）

　　後期旧石器初頭　１点 仙台市教委

２．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（下層）

　　後期旧石器初頭　２点 仙台市教委

３．石刃　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　１点 仙台市教委

４．ナイフ形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　３点 仙台市教委

５．彫刻刀形石器　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　４点 仙台市教委

７．スクレイパー　上ノ原山遺跡（上層）

　　後期旧石器後半（２．０～１．５万年前）　４点 仙台市教委

８．両面加工石器（楕円形状）　野川遺跡　縄文草創期　１点

 仙台市教委

９．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点 仙台市教委

１０．篦状石器　野川遺跡　縄文草創期　１点 仙台市教委

１１．多縄文系土器片（絡条体圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委

１２．多縄文系土器片（縄文圧痕文・口縁部）　野川遺跡

　　縄文草創期　一括 仙台市教委

縄文人のくらし

２０１３．４／１～２０１４．３／３１

１．縄文土器深鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　２点

 仙台市教委

２．縄文土器浅鉢　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

３．縄文土器注口土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

４．革袋形土器　上野遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

５．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

６．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

７．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

８．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

９．深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点 仙台市教委

１０．把手状装飾付深鉢　高柳遺跡　縄文中期中葉　１点

 仙台市教委

１１．石槍　三神峯遺跡　縄文前期前葉　１点 仙台市教委

１２．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

１３．石匙　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

１４．石鏃　大野田遺跡　縄文後期前葉　１０点 仙台市教委

１５．鹿角製釣り針　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委

１６．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委

１７．鹿角製銛　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点 仙台市教委

１８．土製錘　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点 仙台市教委

１９．軽石製浮子　大野田遺跡　縄文後期前葉　３点

 仙台市教委

２０．磨製石斧　大野田遺跡　縄文後期前葉　４点 仙台市教委

２１．打製石斧　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

２２．足付石皿　六反田遺跡　縄文後期初頭　１点 仙台市教委

２３．凹み石　六反田遺跡　縄文　後期初頭　１点 仙台市教委

２４．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２５．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２６．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２７．土偶（市指定文化財）　伊古田遺跡　縄文後期中葉　１点

 仙台市教委

２８．ハート形土偶　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委

２９．土偶片　大野田遺跡　縄文後期前葉　１２点 仙台市教委

３０．鍛冶沢遺跡出土土偶（県指定）　蔵王町鍛冶沢遺跡

　　縄文晩期　１点 館蔵

３１．イノシシ形土製品　大野田遺跡　縄文後期前葉　１点

 仙台市教委

３２．鳥頭形突起付土器片　大野田遺跡　縄文後期前葉　２点

 仙台市教委

※№１５は、～１１／７展示

稲作の始まりと有力者の出現

２０１３．４／１～２０１４．３／３１　

１．弥生土器壺（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委

２．弥生土器高坏（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委

３．弥生土器甕（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委

４．竪杵（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委
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５．竪杵未製品（市指定文化財）　中在家南遺跡

　　弥生中期　１点 仙台市教委

６．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

７．太形蛤刃石斧　高田Ｂ遺跡　卯月　１点 仙台市教委

８．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　皐月　１点 仙台市教委

９．扁平片刃石斧　高田Ｂ遺跡　水無月　１点 仙台市教委

１０．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　文月　１点 仙台市教委

１１．鑿形石斧　高田Ｂ遺跡　葉月　１点 仙台市教委

１２．石包丁　高田Ｂ遺跡　長月　１点 仙台市教委

１３．石包丁　高田Ｂ遺跡　神無月　１点 仙台市教委

１４．石包丁　高田Ｂ遺跡　霜月　１点 仙台市教委

１５．石包丁　高田Ｂ遺跡　師走　１点 仙台市教委

１６．石包丁　高田Ｂ遺跡　睦月　１点 　仙台市教委

１７．石包丁　高田Ｂ遺跡　如月　１点 仙台市教委

１８．石包丁　高田Ｂ遺跡　弥生　１点 仙台市教委

１９．ミニチュア土器　遠見塚古墳　古墳前期　５点　仙台市教委

２０．ガラス小玉　遠見塚古墳　４世紀末　３点 仙台市教委

２１．土師器・壺　遠見塚古墳　４世紀末　１点 仙台市教委

２２．人物埴輪　原遺跡　５世紀後半　１点 仙台市教委

２３．円筒埴輪　大野田１号墳　５世紀後半　１点 仙台市教委

２４．朝顔形埴輪　大野田５号墳　５世紀後半　１点 仙台市教委

２５．須恵器・有蓋脚付壺　南小泉遺跡（２６次）

　　５世紀後半　１点 　仙台市教委

２６．乳文鏡　裏町古墳　５世紀中頃　１点 仙台市教委

※№２２は～１２／１展示、№２６は１２／３～展示

中央政権の進出

２０１３．４／１～２０１４．３／３１

１．材木列塀のクリ材　郡山遺跡　７世紀末～８世紀前半　２点

 仙台市教委

２．土師器坏（在地）　郡山遺跡　８世紀初頭　１点

 仙台市教委

３．土師器坏（畿内産）　郡山遺跡　７世紀末～８世紀前半

　　１点 仙台市教委

４．土師器坏（関東系）　郡山遺跡　７世紀中葉　１点

 仙台市教委

５．単弁蓮華文軒丸瓦　郡山遺跡　７世紀末～８世紀前半　１点

 仙台市教委

６．重弧文軒平瓦　郡山遺跡　７世紀末～８世紀前半　１点

 仙台市教委

７．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８世紀前半　１点

 仙台市教委

８．関東系土器・坏　長町駅東遺跡　７～８世紀前半　１点

 仙台市教委

９．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８世紀前半　１点

 仙台市教委

１０．土師器・坏　長町駅東遺跡　７～８世紀前半　１点

 仙台市教委

１１．須恵器長頸瓶　茂ヶ崎横穴１号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

１２．須恵器大甕　茂ヶ崎横穴３号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

１３．須恵器平瓶　茂ヶ崎横穴２０号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

１４．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

１５．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

１６．耳環　茂ヶ崎横穴４号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

１７．勾玉（ガラス）　茂ヶ崎横穴４号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

１８．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

１９．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２０．勾玉（瑪瑙）　茂ヶ崎横穴４号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２１．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２２．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２３．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２４．小玉（大）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２５．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２６．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２７．小玉（中）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

２８．小玉（小）ガラス　茂ヶ崎横穴４号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　４０点 仙台市教委

２９．丸玉（蛇紋岩）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

３０．切子玉（琥珀）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

３１．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓　

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

３２．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

３３．管玉（碧玉）　茂ヶ崎横穴２５号墓

　　７世紀後半～８世紀前半　１点 仙台市教委

３４．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

３５．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委
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３６．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

３７．臼玉　茂ヶ崎横穴２５号墓　７世紀後半～８世紀前半　１点

 仙台市教委

３８．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良時代　１点

 仙台市教委

３９．重弁蓮華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　奈良時代　１点

 仙台市教委

４０．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点 仙台市教委

４１．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点 仙台市教委

４２．偏行唐草文軒平瓦　陸奥国分寺跡　奈良　１点 仙台市教委

４３．宝相華文軒丸瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点 仙台市教委

４４．連珠文軒平瓦　陸奥国分寺跡　平安　１点 仙台市教委

４５．刻印瓦「物」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委

４６．刻印瓦「丸」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委

４７．刻印瓦「伊」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委

４８．刻印瓦「占」　陸奥国分尼寺跡　奈良～平安　１点

 仙台市教委

４９．墨書土器「佛」　陸奧国分尼寺跡　平安　１点 仙台市教委

５０．墨書土器「講院」　国分寺東遺跡　平安　１点 仙台市教委

５１．擦管　陸奥国分寺跡　奈良　１点 東北歴史博物館

５２．水煙片　陸奥国分寺跡　奈良　１点 東北大学文学部

５３．棟平瓦　与兵衛沼窯跡　平安　１点 仙台市教委

５４．棟平瓦　与兵衛沼窯跡　平安　１点 仙台市教委

５５．鬼瓦　与兵衛沼窯跡　平安　１点 仙台市教委

５６．鬼瓦　与兵衛沼窯跡　平安　１点 仙台市教委

５７．九輪片　陸奥国分寺跡　奈良　１点 仙台市教委

※№５１は～９／１展示、№５３～５７は９／３～展示

武士の台頭

２０１３．４／１～２０１４．３／３１

１．常滑・大甕　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２．在地・小壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３．在地・片口鉢　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４．古瀬戸・合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５．古瀬戸・仏花瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６．瀬戸美濃・天目茶碗　洞ノ口遺跡　大窯Ⅲ期　１点

 仙台市教委

７．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 　仙台市教委

８．中国・青磁碗　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

９．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１０．中国・青磁皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１１．中国・青白磁合子　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１２．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１３．中国・青白磁梅瓶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１４．中国・白磁・四耳壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１５．中国・白磁・壺　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１６．中国・白磁・小坏　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１７．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１８．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

１９．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２０．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２１．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２２．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２３．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２４．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２５．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２６．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２７．土師質土器・皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２８．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

２９．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３０．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３１．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３２．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３３．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３４．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３５．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３６．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３７．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３８．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

３９．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４０．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４１．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４２．土師質土器・小皿　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４３．短刀（拵付）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４４．短刀　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４５．鏃　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４６．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４７．馬具（轡）　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４８．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

４９．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５０．板碑　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５１．木製五輪塔　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５２．地蔵菩薩木像　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５３．呪符木簡　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５４．洪武通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５５．洪武通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５６．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５７．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５８．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

５９．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６０．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６１．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６２．永楽通寶　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６３．銭種不明　洞ノ口遺跡　中世　１点 仙台市教委

６４．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委
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６５．鬼瓦　東光寺遺跡　中世　１点 仙台市教委

神仏への祈り

「陸奥国分寺の仏像」　２０１３．２／２６～５／２６

１．木造十二神将立像のうち子神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

２．木造十二神将立像のうち丑神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

３．木造十二神将立像のうち巳神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

４．木造十二神将立像のうち午神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

５．木造十二神将立像のうち亥神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

　　

「陸奥国分寺の仏像」　５／２８～９／１

１．木造十二神将立像のうち寅神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

２．木造十二神将立像のうち卯神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

３．木造十二神将立像のうち申神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

４．木造十二神将立像のうち酉神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

５．木造十二神将立像のうち戌神像　鎌倉　１体 陸奧国分寺

「中尊寺の文化財」　９／３～９／２３

１．国宝　金光明最勝王経金字宝塔曼荼羅図　第八幀　

　　平安　１幀 中尊寺大長寿院

２．国宝　紺紙金銀字一切経　仏説雑蔵経　平安　１巻

 中尊寺大長寿院

３．国宝　紺紙金字一切経　大般若経　巻第一二七・二四二

　　平安　２巻 中尊寺大長寿院

４．国宝　漆塗経筥　平安　１口 中尊寺大長寿院

５．国宝　礼盤　経蔵堂内具のうち　平安　１基

 中尊寺大長寿院

　　

「信仰の中の金工資料」　９／２５～２０１４．２／９

１．重要文化財　龍頭　平安　１頭 極楽寺

２．重要文化財　銅鏡　羽黒山御手洗池出土　平安～鎌倉

　　５面 出羽三山神社

３．重要文化財　懸仏　鎌倉　３面 熊野那智神社

２　伊達政宗、仙台へ

伊達氏の登場

「政宗と秀吉」　２０１３．２／２６～６／２　

１．木村宇右衛門覚書　上　木村宇右衛門可親著　慶安５年頃

　　１冊 伊文

２．伊達政宗書状　宛所不明　（天正１８年）６月１４日　１幅 伊文

３．蒲生氏郷起請文　伊達左京太夫（政宗）宛

　　天正１８年１１月２８日　１通 伊文

４．豊臣秀吉朱印状　羽柴伊達侍従（政宗）宛

　　（天正１９年）６月２０日　１通 伊文

５．岩出山要害図　江戸　１鋪 伊文

６．貞山公治家記録巻１８上（天正２０年３月１７日条）

　　元禄１６年　１冊 伊文

７．伊達政宗書状　おちゃこ宛　（文禄２年）９月２２日

　　１通 伊文

８．豊臣秀吉書状　伊達左京大夫（政宗）宛

　　（天正１７年）６月９日　１通 伊文

９．豊臣秀吉小田原陣陣立書　（天正１７年）１１月２０日　１幅 伊文

１０．前田利家書状　伊達左京大夫（政宗）宛

　　（天正１８年）１２月２２日　１通 伊文

１１．伊達政宗書状　浅弾□（浅野弾正少弼長吉）宛

　　（天正１９年）２月９日　１巻 伊文

１２．伊達政宗書状　大町三河守宛　（天正２０年）３月１７日

　　１幅 館蔵

１３．石田三成書状　針（針生）民部太輔（盛信）宛

　　（文禄４年）７月２５日　１幅 館蔵

１４．豊臣秀吉御諚覚書　（伊達政宗宛）　文禄４年８月２４日

　　１通 伊文

※№１～７は～６／２展示、№８～１２は６／４～展示

　　

「奥羽の戦国大名」　９／３～２０１４．２／９

１．重要文化財　塵芥集（村田本）　天文５年４月１４日

　　１冊 伊文

２．伊達稙宗朱印状　神谷常陸介（岩城重隆家臣）宛

　　（天文１０年頃）６月１４日　１通 伊文

３．伊達晴宗知行宛行状　国分源三（常信）宛

　　天文１２年７月３日　１通 伊文

４．最上義守黒印状　牧野弾正忠（久仲）宛

　　（年未詳）５月１５日　１通 伊文

５．蘆名盛興起請文　伊達殿（輝宗）宛

　　永禄９年２月１日　１通 伊文

６．由良国繁書状　遠藤山城守（基信）宛

　　（天正１０年）３月２５日　１通 斎藤報恩会

７．伊達輝宗画像（伊達家歴代画真のうち）

　　長谷川養辰筆　享保９年　１面 伊文

８．伊達政宗書状　石川殿（昭光）宛

　　（天正１６年）５月２３日　１幅 館蔵

９．仙道絵図　江戸　１幅 伊文

１０．足利義輝御内書　伊達左京大夫（晴宗）宛

　　（永禄２年頃）９月２４日　１通 伊文

１１．松本氏輔等連署起請文　牧野殿（久仲）・浜田殿（宗景）・

　　中野殿（宗時）宛　永禄９年正月１０日　１通 伊文

１２．伊達輝宗日記　伊達輝宗筆　天正２年　１冊 伊文

１３．伊達政宗書状　氏弾（氏家弾正忠）宛

　　（天正１６年）１０月２４日　１幅 館蔵

１４．伊達政宗書状　五郎殿（伊達成実）宛

　　（天正１７年）５月１４日　１通 伊文

１５．伊達成実画像　江戸（１７－１９Ｃ）　１幅 館蔵

１６．片倉景綱書状　平田惣右衛門宛　（天正１７年）６月９日

　　１幅 個人蔵

１７．片倉景綱画像　猪野謙山筆　明治（１９Ｃ）　１幅

 片倉家資料

※№１～９は～１２／１展示、№１０～１７は１２／３～展示
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仙台藩主　伊達政宗

２０１３．２／２６～５／１９

１．黒漆五枚胴具足　複製（２／２６～４／２６）　原資料　桃山

　　１領 館蔵

２．重要文化財　黒漆五枚胴具足（４／２７～５／１９）　桃山　１領

 伊文

　　

「政宗書状」　５／２１～６／３０　

１．伊達政宗書状　茂庭石見宛　（年未詳）１０月朔日

　　１幅 三原良吉Ｃ

２．伊達政宗自筆書状　伊達忠宗宛　寛永３年１２月１日

　　１幅 個人蔵

３．伊達政宗和歌短冊　寛永１１年８月１１日　１幅 個人蔵

　　

「仙台藩主　伊達政宗」　７／２～２０１４．２／９　

１．伊達政宗画像（複製）　原本は狩野安信筆　原本は江戸前期

　　１幅 館蔵

３　城

仙台城のすがた

「遺品に見る仙台城」　２０１３．２／２６～６／２　

１．伊達政宗画像（複製）　原本は狩野安信筆　原本は江戸前期

　　１幅 館蔵

２．檜図屛風　慶長１５年　２曲１隻 藤縄達夫氏寄贈

３．仙台城旧御本丸御屋形図　明治２６年写　１舗 館蔵

４．仙台城絵図　江戸中期　１幅 館蔵

５．青花金彩鳳凰合子片　仙台城本丸跡出土　明末～清初　５点

　　 仙台市教委

６．祥瑞蔓草紋変形皿片　仙台城本丸跡出土　明末　８点

 仙台市教委

７．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿出土資料　江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

８．金製ブローチ　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

９．煙管　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１０．懐中鏡　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

１１．文鎮　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１２．慶長一分金　江戸初期　３枚 伊達貞宗氏寄贈

１３．墨　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１４．墨　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１５．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 館蔵

１６．竹図屛風　慶長１５年　２曲１隻 館蔵

№１、№７、№８は２／２６～５／１９展示、№１６は５／２１～６／３０展示

　

「遺品に見る仙台城」　６／４～９／１　

１．竹図屛風　（慶長１５年）　２曲１隻 伊文

２．金箔押菊丸瓦　仙台城本丸跡出土　江戸前期　１点

 仙台市教委

３．菊桐紋釘隠　江戸初期　１点 館蔵

４．青花金彩鳳凰合子片　仙台城本丸跡出土　明末～清初　５点

 　仙台市教委

５．祥瑞蔓草紋変形皿片　仙台城本丸跡出土　明末　８点

 仙台市教委

６．青磁陰刻牡丹紋皿　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ前半　１点

 仙台市教委

７．エナメル彩動物文ガラス杯片　仙台城本丸跡出土　１７Ｃ　

　　１件 仙台市教委

８．竹図屛風　（仙台城二の丸遺品）　江戸前期　２曲１隻 館蔵

９．石母田宗頼他二名連署状写　伊賀（古内義重）・主膳（古内重広）

　　・大膳（石母田宗頼）筆　中島監物・茂庭周防ほか３名宛

　　（寛永１５年）８月１８日　１通 伊文

１０．美濃伊賀水指　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

１１．青織部扇形向付　仙台城三の丸跡出土　江戸初期　１点

 仙台市教委

１２．煙管　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１３．懐中鏡　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

１４．文鎮　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１５．慶長一分金　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　３枚

 伊達貞宗氏寄贈

１６．墨　瑞鳳殿出土資料　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

１７．墨　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１８．えんぴつ（複元品）　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　２点 館蔵

１９．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　瑞鳳殿出土資料　江戸初期

　　１振 伊達貞宗氏寄贈

２０．金製ブローチ　瑞鳳殿出土資料　江戸初期　１点

 伊達貞宗氏寄贈

№１は～６／３０展示、№１９～２０は７／２～展示

　

「城を建てる、城をなおす」　２０１３／９／３～１２／１

１．金箔押菊丸瓦　江戸前期　１点 仙台市教委

２．五七桐紋軒丸瓦　１７世紀　１点 仙台市教委

３．三引両紋軒丸瓦　１７世紀　１点 仙台市教委

４．九曜紋軒丸瓦　１７世紀　１点 仙台市教委

５．仙台城絵図　江戸中期　１幅 館蔵

６．江戸幕府老中奉書写　宝永４年９月２７日　１通 伊文

７．仙台城普請奉窺候絵図　宝永４年９月７日　１鋪 伊澤家Ｃ

８．菊花図屛風　伊達政宗詩歌書込　寛永５年　４曲１隻 伊文

９．江戸幕府老中奉書写　元禄１５年７月１８日　１通 伊文

１０．江戸幕府老中奉書　元禄１５年７月１８日　１通　 館蔵

１１．白石城普請窺候絵図　元禄１５年７月２日　１鋪 館蔵

１２．千田家勤功書　江戸中期　１綴 千田文彦氏寄贈

１３．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　江戸初期　１振

 伊達貞宗氏寄贈

１４．煙管　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１５．懐中鏡　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈
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１６．文鎮　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１７．金製ブローチ　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１８．慶長一分金　江戸初期　３枚 伊達貞宗氏寄贈

１９．墨　１６Ｃ末～１７Ｃ初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

２０．墨　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

２１．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 館蔵

№８は１０／１～展示、№９～№２１は９／３～９／２９展示

　

「仙台城と江戸屋敷」　１２／３～２０１４．２／９　

１．扇面図屏風　慶長１５年　６曲１双のうち１隻 伊文

２．仙台藩江戸上屋敷絵図　１８Ｃ　１幅 佐藤巧氏寄贈

３．伊達宗村七種連歌　延享２年正月７日　１綴 伊文

４．御城中席図并口解　江戸末期　一冊 個人蔵

５．初鏡心之手綱　江戸末期　一冊 尚文館Ｃ

６．仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図　江戸　１巻

 千田文彦氏寄贈

７．金梨子地葵紋桐紋糸巻太刀拵　江戸初期　１振

 伊達貞宗氏寄贈

８．金製ブローチ　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

９．煙管　江戸初期　２本 伊達貞宗氏寄贈

１０．懐中鏡　江戸初期　１面 伊達貞宗氏寄贈

１１．文鎮　江戸初期　１口 伊達貞宗氏寄贈

１２．慶長一分金　江戸初期　３枚 　伊達貞宗氏寄贈

１３．墨　１６世紀末～１７世紀初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１４．墨　江戸初期　１点 伊達貞宗氏寄贈

１５．えんぴつ（複元品）　江戸初期　２点 館蔵

藩主と夫人たち

「絵が得意な藩主・伊達吉村」　２０１３．２／２６～６／２　

１．周茂叔愛蓮図　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 伊文

２．富士山図　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 伊文

３．石山寺の紫式部図　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 伊澤家Ｃ

４．歌之心　伊達吉村筆　江戸中期　１巻・１通 伊文

５．源氏八景御手鑑　伊達吉村筆　江戸中期　１帖 伊文

　

「藩主の文芸」　６／４～９／１　

１．長齢石硯記　伊達吉村筆　享保４年１１月　１巻 館蔵

２．藤原俊成・定家像　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 伊文

３．和歌詠草　毎家有春　後柏原天皇筆　室町時代　１幅 伊文

４．茶杓　伊達吉村作　筒書「〆　松しま竹　隣松軒」

　　江戸中期　１口 伊文

５．茶杓　伊達吉村作　筒書「〆　広かひさき」

　　享保７年４月７日　１口 伊文

　

「城に勤める、藩主に仕える」　９／３～１２／１　

１．伊達政宗書状　高屋松庵宛　年未詳３日　１幅 館蔵

２．伊達政宗自筆相伴衆書付　年月日未詳　１幅

 遠藤一雄氏寄贈

３．高屋喜庵起請文前書案　（元文１年）　１通 伊文

４．伊達政宗書状　弓田右馬允宛　年未詳正月１０日　１幅

 角懸幸氏寄贈

５．菅野勝左衛門自筆和歌詠草　けふはかり　寛永１３年５月２９日

　　１幅 菅野家資料

６．遠藤守信覚書　（享保６年）８月２３日　１冊 伊文

７．下坐絵図　濱田縫殿助筆　江戸後期　１冊 濱田善雄氏寄贈

８．御給仕方手控　江戸後期　１冊 菅野家資料

９．年中行事全　江戸後期　１冊 菅野家資料

１０．仙台城本丸御門合判　安政７年　１枚 三原良吉Ｃ

　

「仙台藩の奥方」　１２／３～２０１４．２／９

１．雲松院画像　忠岡三千子筆　江戸中期　１幅　 伊文

２．江戸愛宕下中屋敷絵図　享保２０年１０月　１幅

 荻田耕造氏寄贈

３．雲松院ほか奥方和歌詠草　徳川氏温子（利根姫）ほか筆

　　（伊達吉村写）　元文３年正月５日　１通 伊文

４．御老女中浜野他弐名連署起請文　音羽・菱野・濱野筆

　　寛保元年３月１９日　１通 伊文

５．伊達重村・観心院和歌短冊　伊達重村・近衛氏年子筆

　　江戸中期　１幅 伊文

６．御奥方格式　天明７年　１０冊のうち２冊 伊文

武家のくらし

「雛調度と化粧道具」　２０１３．２／５～４／７

１．雛人形　江戸　２点 個人蔵

２．葵紋竹菱蒔絵雛調度のうち厨子棚、黒棚、書棚、碁盤、

　　将棋盤、双六盤、挟箱一対、行器一対、箪笥

　　十代斉宗夫人（徳川）鍇姫所用　江戸後期　計９件 館蔵

３．葵紋菊蒔絵耳盥・台輪　６代宗村夫人（徳川）利根姫所用

　　江戸中期　１式 館蔵

　　

「箱・函・匣」　４／９～７／２１　

１．朝顔文筒型漆器　桃山　１合 　ゴトウＣ

２．九曜紋松橘蒔絵硯箱　江戸前期　１合 個人蔵

３．竹に雀紋蒔絵系図箱　江戸中期　２合１組 伊文

４．金梨地牡丹紋蒔絵旗箱　江戸中期　１合 伊文

５．金梨地蟹牡丹紋蒔絵家伝秘書箱　江戸中期　１合 伊文

６．雪薄竹に雀紋桜枝散蒔絵眉作箱　江戸中期　１合 館蔵

７．桜に流水蒔絵篳篥箱　文化１３年　１合 館蔵

８．竹に雀三引両紋牡丹唐草蒔絵守刀箱　江戸後期　１組 伊文

※№３は４／９～６／２展示、№４は６／４～７／２１展示

　　

「武家の服飾」　７／２３～９／１　

１．藍絹地竹雀紋金箔押闕腋袍　江戸　１領 伊文

２．長裃　江戸　１領・１腰 個人蔵

３．白絹地雪薄紋単衣　伊達政宗所用　江戸初期　１領

 菅野家資料
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「婚礼調度－乗物と貝桶」　９／３～１２／１　

１．松竹梅牡丹紋蒔絵貝桶　７代藩主伊達重村夫人惇君所用

　　江戸中期　１合 伊文

２．竹菱梅葵紋蒔絵女乗物　１０代藩主伊達斉宗夫人鍇姫所用

　　江戸後期　１梃 館蔵

３．葵紋橘蒔絵櫛台　１３代藩主伊達慶邦夫人八代姫所用

　　江戸後期　１具 館蔵

　　

「武家の服飾」　１２／３～２０１４．２／９

１．金茶地小葵文紗狩衣　江戸　１領 館蔵

２．大紋　江戸　１領・１腰 個人蔵

３．黄羅紗地竹に雀紋火事装束　江戸後期　１具 　館蔵

４．紅精好長袴　江戸　１領 館蔵

５．萌黄綾地蔦に鯉模様小袖　伝 浦江の局所用　江戸　１領

 豊原亮氏寄贈

６．髪飾　鼈甲製　江戸　３点 伊文

※№１～３は～１／１３展示、　№４～６は１／１５～に展示

４　藩

仙台藩のようす

「仙台藩の武器・武具」　２０１３．６／４～６／３０

１．金梨地竹に雀九曜紋蒔絵刀掛　江戸前期　１架 伊文

２．金梨地花鳥蒔絵鞍鐙　江戸後期　１具 伊文

３．茶猪毛靱　江戸後期　１合 伊文

４．赤羅紗地松喰い立ち鶴紋陣羽織　江戸後期　１領 個人蔵

５．矢羽根　江戸後期　２枚 伊文

「武士の行列」　７／２～９／２９

１．御軍役御定　享保１２年正月　１冊 伊文

２．御備館惣御人数委細之書付ほか　（享保１２年正月）

　　５冊のうち１冊 伊文

３．楽山公行列図巻　武藤弘毅筆　近代　１１巻のうち４巻目

 伊文

４．毛槍（黒鳥毛）の鞘　江戸　１点 館蔵

５．伊達家行列図巻　延享元年写　３巻のうち上・中巻 伊文

　

「仙台藩の武器・武具」　１０／１～１２／１

１．黒漆五枚胴具足　菅野正左衛門重成所用　江戸後期　１領

 菅野壽雄氏寄贈

２．仙人図象嵌火縄銃　銃筒　早坂清則作　江戸後期　１口

 館蔵

３．ランタカ砲　１６～１７Ｃ　１台 館蔵

４．緋羅紗地三巴紋陣羽織　江戸後期　１領 新田貴一氏寄贈

５．ゆがけ　江戸　１具 伊文

　

「災害を生きた人々」　１２／３～２０１４．２／９

１．仙台藩領内洪水被害口上覚書写　寛永１５年４月２１日　１通

 伊文

２．備荒草木図　建部清庵著　明和８年　１冊 館蔵

３．民間備荒録　建部清庵著　明和８年　１冊 個人蔵

４．享和壬戍洪水記（写本）　原本鈴木三伯筆　原本享和２年

　　１帖 館蔵

５．安政二年八月三日地震被害調写　治三郎宛

　　安政２年８月８日　１綴 伊文

６．安政三年七月二十三日本吉北方津波状況調

　　石森幸左衛門筆　（安政３年）１１月　１通 伊文

７．天明飢死図集（写本）　原本鈴木三伯筆　天明５年　１冊

 館蔵

仙台藩の家臣たち

「寛文事件」　２０１３．２／２６～６／２

１．伊達亀千代書「村雨」　伊達亀千代筆　寛文４年　１幅　伊文

２．仙台藩一門連署起請文　伊達安芸（宗重）他３名筆　

　　（万治３年）７月２９日　１通 伊文

３．徳川家綱領知判物　寛文４年４月５日　１巻 伊文

４．浮世絵「先代萩御殿の場」　豊原国周画　明治元年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．浮世絵「伽羅仙代萩」　三代歌川豊国画　文久元年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

６．伊達綱宗書状　亀千代宛　（寛文９年）４月２６日　１通　伊文

７．伊達兵部・田村右京連署条目　奉行宛　寛文３年１１月２６日

　　１巻 伊文

「寛文事件」　６／４～９／１　

１．伊達兵部処罰罪人書付写　寛文１１年３月４日　１冊 伊文

２．伊達安芸口上覚書　原本・寛文１１年　１冊 伊文

３．伊達安芸書状　伊達兵庫（宗元）宛　（寛文１１年）３月１４日

　　１幅 個人蔵

４．伊達安芸書状（伝安芸絶筆）　伊達兵庫（宗元）・

　　黒木中務（宗信）宛　（寛文１１年）３月２６日　１巻 個人蔵

５．伊達宗重画像（三忠臣像のうち）　江戸後期　３幅のうち１幅

 松川マサ氏寄贈

６．浮世絵「伽羅先代萩」　歌川国芳画　嘉永１年～６年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．浮世絵「伊達競阿国劇場」（七役団十郎）　歌川国芳画

　　嘉永２年　大判３枚続 大宮司Ｃ

８．奥州仙台領国絵図　元禄１０～１４年　１鋪 藤縄達夫氏寄贈

※№６は６／４～７／１５まで展示、

　№７は７／１７～９／１まで展示

「角懸家資料」　９／３～１２／１　

１．白地愛染明王梵字旗　江戸　１旒 角懸家資料

２．伊達政宗書状　堀丹後守宛　年未詳２月１５日　１幅

 角懸家資料

３．伊達忠宗領知黒印状　角掛四郎兵衛宛　寛永２１年８月１４日

　　１通 角懸家資料
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４．伝書　風伝流槍術目録　黒田大六郎筆　嘉永７年６月　１巻

 角懸家資料

５．風伝流槍術一千本試合勝負附　文久３年１０月晦日　１冊

 角懸家資料

６．蓮に白鷺図　角懸鹿谷筆　明治２８年　双幅 角懸家資料

７．奥州仙台領国絵図　元禄１０～１４年　１鋪 藤縄達夫氏寄贈

「仙台藩の狩り」　１２／３～２０１４．２／９

１．伊達政宗書状　菅野勝三郎宛　江戸前期（１７Ｃ）　１幅

 菅野家資料

２．伊達政宗鷹場等覚書　伊達忠宗宛　（寛永２年）５月　１巻

 伊文

３．鷙鳥図　狩野古信筆　江戸中期　１幅 伊文

４．鴨猟之図　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 館蔵

５．たかがり・すなどり図　伊達吉村筆　江戸中期　２巻 巻子

６．安政四年御野初行列図巻　安政４年　２巻のうち１巻 伊文

７．獲方手控　江戸後期　１冊 館蔵

５　町

城下町仙台

「城下の景観」　２０１３．２／２６～９／１

１．文久二年仙台城下図（複製）　文久２年　１面

 原資料：斎藤報恩会

２．片倉家仙台屋敷御家作之絵図　江戸　１鋪 館蔵

３．仙台神社絵図のうち陸奥国分寺薬師堂　江戸後期　１帖

 伊文

４．仙台領奥州街道絵図　江戸中期　１帖 館蔵

５．芭蕉の辻図（複製）　熊耳耕年画　近代　１面 三原良吉Ｃ

６．仙台城下図屛風　吉成東温筆　慶応元年　６曲１隻

 三原良吉Ｃ

７．伊達政宗自筆書状　山岡重長宛　元和６年ころか　１幅

 個人蔵

８．木村宇右衛門覚書　下巻　木村宇右衛門著　江戸前期　１冊

 　伊文

９．錦絵芭蕉の辻（複製）　作者不詳　原資料：江戸後期　４枚

 館蔵

１０．芭蕉の辻の建物の瓦　近代　３点 館蔵

※№１、２、４、５は～６／２展示、№３は～５／２０展示、

　№６～９は６／４～展示

　

「城下町と秋のまつり」　９／３～１２／１

１．明治元年仙台城市之図　明治　１面 館蔵

２．大崎八幡神事流鏑馬射手装束写　江戸　１巻 伊文

３．伊達世臣家譜（林）　田辺希文・希元・希績撰　寛政４年１２月　

　　１冊 伊文

４．仙台年中行事絵巻より仙台東照宮祭礼図　江戸　１巻

 三原良吉Ｃ

５．仙台東照宮祭礼小絵図　江戸中期～後期　（１７Ｃ後～１９Ｃ初）

　　３枚 館蔵

６．東照宮御祭礼渡物行列帳　嘉永３年　１冊 三原良吉Ｃ

７．得可主屋次右衛門祭礼渡物免除願案　得可主屋次右衛門

　　浅井忠内　文政１１年６月　１通 三原良吉Ｃ

８．東照宮祭礼　渡物図　野見宿禰当麻獗速すまふノ始り

　　肴町三丁目鈴木屋　江戸後期　１面 館蔵

９．東照宮祭礼　渡物図　坂上田村麻呂鈴鹿山出陣の躰

　　新伝馬町鈴木利三郎　江戸後～末期　１面 館蔵

１０．東照宮祭礼渡物図　「福神角力の躰　染師町堺屋庄助」

　　江戸後～末期　１面 館蔵

１１．東照宮祭礼渡物図　「中納言行平郷須磨之浦ニテ汐汲ヲ見給躰」

　　河原町岩間屋　江戸後～末期　１面 館蔵

１２．東照宮祭礼渡物図　「坂上千熊麿流鏑馬に趣く躰」

　　柳町相澤屋善兵衛　江戸後～末期　１面 館蔵

　

「仙台城下と町方　国分町」　１２／３～２０１４．２／９

１．仙台城下図　寛政元年頃　１鋪 館蔵

２．米川十右衛門披露状　国分町検断米川十右衛門筆

　　御勘定所宛　（享和３年）３月２９日　１通 米川家資料

３．国分町外人屋図　年月日未詳　１枚 朴沢家資料

４．諸事御用留　米川十郎右衛門筆

　　文化１３年正月～文政２年１１月　１冊 米川家資料

５．諸国道中金の草鞋仙台　十返舎一九編

　　文化１０年～天保５年　１冊 館蔵

６．菅原屋安兵衛引札　国麿画　国分町十九軒菅原屋安兵衛

　　江戸後期　１枚 三原良吉Ｃ

７．道中往来　仙台国分町十九軒菅原屋安兵衛求板　江戸後期

　　１冊 三原良吉Ｃ

８．文政新刻奥道中歌　伊勢屋半右衛門板　文政２年５月新刻

　　１冊 三原良吉Ｃ

９．東照宮祭礼渡物図　「浦島太郎龍宮於城乙姫見躰」

　　国分町小谷新右衛門　江戸　１面 三原良吉Ｃ

１０．東照宮祭礼渡物図　

　　「浦島太郎龍宮へいたつて乙姫にまみゆるてい」

　　国分町真壁屋新右衛門　江戸　１面 館蔵

町のくらし

「春の行事」　２０１３．２／２６～６／２

１．榴ヶ岡花見図屛風　江戸中期　６曲１隻 阿部次郎Ｃ

奥州仙台領国絵図
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２．ぼんぼこ祭り図　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅 館蔵

３．木下駒　江戸　３点 三原良吉Ｃ

４．ぼんぼこ槍の瓢箪　年月日不詳　２点 足立孔Ｃ

　

「仙台と七夕」　６／４～９／１

１．伊達政宗和歌詠草　伊達政宗筆　元和４年秋　１幅 購入

２．濱田氏年中行事　文久２年　１冊 個人蔵

３．仙府年中往来　燕石斎薄墨版　江戸後期　１冊 阿部次郎Ｃ

４．絵本「七夕」　冷泉為恭画　嘉永３年～安政２年　１冊 館蔵

５．七夕飾り　大正　７点 管野邦夫氏寄贈

６．七夕の絵葉書「仙台　肴町七夕祭ノ光景」　大正　１点 館蔵

７．七夕の絵葉書「仙台名物　五彩の短冊美しき。七夕祭りの

　　豪華版　東一番町」　昭和１１年８月６日撮影　１点 館蔵

８．七夕の絵葉書「復興七夕に輝く仙台祭り豪華版」　昭和２０年代

　　１点 館蔵

　

「仙台城下の商人」　９／３～１２／１

１．御判紙方御用留　吾妻守清写　文化４年１月　１冊

 三原良吉Ｃ

２．呉服仲間入証文　松屋長左衛門・親類奈良屋八兵衛筆

　　呉服当番　文政４年１２月１７日　１通 三原良吉Ｃ

３．店卸勘定目録覚　佐藤助五郎所用　天保１４年１月改　１冊

 三原良吉Ｃ

４．奈良屋の徳利　江戸　１口 三原良吉Ｃ

５．帳場机　江戸　１脚 館蔵

６．銭箱　江戸　１箱 館蔵

７．算盤　江戸　１面 館蔵

８．堤人形　天神　江戸後期　１体 館蔵

９．堤人形　弁慶　江戸後期　１体 館蔵

　

「絵馬に見る産業」　１２／３～２０１４．２／９　

１．米つくり絵馬（複製）　菅井田龍筆　明治　１面

 原資料：岩沼市愛宕神社

２．石巻港図絵馬（複製）　長谷清右衛門義一筆　文化２年奉納

　　１面 原資料：石巻市羽黒町鳥屋神社

３．仙台藩奉行連署掟書写　奥山大学・富塚内蔵・大條監物・

　　柴田外記　寛文２年８月１５日　１通 片倉家資料

４．御買米前金受取証文　片倉小十郎村廉筆　御勘定奉行衆宛

　　宝暦８年１１月１８日　１通 片倉家資料

５．『日本山海名物図会』４巻より奥州仙台紙子

　　平瀬徹斎編・長谷川光信画　宝暦４年　１冊 阿部次郎Ｃ

６．『奥州仙台名所尽集』より塩竈浦　江戸後期　１巻　大宮寺Ｃ

７．五十集物肴町入荷調　江戸　１通 伊文

教育と文化

「仙台藩の文化人と思想家」　２０１３．２／２６～６／２

仙台藩ゆかりの文化人

１．俳人百家撰　緑亭川柳編・歌川国輝画　嘉永８年　１冊

 尚文館Ｃ

２．松窓句集　松窓乙二著　文政６年　１冊 尚文館Ｃ

３．俳諧三十六句仙　足了庵禾月尼序　嘉永６年　１冊

 阿部次郎Ｃ

４．釣奇一覧　千柳亭序　安政３年　１冊 阿部次郎Ｃ

５．十夜説教図　遠藤曰人筆　江戸後期　１幅 天江富弥氏寄贈

６．蛙相撲図　遠藤曰人筆　天保４年　１幅 館蔵

林子平の思想と交友

７．林子平肖像　牧互秀筆　近代　１幅 愛宕中学校寄贈

８．三国通覧図説　林子平著　天明６年版　１冊

 猪苗代翕・弼氏寄贈

９．海国兵談　林子平著　寛政３年版　１冊 館蔵

１０．林子平書状　藤塚式部宛　（寛政４年）６月１日　１通

 中村Ｃ

１１．藤塚家家譜　藤塚式部筆　安永４年　１冊 　藤塚家資料

１２．アイヌの煙草入れ（胴乱・腰籠）　江戸（１８Ｃ）　１点

 藤塚家資料

１３．報賽歌　林子平筆　寛政３年　１幅 藤塚家資料

１４．林子平辞世拓本　江戸（１８Ｃ）　１幅 中村Ｃ

　

「仙台藩の学問と思想家」　６／４～９／１

仙台藩の天文学

１．獅山公治家記録　正徳４年２月７日条（遠藤盛俊入門）

　　田辺希文・児玉秀基編　宝暦８年　１冊 伊文

２．伊達世臣家譜（戸板）　田辺希元撰　寛政４年　１冊 伊文

３．潮汐図説　高野立斎著　寛延２年　１冊 尚文館Ｃ

４．天文図屛風　名取春仲筆　江戸後期　６曲１隻 　館蔵

林子平の人生と思想

５．林子平肖像　牧互秀筆　近代　１幅 愛宕中学校寄贈

６．仙台城下絵図　林子平筆　江戸中期～後期　１点 中村Ｃ

７．阿蘭陀船図説（複製）　天明２年版・明治２６年印刷複製

　　１枚 館蔵

８．三国通覧図説　林子平著　天明６年版　１冊

　 猪苗代翕・弼氏寄贈

９．海国兵談　林子平著　天明７年写　１冊 館蔵

１０．林子平辞世拓本　江戸　１幅 中村Ｃ

　

「仙台藩の学問と思想家」　９／３～１２／１

仙台藩の医学教育

１．六物新志　大槻玄沢著　天明８年　１冊 館蔵

２．瘍医新書　大槻玄沢訳・杉田玄白起業　文政８年刊　１冊

 館蔵

３．解体新書　杉田玄白ほか訳　安永３年　１冊 館蔵

４．存真図腋　佐々木中沢著・畠山仙江画　文政５年　１帖

 山形敞一氏寄贈

５．アメリカ横文字和解　小野寺玄適訳　嘉永７年　１冊 伊文

６．芝蘭堂新元会図（印刷）　市川岳山筆　近代

　　（原資料：寛政６年）　１幅 鵜飼新一氏寄贈

林子平の人生と思想　

７．儀式考　林笠翁筆　江戸中期（１８Ｃ）　１冊

 猪苗代翕・弼氏寄贈



－　　－13

８．和蘭地理書ゼオガラヒー　林子平筆写　安永７年　１冊

 藤塚家資料

９．蘭人制作支那図　林子平筆写　安永７年　１枚 中村Ｃ

１０．阿蘭陀船図説（複製）　天明２年版・明治２６年印刷複製　１枚

　 館蔵

１１．蝦夷錦の袖口　江戸（１８Ｃ）　１点 藤塚家資料

１２．仏語訳　三国通覧図説　クラプロート訳　１８３２年刊　１冊

 館蔵

１３．坪碑　林子平著・程赤城跋　安永７年頃　１巻 中村Ｃ

１４．海国兵談　林子平著　寛政３年版　３冊 館蔵

１５．林子平謹慎自守ノ図　１幅 館蔵

　

「仙台藩の学問と思想家」　１２／３～２０１４．２／９

仙台藩の藩校　養賢堂　

１．養賢堂全図　江戸後期　１幅 館蔵

２．論語・孟子　養賢堂蔵版　江戸後期　２冊 尚文館Ｃ

３．書経　養賢堂蔵版　江戸後期　１冊 安倍謙一氏寄贈

４．論語　天保１５年手写ヵ　１冊 阿部次郎Ｃ

５．水滴　江戸後期　３点 館蔵

６．大槻平泉肖像　東東莱原画・高橋松亭模写　近代　１幅

 佐藤暉雄氏寄贈

林子平の人生と思想

７．林子平肖像　佐々城朴庵筆　嘉永７年　１冊 尚文館Ｃ

８．漢土加留多　１点 藤塚家資料

９．阿蘭陀加留多　１点 藤塚家資料

１０．和蘭人宴会図　林子平筆　江戸後期　１面 館蔵

１１．仙台城下絵図　林子平筆　江戸中期～後期　１点 中村Ｃ

１２．三国通覧図説　林子平著　天明６年版　１冊

 猪苗代翕・弼氏寄贈

１３．海国兵談　林子平著　天明７年写　１冊 館蔵

１４．報賽歌　林子平筆　寛政３年　１幅 藤塚家資料

１５．林子平辞世拓本　江戸　１幅 中村Ｃ

新たな時代へ

「玉蟲左太夫の生涯」　２０１３．２／２６～９／１

１．玉蟲左太夫肖像　庄子勇筆　大正　１面 玉蟲誼氏寄贈資料

２．入北記　玉蟲左太夫筆　安政４年　３冊 玉蟲誼氏寄贈資料

３．七言絶句「踏破蛮洋万里濤」　岩瀬忠震筆　江戸末期　１幅

 玉蟲誼氏寄贈資料

４．航米日録（写本）　玉蟲左太夫著　江戸末期　１冊 館蔵

５．玉蟲左太夫上書　（伊達慶邦宛）　（元治元年）９月２７日　１通

 　伊文

６．玉蟲左太夫書状　孝七・源吾宛　（明治元年）１０月１８日　１通

 　玉蟲誼氏寄贈資料

７．玉蟲左太夫書状　（明治元年）１１月４日　１通

 玉蟲誼氏寄贈資料

８．玉蟲左太夫書状　潔宛　（明治２年）４月４日　１通

 玉蟲誼氏寄贈資料

９．玉蟲左太夫書状　兄宛　弘化３年１２月２８日　１通

 玉蟲誼氏寄贈資料

１０．入北記　玉蟲左太夫筆　安政４年　２冊 玉蟲誼氏寄贈資料

１１．英単語集　玉蟲左太夫筆　江戸末期　１冊

 玉蟲誼氏寄贈資料

１２．航米日録　玉蟲左太夫筆　江戸末期　１冊

 玉蟲誼氏寄贈資料

１３．遊武記　三巻　玉蟲左太夫筆　文久元年　１冊

 玉蟲誼氏寄贈資料

１４．ポーハタン号模型　岡崎英幸氏製作　現代　１体

 玉蟲誼氏寄贈資料

※№２～８は～６／２展示、№９～１４は６／４～展示

　

「仙台藩と外国」　９／３～１２／１　

１．獅山公治家記録　１４３下　元文４年５～６月　１冊 伊文

２．南瓢記　枝芳軒静之著　寛政１０年刊　１冊 館蔵

３．環海異聞（写本）　大槻玄沢・志村弘強著　原南嶺私註

　　天保４年　２冊 館蔵

４．呂宋国漂流記　大槻磐渓著　弘化２年　１冊 館蔵

５．アメリカ船石巻渡来図巻　江戸末期　１巻 館蔵

６．アメリカ船員を描いたスケッチ　安政２年　４面

 阿部次郎Ｃ

　

「幕末人物伝　三浦乾也」　１２／３～２０１４．２／９

１．三浦乾也写真（印刷）　近代　１面 新井田Ｃ

２．帆前機器 蒸気船器械製造之具（写本）

　　（原本は安政２年正月２２日カ）　１冊 館蔵

３．開成丸調練帰帆図　三浦乾也画　安政５年　１幅

 菊田定郷Ｃ

４．三浦乾也への褒賞状　芝多対馬筆　（安政５年）５月　１通

 伊文

５．三浦乾也書状　清水道看宛　（安政５年）１２月１２日　１通

 亀田兵治Ｃ

６．紅梅図　三浦乾也筆　江戸後期～明治　１幅 新井田Ｃ

６　近代都市へのあゆみ

戊辰戦争と明治維新

「幕末明治を生きた人々」　２０１３．２／２６～６／２

１．松平容保和歌短冊　江戸末期～明治　１幅 大久保Ｃ

２．広沢安任書　明治　１幅 大久保Ｃ

３．秋月悌次郎書　江戸末期～明治　１幅 大久保Ｃ

４．徳川慶喜書　江戸末期～大正　１幅 大久保Ｃ

５．土方歳三書状　小島宛　年月日未詳　１幅 大久保Ｃ

６．坂本龍馬書状　三吉慎蔵宛　年月日未詳　１巻 大久保Ｃ

「幕末明治を生きた人々」　６／４～９／１

１．伊達慶邦書　「唯善以為宝」　江戸後期～明治　１幅 個人蔵

２．山水図　三好監物筆　文久２年５月　１幅 大久保Ｃ
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３．玉蟲左太夫書「遑々人世ト安危」　江戸後期　１幅　大久保Ｃ

４．若生文十郎書「欲向中原掃妖塵」　江戸末期　１幅

 伊藤省三氏寄贈

５．大槻磐渓書「澹々軽陰暗碧沙」　明治　１幅

 東海林恒英氏寄贈

「仙台藩と戊辰戦争」　９／３～１２／１　

１．幼童遊び子をとろ　広重（３代）　慶応４年２月　大判２枚続

 館蔵

２．松平喜徳書状　松平陸奥守（伊達慶邦）宛　

　　（慶応３年）１２月２２日　１通 伊文

３．太政官沙汰書写　仙台中将（伊達慶邦）宛

　　（慶応４年）正月２０日　１通 伊文

４．松平喜徳書状　松平陸奥守（伊達慶邦）宛　

　　（慶応４年）正月２９日　１通 伊文

５．松平喜徳書状　松平陸奥守（伊達慶邦）宛　

　　（慶応４年）３月２４日　１通 伊文

６．会津追討仙台様御出陣之図　慶応４年４月　１鋪

 大山勝義氏寄贈

　

「仙台藩と戊辰戦争」　１２／３～２０１４．２／９　

１．会津追討ニ付仙台様御出陣被御行列図　慶応４年４月

　　１巻　 板垣英夫氏寄贈

２．会津戦闘絵図　慶応４年４月１９日　１鋪 菅野家資料

３．白河口戦闘絵図（複製）　明治　１幅 館蔵

４．五月朔日於白川表戦争之節討死手負之輩名前調

　　慶応４年５月１日　１冊 甲田晟氏寄贈

５．伊達慶邦書状控　会津賢公（松平喜徳）

　　（慶応４年）８月８日　１通 伊文

６．松平喜徳カ書状　仙台大賢公（伊達慶邦）　

　　（慶応４年）８月１２日　１通 伊文

近代都市仙台

「教育・戦争と地域社会」　２０１３．２／２６～６／２

西南戦争の勃発

１．西郷隆盛書　明治　１幅 大久保Ｃ

２．警部補辞令　石母田琢磨宛　明治１０年６月１９日　１通

 石母田Ｃ

３．慰労金下賜証書　石母田琢磨宛　明治１０年１０月６日　１通

 石母田Ｃ

４．征討御会議之図　楊州斎周延画　明治１０年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

５．鹿児島紀聞之内（田原坂）　鮮斎永濯画　明治１０年

　　大判３枚続 尚文館Ｃ

６．西郷城山戦死図　楊州斎周延画　明治１０年１０月　大判３枚続

 館蔵

７．西南戦争を取材する福地桜痴（「教導立志基」から）

　　小林清親画　明治１８年　１枚 阿部次郎Ｃ

自由民権運動の展開　

８．講習余誌出版願並許可書　明治１０年２月　１綴 小野家資料

９．講習余誌　明治１０年創刊　１冊 小野家資料

１０．進取雑誌　明治１３年２月創刊　１冊 安久津家資料

１１．本立社日記　明治　１冊 逸見順子氏寄贈

１２．国会開設哀願書　若生精一郎　明治１３年１２月　２点

 逸見順子氏寄贈

１３．東北改進党盟約　明治１５年　１冊 安久津家資料

１４．対物宮城の最　菅野長平編集・出版　明治１５年７月２２日

　　１枚 三原良吉Ｃ

１５．憲法発布式之図　楊州斎周延画　明治２２年　大判３枚続

 館蔵

１６．大日本帝国議会御幸之図　楊州斎周延画　（明治２３年ヵ）

　　３枚続 館蔵

　

「教育・戦争と地域社会」　６／４～９／１　

教科書にみる仙台・宮城

１．世界国尽　福沢諭吉訳・慶應義塾蔵板

　　明治２年版・明治４年再刻　１冊 荒町小学校寄贈

２．啓蒙手習の文　福沢諭吉編・慶應義塾出板・尚古堂発行

　　明治４年　１冊 荒町小学校寄贈

３．小学読本日本史略　市岡正一著・弘学館蔵　明治８年

　　２冊 荒町小学校寄贈

４．小学習字手本（いろは・漢字）　師範学校編・文部省刊

　　明治７年改正　２冊 荒町小学校寄贈

５．小学読本　出版人二日町益友社須田平左衛門、

　　国分町伊勢安右衛門・菅原安兵衛　明治７～１０年　１冊

 尚文館Ｃ

６．日本地誌略　東京師範学校編・文部省刊　明治７年～９年

　　１冊　 尚文館Ｃ

７．校正宮城県地誌提要　全　宮城師範学校編、

　　宮城県学務課出版　明治１７年　１冊 尚文館Ｃ

８．尋常小学地理書　文部省著・発行　昭和１３年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

「軍都仙台」

９．仙台鎮台辞令　明治１８年１月２９日付　１通 館蔵

１０．仙台招魂祭山鉾ノ図　楊斎延一画、横山良八印刷・発行

　　明治２５年　３枚続 大宮司Ｃ

１１．陸軍御用の仙台大町大平商店の団扇　明治４０年頃　１点

 川村節子氏寄贈

１２．戦時農園の手引　情報局編集　昭和１９年発行　１冊

 石母田家資料

１３．第二師団凱旋之図　菅野覚太郎画　明治２９年　１面

 三原良吉Ｃ

１４．河内兵営之図　松浦勝也印刷、三沢好吉発行　明治３０年

　　１面 三原良吉Ｃ

１５．六合社図　近代　１面 三原良吉Ｃ

１６．釈迦堂・歩兵第四聯隊全図　玉虫龍之進画・彫刻、

　　三沢好吉発行　明治３０年　１面 三原良吉Ｃ
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「軍都仙台」　９／３～１２／１

１．仙台鎮台辞令　明治１８年１月２９日付　１通 館蔵

２．釈迦堂・歩兵第四聯隊全図　玉虫龍之進画・彫刻、

　　三沢好吉発行　明治３０年　１面 三原良吉Ｃ

３．招魂祭礼全図　池原竹治郎印刷、荘司保明発行　明治２１年　

　　大判３枚続 館蔵

４．仙台招魂祭山鉾ノ図　楊斎延一画、横山良八印刷・発行

　　明治２５年　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．第二師団遠望之図　奥山無門筆　大正６年　１面

　　 奥山栄五郎氏寄贈

６．日清戦争、長町駅における出征兵士の見送り　明治２７年

　　１点 館蔵

７．日清戦争における第二師団の将校たち　明治２８年頃　１点

 館蔵

８．満州守備軍第二師団の将兵の帰還を迎える市民

　　昭和８年１月８日　１点 館蔵

９．原町陸軍造兵廠で弾丸の生産に励む女子挺身隊

　　（「仙台空襲より」）　１点 館蔵

１０．空襲で焦土と化した仙台の中心部（「仙台空襲より」）

　　昭和２０年７月　１点 館蔵

１１．仙台空襲で瓦礫の跡となった市役所前（「仙台空襲より」）

　　昭和２０年７月　１点 館蔵

１２．焼跡で「勝札」を求める市民（「仙台空襲より」）　１点

 館蔵

　

「教育にみる仙台」　１２／３～２０１４．２／９　

教科書にみる仙台・宮城　

１．小学読本　出版人二日町益友社須田平左衛門、

　　国分町伊勢安右衛門・菅原安兵衛　明治７～１０年　１冊

 尚文館Ｃ

２．日本地誌略　東京師範学校編・文部省刊　明治７～９年

　　１冊 尚文館Ｃ

３．校正宮城県地誌提要　全　宮城師範学校編、

　　宮城県学務課出版　明治１７年　１冊 尚文館Ｃ

４．帝国読本　学海指針社編・集英堂本店発行　明治２６年

　　８冊 尚文館Ｃ

５．修身絵とき　堀江義子著・春陽堂発行　明治２７年　４冊

 尚文館Ｃ

６．増補帝国小史　山縣悌三郎著・文学社刊　明治２９年　２冊

 郷右近馨氏寄贈

７．尋常小学地理書　文部省著・発行　昭和１３年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

８．初等科国語　文部省著・発行　昭和１８年　１冊

 郷右近馨氏寄贈

埋木細工・常磐紺型　

９．鷹置物　昭和９年　１基 館蔵

１０．染見本　最上染工場制作　近代　３反 館蔵

 

特集展示室

絵図に見る仙台藩領

２０１３．５／８～９／２９

１．白石城絵図　江戸前期　１鋪 伊文

２．金ヶ崎城絵図　江戸前期　１鋪 伊文

３．金山城絵図　貞享１年６月２８日　１鋪 仙台銀行寄贈

４．覚間沢境絵図　寛永１９年６月１５日　１鋪 伊文

５．伊沢之内相去村・和賀之内鬼柳村新境絵図

　　寛永１９年６月１０日　１鋪 伊文

６．名取郡北方四郎丸村絵図　文政年間　１鋪 館蔵

７．名取郡北方根岸村平岡村入会絵図　文政５年６月　１鋪

 館蔵

８．奥州仙台領白石城並城下絵図　天和３年３月２９日　１鋪

 片倉家資料

９．涌谷城修復窺絵図　伊達安芸宗元　元禄３年１２月１４日　１幅

 　個人蔵

１０．覚間沢境絵図　長沼与兵衛・河小田長兵衛筆

　　三上太兵衛・松井作太夫宛　延宝９年４月２日　１鋪 伊文

１１．赤坂山絵図　小枝指権兵衛親宗他２名　川島豊前他３名

　　寛永１９年６月１０日　１鋪　 伊文

１２．名取郡北方秋保湯本村絵図　文政６年　１鋪 伊文

１３．仙台領内郡邑絵図　江戸　１冊 三原良吉Ｃ

１４．分間江戸大絵図　須原屋茂兵衛版　元治元年　１鋪

 三原良吉Ｃ

※№１～７は５／８～６／２３、№８～１４は６／２５～９／２９展示

　

屛風絵特集１

５／８～６／３０

１．扇面図屛風　慶長１５年　２曲１隻 伊文

２．葵図屛風　慶長１５年　２曲１隻 伊文

３．桜に錦鶏図屛風　桃山　２曲１隻 館蔵

４．平家物語図屛風　江戸初期　６曲１双 館蔵

　

名取郡北方四郎丸村絵図
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花押を読む

１５．足利尊氏袖判下文　伊達政長宛　建武５年閏７月２６日　１通

 伊文

１６．官宣旨案　（元弘３年１０月以降）　１通 国分家資料

１７．織田信長書状　伊達次郎（輝宗）宛　（天正２年）９月２日

　　１通 伊文

１８．織田信長朱印状　伊達左京大夫（輝宗）宛　

　　（天正５年）閏７月２３日　１通 伊文

１９．徳川家康書状　大崎侍従（伊達政宗）宛

　　（文禄２年）４月晦日　１通 伊文

２０．伊達村寿書状　（伊達斉宗宛）　（年未詳）９月７日　１通

 伊文

２１．伊達政宗書状（自筆）　紹高老（細川全隆）宛　

　　（慶長１６～１７年）７月２８日　１幅 伊澤家Ｃ

２２．伊達政宗書状（自筆）　伊河内守（伊達宗清）宛　

　　（慶長１８年）７月２０日　１幅 館蔵

　

屛風絵特集２

１１／２６～２０１４．１／１３　

１．竹に太湖石図屛風　東東洋筆　文化元年頃　２曲１隻

 伊澤家Ｃ

２．野馬図屛風　荒川洞月筆　文化元年頃　６曲２隻 伊文

３．文化三年御屛風本帳附渡帳　久雪筆　文化３年　１冊 館蔵

　

屛風絵特集３

２０１４．１／１５～２／１６　

１．花鳥図屛風　菊田伊洲筆　江戸後期　８曲１隻 佐藤明Ｃ

２．赤壁図屛風　東東洋筆　文政３年　６曲１双 個人蔵

３．牟礼高松図屛風　狩野梅笑筆　江戸後期　２曲１隻 個人蔵

テーマ展示室Ⅰ

「仙台藩の武器・武具」　２０１３．１２／３～２０１４．２／１６

１．黒漆五枚胴具足（複製）　原品は伊達政宗所用　１領 伊文

２．黒漆鳩胸五枚胴具足　伊達茂村所用　江戸後期　１領 伊文

３．黒漆五枚胴具足　伝片倉重綱所用　江戸初期　１領 館蔵

４．鉄錆地五枚胴具足　江戸中期　１領 伊文

５．太刀　義光　建武四年　１口 亀岡八幡宮

６．矢の根形九曜紋透槍　銘藤原國次　江戸前期　１口 伊文

仙台藩の武器・武具

７／２～９／２９　

１．重文　銀伊予札白糸威胴丸具足　豊臣秀吉所用、

　　伊達政宗拝領　桃山　１領 伊文

２．黒漆五枚胴具足（複製）　原品は伊達政宗所用　１領 伊文

３．白地黒阿吽梵字旗　江戸　１旈 伊東きよめ氏寄贈

４．火縄銃「東雲」　銃筒木田定幸作　江戸　１口 館蔵

５．朱皺漆紫糸素懸威六枚胴具足　三宝荒神形兜付

　　伝上杉謙信所用　室町～桃山　１領 館蔵

６．緋羅紗地北斗七星模様陣羽織　江戸後期　１領

 佐藤正人氏寄贈

７．紫羅背抜地　水玉文様陣羽織　江戸前期～中期　１領　 伊文

８．重文　小紋染胴服　桃山　１領 片倉家資料

※№１は～７／２８展示、№５は７／３０～展示、№６は～７／28展示、

　№７は７／３０～９／１展示、№８は９／３～展示　

かたちでわかる古文書入門

１１／２６～２０１４．２／１６

史料のかたち

１．伊達稙宗知行宛行状　濱田下総守宛　天文１４年８月３日

　　１通 濱田家資料

２．仙石曾繁書状　矢代勘解由兵衛（屋代景頼）宛

　　（天正１９年）１０月７日　１通 伊文

３．御領地并御代官所御本陣符　江戸　１帖 館蔵

４．在府中御公用に付不時御人数並御兵具物御定

　　享保１３年４月　１冊 伊文

料紙いろいろ　

５．後醍醐天皇綸旨　伊達政長宛　元弘３年７月５日　１通

 伊文

６．口宣案　上卿宛　万治元年１２月２７日　１通 伊文

７．徳川家慶御内書　仙台少将（伊達慶邦）宛

　　（天保１２年）１２月２７日　１通 伊文

８．蘆名止々斎（盛氏）起請文　伊達殿（輝宗）宛

　　永禄９年正月１０日　１通 伊文

９．守真院（詮子）添書　少将（伊達斉宗）宛　江戸後期　

　　１通 伊文

１０．鍇姫（信恭院）書状　（伊達斉宗宛）　（文政２年）

　　１通 伊文

さまざまな様式　

１１．関東下知状　藤原（国分）秀信宛　正安３年４月１０日　１通

 国分家資料

１２．足利義晴御内書　伊達次郎（晴宗）宛

　　（天文３年ヵ）３月３日　１通 伊文

１３．徳川吉宗領知判物　仙台中将（伊達吉村）宛

　　享保２年年８月１１日　１通 伊文

１４．江戸幕府老中奉書　酒井雅楽頭ほか３名　松平陸奥守

　　（伊達政宗）宛　（慶長１６年～元和７年）９月６日　１通

 伊文 赤壁図屏風（左隻）　東東洋筆　個人蔵
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７．矢の根形菱透槍　銘藤原國次　江戸中期　１口 伊文

８．剣　山城大掾藤原国包　寛永１８年　１口 館蔵（赤羽刀）

９．脇差　銘奥州仙台住藤原国包　慶安５年　１口

 館蔵（赤羽刀）

１０．刀　銘安倫　江戸中期　１口 館蔵

１１．安孫子の陣貝　桃山　１点 片倉家資料

１２．日の丸文軍扇　延享元年　１握 伊文

１３．茶猪毛靱　江戸後期　１合 伊文

１４．朱漆雪薄紋鞍鐙　江戸初期　１具 伊文

１５．火縄銃「東雲」　銃筒木田定幸作　江戸後期　１挺 伊文

１６．黒羅紗地九曜紋火事装束　江戸中期　１具 大山勝義氏寄贈

１７．赤呉呂地金束菖蒲紋陣羽織　江戸後期　１領 菅野家資料

※№２・１７は１／１５～、№４・１６は～１／１３、

　№５～７は～１２／２７、№８～１０は１／７～展示　

テーマ展示室Ⅱ

慶長遣欧使節

２０１３．２／２６～９／２６

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 日本オクベッティ社寄贈

３．セビリア市宛伊達政宗書状（和文）

　　※複製　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６Ｃ末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（ラテン文）　※複製

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（和文）　※複製

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１１．支倉常長書状　※複製　勘三郎宛　原本は元和４年　１幅

 高橋由貴彦氏寄贈

１２．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

１３．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

１４．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１５．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

１６．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

１７．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

１８．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

１９．国宝　ローマ市公民権証書※複製　原本は１６１５年１１月　１通

 館蔵

２０．国宝　ローマ市公民権証書　展示期間：　１６１５年１１月　１通

 　館蔵

２１．仙台藩奉行知行割目録　支倉六右衛門宛　慶長１３年　１面

 支倉家資料

２２．平姓伊藤一家支倉氏系図　江戸中期　１巻 支倉哲男氏寄贈

２３．支倉家家譜書出　支倉右仲筆　安永２年　１帖

 支倉哲男氏寄贈

２４．坤輿万国全図　名取春仲筆　江戸後期　６曲１隻 館蔵

２５．国宝　壁掛　１７Ｃ　１枚 館蔵

２６．国宝　マント及びズボン　１７Ｃ　１具 館蔵

２７．国宝　鞍　１７Ｃ　２背 館蔵

２８．国宝　鐙　１７Ｃ　１双・１隻 館蔵

２９．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵

３０．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

３１．国宝　祭服　１７Ｃ　１領 館蔵

３２．国宝　ディスチプリナ　１７Ｃ　１口 館蔵

３３．国宝　レリカリオ　１７Ｃ　１口 館蔵

３４．国宝　テカ及び袋　１７Ｃ　１具 館蔵

３５．国宝　印章　１７Ｃ　２顆 館蔵

※№１９は２／２６～４／７、６／４～６／１８、７／１～９／２６展示

※№２０は４／９～６／２、６／１９～６／３０

　（ＭｏＷ登録記念特別展示）展示　

※№２１～３５は～６／２展示

　

１１／２２～２０１４．２／１６

１．支倉常長像（高田力蔵１９７２年模写）　原図は１６１５年頃　１面

 館蔵

２．ガレオン船模型　１９７１年　１基 日本オクベッティ社寄贈

３．セビリア市宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

４．ローマ市街図　１６Ｃ末刊　１面 館蔵

５．『伊達政宗遣欧使節記』（イタリア語版）　アマーティ著

　　１６１５年刊　１冊 館蔵

６．『伊達政宗遣欧使節記』（ドイツ語版）　アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 館蔵

７．支倉常長画像（銅版画）　サデレル作　１６１６～１７年頃　１枚

 館蔵

８．支倉常長画像（銅版画）　１６１６～１７年頃　１枚 館蔵

９．ローマ教皇宛伊達政宗書状（ラテン文）※複製

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１０．ローマ教皇宛伊達政宗書状（和文）※複製

　　原本は慶長１８年９月４日　１面 館蔵

１１．支倉常長書状　※複製　勘三郎宛　原本は元和４年　１幅

 高橋由貴彦氏寄贈

１２．国宝　短剣　１７Ｃ　２口 館蔵

１３．国宝　ロザリオの聖母像　１７Ｃ　１面 館蔵

１４．国宝　十字架像　１７Ｃ　１口 館蔵

１５．国宝　十字架及びメダイ　１７Ｃ　１具 館蔵

１６．国宝　ロザリオ　１７Ｃ　５連 館蔵

１７．国宝　メダイ残欠　１７Ｃ　６片 館蔵

１８．洗礼者聖ヨハネ像メダイ（参考資料）　１９Ｃ　１面 館蔵

１９．国宝　支倉常長像　１６１５年頃　１面 館蔵
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２０．国宝　ローマ教皇パウロ五世像　１６１５年頃　１面 館蔵

２１．国宝　ローマ市公民権証書※複製　原本は１６１５年１１月　１通

 　館蔵

コレクション展示室Ⅰ

焼物

「食のうつわ」　２０１３．２／２６～６／２　

１．銹絵山水図四方鉢　尾形乾山　宝永２年　１口 個人蔵

２．染付山水文大皿　古伊万里（有田）　江戸（１９世紀）　１口

 伊文

３．染付牡丹唐草文大皿　古伊万里（有田）　江戸（１９世紀）

　　１口 伊文

４．染付草花鳥文皿　中国　明末清初（１６Ｃ末～１７Ｃ前半）　３口

 　個人蔵

５．染付松虎図菊形皿　中国　明末清初（１６Ｃ末～１７Ｃ前半）

　　３口 個人蔵

６．染付芙蓉手草花文皿　肥前　江戸前期～中期

　　（１７Ｃ後半～１８Ｃ初期）　３口 個人蔵

７．白磁雲龍文鉢　肥前　江戸中期（１８Ｃ）　３口 個人蔵

８．錦手波に麒麟文角形皿　肥前　江戸前期（１７Ｃ中葉）　３口

　　 個人蔵

９．青磁鮑形皿　古伊万里（有田）　江戸（１８Ｃ）　３口 伊文

１０．染付団龍菊流水文角皿　古伊万里（有田）　柿右衛門様式

　　江戸（１７～１８世紀）　２口 伊文

１１．五彩花鳥文碗　中国　景徳鎮窯　明末以降（１８世紀頃）　２口

 伊文

１２．蛸唐草文らっきょう徳利　切込焼　江戸　１口 泉Ｃ

１３．アラビア文字入大皿　中国　漳州窯　明末清初

　　（１６Ｃ末～１７Ｃ前半）　１口 個人蔵

１４．金唐草文石皿　清か　２口 伊文

１５．鉢　山の神焼　１口 個人蔵

１６．甕　堤焼　１点 館蔵

１７．甕　堤焼　１点 館蔵

１８．甕　堤焼　１点 館蔵

１９．酒甕　堤焼　１点 館蔵

２０．壺　堤焼　１点 館蔵

２１．壺　堤焼　１点 館蔵

２２．壺　堤焼　１点 館蔵

　

「盆石・堤焼」　６／４～９／１　

１．盆石「鎌倉」　１点 伊文

２．盆石「筑波根」　１点 伊文

３．盆石「祝ケ崎」　１点 伊文

４．盆石「かつらぎ山」　１点 伊文

５．盆石「こけむし路」　１点 伊文

６．盆石「岩の陰道」　１点 伊文

７．盆石「名取川石」　１点 伊文

８．盆石「えぼし石」　１点 伊文

９．盆石「壺の石ぶみ」　１点 伊文

１０．甕　堤焼　１点 館蔵

１１．甕　堤焼　１点 館蔵

１２．甕　堤焼　１点 館蔵

１３．酒甕　堤焼　１点 館蔵

１４．壺　堤焼　１点 館蔵

１５．壺　堤焼　１点 館蔵

１６．壺　堤焼　１点 館蔵

１７．染付芙蓉文大徳利　平清水焼　１点 甲田Ｃ

　

「東北の焼物」　１１／１９～２０１４．２／９　

１．染分蘭文徳利　切込焼　１口 古賀Ｃ

２．染付藤の丸に丸文長皿　切込焼　２口 古賀Ｃ

３．蛸唐草文らっきょう徳利　切込焼　１口 和泉Ｃ

４．徳利　上野目焼　１口 石川Ｃ

５．菊文扇型皿　上野目焼　１口 館蔵

６．白釉大皿　会津本郷焼　１口 館蔵

７．筒描鉢　悪戸焼　１口 館蔵

８．鉄絵竹文醤油差し　悪戸焼　１口 横山Ｃ

９．黒釉徳利　鍛冶町焼　１口 石川Ｃ

１０．白釉切立　白岩焼　１口 横山Ｃ

１１．白釉輪花皿　白岩焼　１口 横山Ｃ

１２．飯茶碗　小久慈焼　１口 横山Ｃ

１３．徳利　成島焼　１口 石川Ｃ

１４．火入　大宝寺焼　１口 横山Ｃ

１５．飴釉鰊鉢　会津本郷焼　１口 館蔵

１６．油壺　会津本郷焼　１口 横山Ｃ

１７．鉄絵梅図皿　大堀相馬焼　１口 館蔵

１８．鉄絵走馬文徳利　大堀相馬焼　１口 石川Ｃ

１９．色絵山水文土瓶　大堀相馬焼　１合 館蔵

２０．切立　堤焼　１口 館蔵

２１．甕　堤焼　１点 館蔵

２２．甕　堤焼　１点 館蔵

２３．甕　堤焼　１点 館蔵

２４．甕　堤焼　１点 館蔵

２５．甕　堤焼　１点 館蔵

２６．壺　堤焼　１点 館蔵

２７．壺　堤焼　１点 館蔵

古人形

「堤人形と花巻人形」　２０１３．６／３～９／２９

１．花巻人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

２．花巻人形　熊と金太郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

３．堤人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４．花巻人形　佐佐木高綱　江戸後期　１点 本出Ｃ

５．花巻人形　神功皇后　江戸後期　１点 本出Ｃ

６．花巻人形　武内宿弥　江戸後期　１点 本出Ｃ

７．堤人形　唄稽古　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

８．堤人形　花車　江戸後期　１点 本出Ｃ
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９．堤人形　童女　江戸後期　１点 本出Ｃ

１０．堤人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

１１．花巻人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

１２．花巻人形　三味線　江戸後期　１点 本出Ｃ

１３．花巻人形　三味線弾き　江戸後期　１点 本出Ｃ

１４．堤人形　手まり　江戸後期　１点 本出Ｃ

１５．堤人形　犬ひき花魁　江戸後期　１点 本出Ｃ

１６．堤人形　花籠　江戸後期　１点 本出Ｃ

１７．花巻人形　花車　江戸後期　１点 本出Ｃ

１８．花巻人形　鯛車　江戸後期　１点 本出Ｃ

１９．堤人形　針箱　江戸後期　１点 本出Ｃ

２０．堤人形　山姥と金太郎　江戸後期　１点 館蔵

２１．花巻人形　衝立美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

２２．花巻人形　坐美人　江戸後期　１点 本出Ｃ

２３．堤人形　唄稽古　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．堤人形　夕涼み　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．花巻人形　うちわ　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．花巻人形　母と子　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．花巻人形　琴弾き　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．花巻人形　便り　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．花巻人形　髪結　江戸後期　１点 本出Ｃ

３０．花巻人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

３２．花巻人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

３３．花巻人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

３４．堤人形　恵比寿・大黒　江戸後期　２点 館蔵

３５．堤人形　犬と子供　江戸後期　１点 本出Ｃ

３７．堤人形　唐人笛　江戸後期　１点　 本出Ｃ

３８．花巻人形　魚屋　江戸後期　１点 本出Ｃ

３９．花巻人形　馬子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４０．花巻人形　唐子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４３．堤人形　うさぎと唐子　江戸後期　１点 本出Ｃ

４４．堤人形　鯛かつぎ　江戸後期　１点 本出Ｃ

４５．堤人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

４６．堤人形　瓢持ち　江戸後期　１点 本出Ｃ

「東北の古人形」　１１／１９～２０１４．２／９

１．花巻人形　顔世御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

２．三春人形　小浪　江戸後期　１点 本出Ｃ

３．三春人形　力弥　江戸後期　１点 本出Ｃ

４．堤人形　祇園一力茶屋　江戸後期　１点 本出Ｃ

５．花巻人形　斧定九郎　江戸後期　１点 本出Ｃ

６．相良人形　勘平　江戸後期　１点 本出Ｃ

７．花巻人形　片岡伝五右衛門　　江戸後期　１点 本出Ｃ

８．花巻人形　大星由良之助　江戸後期　１点 本出Ｃ

９．三春人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

１０．三春人形　弁慶　江戸後期　１点 本出Ｃ

１１．花巻人形　義経　江戸後期　１点 本出Ｃ

１２．相良人形　静御前　江戸後期　１点 館蔵

１３．堤人形　静御前　江戸後期　１点 本出Ｃ

１４．堤人形　静御前　江戸後期　２点 本出Ｃ

１５．堤人形　狐忠信　　江戸後期　１点 本出Ｃ

１６．相良人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

１７．相良人形　恵比寿・大黒　鯛つり　江戸後期　１点 館蔵

１８．相良人形　恵比寿・大黒　鯛かつぎ　江戸後期　１点 館蔵

１９．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

２０．堤人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

２１．堤人形　堂内天神　江戸後期　１点 館蔵

２２．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

23．堤人形　随身　江戸後期　１点 本出Ｃ

２４．三春人形　牛乗り天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

２５．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

２６．三春人形　天神　江戸後期　１点 本出Ｃ

２７．三春人形　大黒　江戸後期　１点 本出Ｃ

２８．三春人形　恵比寿　江戸後期　１点 本出Ｃ

２９．花巻人形　三番叟　江戸後期　１点 館蔵

３０．花巻人形　獅子舞　江戸後期　１点 本出Ｃ

３１．花巻人形　天神　江戸後期　１点 館蔵

３２．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

３３．相良人形　雛　江戸後期　１点 館蔵

３４．相良人形　地謡　江戸後期　１点 館蔵

３５．相良人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

３６．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

３７．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

３８．堤人形　雛　男雛　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

３９．堤人形　雛　女雛　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４０．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４１．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４２．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４３．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４４．堤人形　五人囃子　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４５．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４６．堤人形　五人囃子　地謡　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４７．堤人形　五人囃子　太鼓　江戸後期　１点 足立孔Ｃ

４８．三春人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

４９．三春人形　雛　男雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

５０．三春人形　雛　女雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

５１．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

５２．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

５３．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

５４．三春人形　五人囃子　江戸後期　１点 本出Ｃ

５５．三春人形　五人囃子　小鼓　江戸後期　１点 本出Ｃ

５６．花巻人形　小鼓　江戸後期　１点 館蔵

５７．花巻人形　五人囃子　江戸後期　１点 館蔵

５８．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

５９．花巻人形　雛　江戸後期　１点 本出Ｃ

※№１～１５は～１／１３展示、№３２～５９は１／１５～展示
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茶道具

２０１３．４／２０～６／２

１．乾山写鶴文黒楽茶碗　三浦乾也　幕末～明治　１口

 新井田Ｃ

２．竹一重切花入　伝伊達綱村作　江戸中期　１口

 平田道子氏寄贈

３．流水菖蒲蛇籠文入隅角形鉢　志野焼　江戸前期（１７Ｃ初）

　　１枚 個人蔵

　

６／４～９／２９

１．月に萩文黒楽茶碗　三浦乾也作　銘「乾也」　幕末～明治

　　１口　 新井田Ｃ

２．竹一重切花入　伊達吉村作　江戸中期　１口 ゴトウＣ

３．割木瓜形水指　備前焼　１合　 館蔵

１１／１９～２０１４．２／９

１．赤楽茶椀　銘「唐人」　川上不白　江戸中期　１口 有井Ｃ

２．竹一重切花入　伝伊達綱村作　江戸中期　１口

 平田道子氏寄贈

３．三島手茶碗　（初代）乾馬作　銘「乾馬　八九翁」他　明治

　　１口 猪苗代氏寄贈

浮世絵

「幕末・明治の錦絵５４」　２０１３．２／２６～６／２　

１．（三代目市川団十郎）　歌川豊国画　江戸後期　大判１枚

 大宮司Ｃ

２．（四代目市川団十郎）　歌川豊国画　江戸後期　大判１枚

 大宮司Ｃ

３．（七代目市川団十郎の成田不動）　歌川豊国画　（文政４年）

　　大判１枚 林Ｃ

４．名古屋山三〔尾上菊五郎〕・不波伴左衛門〔市川団十郎〕・

　　月さよお国〔岩井半四郎〕　歌川国貞画　（文政１０年）

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

５．吉田の松若〔団十郎改市川海老蔵〕・二役早替り猿嶋惣太

　　〔団十郎改市川海老蔵〕・清玄尼〔岩井半四郎〕　歌川国貞画

　　（天保３年）　大判３枚続 大宮司Ｃ

６．七代目市川海老蔵の死絵　安政６年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

７．錦祥女・伍将軍甘輝・和藤内三官　歌川豊国Ⅲ画　嘉永３年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

８．八代目市川団十郎の死絵　嘉永７年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

９．八代目市川団十郎の死絵　嘉永７年　大判１枚　 林Ｃ

１０．朝日奈義秀〔市川団十郎〕・局松島〔岩井半四郎〕・

　　北条泰時〔市川新十郎〕　豊原国周画　明治９年　大判３枚続

　 　大宮司Ｃ

１１．歌舞伎座秋狂言　菅原時平公七わらひ〔市川団十郎〕

　　豊原国周画　明治３０年　大判３枚続 山谷Ｃ

１２．中村座三階図　（文政７年）　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

１３．寿狂言之内　釣狐　娚の尉〔鶴蔵改中村仲蔵〕・

　　白蔵主〔中村勘三郎〕　歌川国貞Ⅱ画　慶応元年　大判１枚

 大宮司Ｃ

１４．寿狂言之内　新発意　新発意〔中村勘三郎〕・

　　和尚〔市川八百蔵〕・盗人〔鶴蔵改中村仲蔵〕

　　歌川国貞Ⅱ画　慶応元年　大判１枚 大宮司Ｃ

１５．隅田川花見　歌川国芳画　嘉永期　大判３枚続 大宮司Ｃ

１６．東名所墨田川　梅若之古事　月岡芳年画　明治１６年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１７．新吉原江戸町金瓶樓今紫座敷三曲之図　歌川芳虎画

　　明治４年　大判３枚続 大宮司Ｃ

１８．上野公園博覧会場美術館猩々噴水器之図　年光画　明治１４年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１９．美人揃花菖蒲のもや晴　楊洲周延画　明治１３年　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

２０．美人名所合　堀切の菖蒲　尾形月耕画　明治２９年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２１．新版三十二相　どもり・芥子がきいた・耳こもり・遠見

　　小林清親画　明治１５年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２２．新版三十二相　まじあやし・はじかれ・あつい湯・をゝくさい

　　小林清親画　明治１５年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２３．新版三十二相　過古（すぎさった）ことをおもふ・ひるね・

　　モウひるだろう・アアまぶしひ・むかひかぜ　小林清親画

　　明治１５年頃　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２４．三十二相追加百面相　浄瑠璃・つまミ喰・酒をのむ・

　　途中の出合　小林清親画　明治１６年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２５．三十二相追加百面相　立ち聞き・ウントコ重たい・くらやみ・

　　おおかゆい　小林清親画　明治１６年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２６．三十二相追加百面相　画工の身振・針のめど・火ふき・

　　かりこみ　小林清親画　明治１６年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵５５」　６／４～９／８　

１．治承四年、駿州浮嶋が原で頼朝・義経対面の図　歌川国芳画

　　嘉永期　大判３枚続 大宮司Ｃ

２．粟津にて源義経が木曽義仲を討つ　歌川芳虎画　弘化期

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

３．元暦元年二月七日　摂州一の谷鵯越ヨリ義経平家ヲ攻ル図

　　歌川芳藤画　明治□年　大判３枚続 大宮司Ｃ

４．義経八島之名誉　月岡芳年画　慶応２年　大判３枚続

　 大宮司Ｃ

５．壇ノ浦源平大戦之図　橋本貞秀画　嘉永期　大判３枚続

 大宮司Ｃ

６．義経一代記の内　鮫島平治の夜襲　歌川豊国Ⅲ画　弘化期

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．源義経平知盛ノ霊ニ逢図　歌川芳員画　嘉永期　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

８．源義経公吉野名誉之図　橋本貞秀画　嘉永期　大判３枚続　

 大宮司Ｃ
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９．安宅ノ関勧進帳　軍兵村平・富樫介家盛・軍兵国平・

　　武蔵坊弁慶・片岡八郎・亀井六郎・源義経公ほか

　　歌川豊国Ⅲ画　安政６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

１０．源義経奥州下向平泉館にて秀衡の親子に対面の図

　　歌川国芳画　弘化期　大判３枚続 大宮司Ｃ

１１．文治五年源頼朝卿奥州征伐ノ図　歌川芳虎画　弘化期

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１２．義経蝦夷渡之図　歌川芳虎画　弘化期　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１３．富士三十六景５　東都御茶の水　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１４．富士三十六景６　東都両ごく　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１５．富士三十六景８　東都飛鳥山　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１６．富士三十六景１０　東都目黒夕日か岡　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１７．富士三十六景１３　武蔵多満川　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１８．富士三十六景１４　武蔵越がや在　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１９．富士三十六景１７　相州三浦の海上　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２０．富士三十六景２０　相模江之島入口　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２１．富士三十六景２４　駿河三保之松原　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２２．富士三十六景２５　東海道左り富士　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２３．富士三十六景２７　伊勢二見ケ浦　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２４．富士三十六景３１　甲斐大月の原　歌川広重画　安政５年

　　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２５．原（東海道五十三次のうち）　葛飾北斎画　文化元年頃

　　横長版摺物１枚 阿部次郎Ｃ

２６．増補富士見西行（市川団十郎の木曽義仲・岩井半四郎の写絵

姫・嵐三五郎の西行）　歌川豊国画　文化１２年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

２７．建久四年五月、大将頼朝公富士野牧狩之図　歌川芳虎画

　　弘化４～嘉永５年　大判３枚続 大宮司Ｃ

２８．富士筑波愛合傘（団扇絵）　歌川国貞画　天保年間

　　横大判１枚 和泉Ｃ

２９．諸国富士尽・伊豆之富士　尾張屋内喜瀬川　溪斎英泉画

　　天保年間　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

３０．恵比須・大黒　溪斎英泉画　天保年間　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

３１．千代田之大奥　吹上の夕富士　橋本周延画　明治２８年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

「幕末・明治の錦絵５６」　９／１０～１２／８　

１．和蘭陀　落合芳幾画　文久元年　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

２．英吉利　落合芳幾画　文久元年　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

３．亜墨利加　南亰　落合芳幾画　文久元年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

４．露西亜　落合芳幾画　文久元年　竪大判１枚 和泉Ｃ

５．アメリカ人遊行之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

６．異人座敷料理之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

７．外国人子供寵愛之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

８．外国人夜学之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

９．外国人酒宴之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

１０．外国写真鏡之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

１１．外国人男女子供遊　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

１２．外国人子供遊戯之図　歌川芳員画　万延元年　竪大判１枚

 大宮司Ｃ

１３．魯西亜　歌川芳員画　文久元年　竪大判１枚 阿部次郎Ｃ

１４．亜墨利加国蒸気船中の写　歌川芳員画　文久元年

　　大判３枚続 　阿部次郎Ｃ

１５．亜墨利加国蒸気車往来　歌川芳員画　文久元年　大判３枚続

 大宮司Ｃ

１６．亜墨利加洲之内華盛頓府之景銅板之写生　歌川芳員画

　　文久元年　大判３枚続 館蔵

１７．外国人物尽　英吉利・魯西亜　歌川芳虎画　文久元年

　　横大判１枚 和泉Ｃ

１８．清国南京人之図　歌川芳虎画　文久元年　竪大判１枚

 和泉Ｃ

１９．五箇国之内　和蘭人　歌川芳虎画　文久元年　竪大判１枚

 阿部次郎Ｃ

２０．生写異国人物　阿蘭陀婦人挙觴愛児童之図　橋本貞秀画

　　万延元年　大判１枚 和泉Ｃ

２１．横浜商家異人之図　アメリカ人・アメリカ女　天竺産尾長猿

一名ヲラヲウタン　橋本貞秀画　文久元年　大判１枚

 阿部次郎Ｃ

２２．横浜商家異人之図　フランス　橋本貞秀画　文久元年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２３．亜墨利加賑之図　歌川広重Ⅱ画　文久元年　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

２４．東京築地ホテル館表掛之図　歌川広重Ⅲ画　明治２年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

２５．横浜海岸鉄道蒸気車図　歌川広重Ⅲ画　明治初年

　　大判３枚続 和泉Ｃ

２６．かやうり・しづの男・しづの女・しづの女・ぞう兵

　　歌川国芳画　嘉永期　大判３枚続 大宮司Ｃ
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２７．葛の葉狐　市川団十郎　月岡芳年画　明治２４年　大判３枚続

 山谷Ｃ

２８．植木売寺しまのまつ〔尾上松助〕・猿廻し三谷の三作

　　〔尾上多見蔵〕・玉や新兵衛〔尾上菊五郎〕ほか　歌川豊国画

　　（文政４年）　大判３枚続 林Ｃ

２９．鬼ケ嶽〔市川海老蔵〕・秋津島〔沢村訥升〕　歌川国貞画

　　（天保１０年）　大判２枚 大宮司Ｃ

３０．義正別室藤ノ方・仕女杉はえ・足利次郎ノ君　歌川豊国Ⅲ画

　　嘉永４年　大判３枚続 大宮司Ｃ

３１．西八条賢者功績　小松重盛〔三升〕　豊原国周画　明治２３年

　　３枚続 山谷Ｃ

　

「幕末・明治の錦絵５７」　１２／１０～２０１４．２／１６　

１．笠原遊龍軒〔尾上菊五郎〕・宮本無三四〔中村歌右衛門〕

　　歌川国貞画　（天保９年）　大判３枚続 大宮司Ｃ

２．四季ノ内　冬　市川海老蔵・沢村訥升　歌川国貞画

　　（天保１０年）　大判３枚続 大宮司Ｃ

３．調布久松〔岩井粂三郎〕・鬼門喜兵衛〔市川団十郎〕・

　　油屋おそめ〔岩井紫若〕　歌川国貞画　（文政８年）

　　大判３枚続　 林Ｃ

４．富士見行列　歌川豊国画　寛政後期　大判３枚続

 阿部次郎Ｃ

５．東海道五十三次ノ内　岡崎駅其二　政右衛門女房お谷

　　歌川豊国Ⅲ画　嘉永５年　大判３枚続 阿部次郎Ｃ

６．あやつり三番叟　歌川豊国Ⅲ画　嘉永６年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

７．源氏見立八景之内　空蝉暮雪　から衣　歌川豊国Ⅲ画

　　安政５年　大判３枚続 林Ｃ

８．渡シ守甚平・浅倉当吾　歌川豊国Ⅲ画　嘉永４年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

９．嶋返ノ染五郎・尾形惟渚・当吾女房お岑・白拍子桂木・

　　難波村蜂右エ門・浅倉村当吾　歌川豊国Ⅲ画

　　嘉永４年頃　大判３枚続 大宮司Ｃ

１０．せんざゐ・操り三番叟・をきな　歌川豊国Ⅲ画

　　嘉永６年　大判３枚続　 大宮司Ｃ

１１．幼童席書会　歌川国芳画　大判３枚続 大宮司Ｃ

１２．全盛四季尽　冬　根津花やしき大松楼　月岡芳年画

　　明治１６年　大判３枚続 大宮司Ｃ

１３．忠臣蔵　九段目　歌川芳虎画　嘉永期　大判３枚続

 　阿部次郎Ｃ

１４．三十六佳撰　雪見・寛文頃婦人　水野年方画　明治２４年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１５．大当　猟人名古平〔市川小団次〕・雪枝小織之助〔市村家橘〕・

　　名古平女房お杣〔尾上菊ニ郎〕　豊原国周画　元治元年

　　大判３枚続 大宮司Ｃ

１６．徳川時代貴婦人の図　楊洲周延画　未詳　大判３枚続

 　大宮司Ｃ

１７．日野資勝卿雪夜　篠塚母子に遭ふ図　楊洲周延画　明治２２年

　　大判４枚続 大宮司Ｃ

１８．名所江戸百景　日本橋雪晴　歌川広重画　安政３～５年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

１９．名所江戸百景　大伝馬町ごふく屋　歌川広重画

　　安政３～５年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２０．名所江戸百景　霞がせき　歌川広重画　安政３～５年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２１．名所江戸百景　深川木場　歌川広重画　安政３～５年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２２．五十三次名所図会　１３　沼津　歌川広重画　安政２年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２３．名所江戸百景　日本橋雪晴　歌川広重画　安政３～５年

　　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２４．今様婦じの雪　隅田川の富士　溪斎英泉画　

　　文化１２～天保１３年　大判１枚 阿部次郎Ｃ

２５．はつ雪や　溪斎英泉画　文化１２～天保１３年　大判１枚

 　阿部次郎Ｃ

２６．茶の水雪　小林清親画　明治１３年　大判１枚 館蔵

２７．日本橋雪晴　小林清親画　明治１０年代　大判１枚 館蔵

コレクション展示室Ⅱ

「東東洋の絵画」　２０１３．１２／３～２０１４．１／１３

１．天保九如図　東東洋筆　細合半斎賛　寛政元年　１幅 館蔵

２．常盤雪行図　東東洋筆　江戸後期　１幅 亀田兵治Ｃ

３．蘆間吹笛図　東東洋筆　江戸後期　１幅　 館蔵

４．四季山水図屛風　東東洋筆　享和２年頃　６曲１双 個人蔵

５．煙霞山水図　東東洋筆　天保５年　３幅対 甘柿舎Ｃ

６．荘子夢蝶図　東東洋筆　海保青陵賛　江戸後期　１幅

 佐瀬くか子氏寄贈

７．福内鬼外図　東東洋筆　天保５年　１幅 　伊文

８．夕陽人影長　東東洋筆　江戸後期　１幅 伊澤家Ｃ

９．花鳥雑画巻　東東洋筆　文化３年　１巻 館蔵

　　

「菅井梅関の絵画」　２０１４．１／１５～２／１６　

１．老松猛虎図　菅井梅関筆　文化９年　１幅 館蔵

２．高士観瀑図　菅井梅関筆　文化１０年　１幅 館蔵

３．浅絳山水図　江稼圃筆　清時代　１幅 亀田兵治Ｃ

４．梅関高士送別会之図　荒木君瞻筆　金井莎邨賛　文政元年

　　１幅 館蔵

５．山水図　菅井梅関筆　文政４年　１幅 館蔵

６．秋冬山水図　菅井梅関筆　文政１０年　双幅 伊澤家Ｃ

７．鯉魚図　菅井梅関筆　江戸後期　２曲１隻 館蔵

８．仏手柑に小禽図　菅井梅関筆　文政１２年　１幅 館蔵

９．勝画楼望月図・五大堂観日図　菅井梅関筆　江戸後期　双幅

　 　伊澤家Ｃ

１０．梅月図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 新津宗助Ｃ

１１．牡丹図　菅井梅関筆　南山古梁・舟山万年賛　天保４年

　　１幅 金ヶ崎二郎氏寄贈

１２．古城朝鮮梅図　菅井梅関筆　江戸後期　１幅 伊澤家Ｃ
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国指定文化財の公開

当館は昭和５０年から、文化財保護法第４８条に基づ
く文化庁長官による勧告及び承認による国宝・重要
文化財の公開館に指定されている。これは、広く全
国の人々に文化財を公開し、文化の向上に資するた
めに設けられた制度で、独立行政法人国立博物館を
はじめ、全国の各地域ごとに１７館が公開館として指
定されている。当館は、東北地方における主要館の
一つとして位置づけられており、仙台市内のみなら
ず東北地方の国宝・重要文化財が公開の対象となり
得る。
本年度の承認による出品を行った文化財は下記の

とおりである。

１．重要文化財　銅竜頭　４頭のうち１頭
 岩手県　極楽寺蔵
２．重要文化財　銅鏡　１０面　山形県
 月山神社・出羽神社・湯殿山神社蔵
３．重要文化財　銅造懸仏及び銅鏡　１４面
 宮城県　熊野那智神社蔵
４．重要文化財　太刀（銘備州長船住義光・建武四

年十二月）　１口 宮城県　亀岡八幡宮蔵
５．重要文化財　瑞巌寺本堂障壁画　１０面
 宮城県　瑞巌寺蔵
６．重要文化財　観瀾亭障壁画　檜槇図６面のうち

２面 宮城県　松島町蔵

１３．水亭午翠図　菅井梅関筆　天保１３年　１幅

 亀卦川浩氏・守氏寄贈

１４．水西荘真景図下絵　菅井梅関・頼山陽筆　江戸後期　１巻

　 山形敞一氏寄贈

１５．水西荘図帖　菅井梅関画　弘化３年刊　１帖 館蔵

梅月図　菅井梅関筆
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特別展・企画展
　
特別展　東日本大震災復興支援

「若冲が来てくれました
―プライスコレクション 江戸絵画の美と生命―」
　
　

本展覧会は平成24年度から25年度にかけて開催し
た。24年度分については当館年報前号に掲載済みで
あるが、概要把握の便に供するため、今号において
は24年度分も併せて掲載する。

会　　期　平成２５年３月１日（金）～５月６日（日）

開催日数　２４年度：２８日間（３月１日～３１日）

２５年度：３２日間（４月１日～５月６日）

合　計：６０日間

観覧者数　２４年度：２８，３９６人（一日平均１，０１４人）

２５年度：７５，８２３人（一日平均２，３６９人）

合　計：１０４，２１９人（一日平均１，７３７人）

観 覧 料　一般・大学生８００円、高校生以下無料

主　　催　「若冲が来てくれました」仙台展実行委員

会（仙台市博物館・ＮＨＫプラネット東北

支社）、財団　心遠館、日本経済新聞社

共　　催　ＮＨＫ仙台放送局、河北新報社

特別協力　キヤノン

協　　力　ロサンゼルス・カウンティ美術館、京都文

化協会、小学館、日本航空

後　　援　アメリカ大使館、南カリフォルニア日米

協会、毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総

局、産経新聞社東北総局、仙台リビング新

聞社、ＴＢＣ東北放送、仙台放送、ミヤギ

テレビ、ＫＨＢ東日本放送、DateFM、ラ

ジオ３ＦＭ７６．２

アメリカ在住のジョー・プライス、悦子・プライ
ス夫妻が所有するコレクションは、優れた江戸絵画
のコレクションとして世界的に知られている。本展
覧会は、東日本大震災で被災した日本の人々の心を
癒し、復興への活力を提供できるように、と夫妻が
出品を申し出られたことによって実現したもので、
宮城・岩手・福島の三県を巡回した。
出品作品１００件の中には、伊藤若冲をはじめ、曽我
蕭白、円山応挙、長沢芦雪、酒井抱一、鈴木其一ら
個性派画家たちの選りすぐりの江戸絵画の名品があ
り、また純粋に心から楽しめる作品がそろってい

る。たくさんの子どもたちに江戸絵画の面白さを
知ってほしい、というプライス夫妻の願いを受け、
本展覧会では親しみやすい作品名称とわかりやすい
解説などによって江戸絵画とプライスコレクション
の魅力を紹介し、子ども向けのワークショップも
行った。
また、プライス夫妻の尽力により、ＭＩＨＯ 
ＭＵＳＥＵＭ、国立美術館、国立博物館、宮内庁三の
丸尚蔵館及び宮内庁正倉院事務所からも出品され
た。なお、平成２４年度分の開催については、文化庁
ミュージアム活性化支援事業として実施した。

展示構成

第１章　ようこそプライスワールドへ
１　目がものをいう
２　数がものをいう
３　○と△

第２章　はる・なつ・あき・ふゆ
第３章　プライス動物園
第４章　美人大好き
第５章　お話きかせて
第６章　若冲の広場
第７章　生命のパラダイス
 

印刷物

２４年度：ポスター　Ｂ２判２，５３０枚、Ｂ３判５００枚
小・中学校向けポスター　　Ｂ３判７００枚
高校・大学向けポスター　　Ｂ３判２００枚
チラシＡ４判　１３４，３００枚
割引券　１５０，０００枚
図録Ｂ５判変形　２６４ページ

２５年度：チラシＡ４判　２０，０００枚

展示室風景
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関連行事

２４年度：
１　プライスさんスペシャルトーク
「楽しい江戸絵画の世界」
３月１日（金）１３：３０～１５：３０
参加２７６名
講師：ジョー・プライス氏
　　　東京大学名誉教授　辻惟雄氏
コーディネーター：
　　　明治学院大学教授　山下裕二氏

２　春休みこども企画
「ドキドキワクワク色々な光で絵を見ると…」
３月２３日（土）１３：３０～１５：００
参加３５名（うち保護者１５名）
講師：ジョー・プライス氏、悦子・プライス氏、
　　　樋口智之（当館学芸員）

３　ギャラリートーク
３月１日（金）９：３０～１１：３０
参加　中野小学校児童２２名
講師：ジョー・プライス氏、悦子・プライス氏
※年報前号６２頁「歴ネット被災校バスツアーの
実施」参照

４　特別鑑賞プラン
３月１８日（月）１０：００～１４：００
参加１００名
ギャラリートーク講師：内山淳一（当館学芸室
長）、樋口智之

５　ミュージアムセミナー
３月２日（土）、６日（水）　参加４２名

６　友の会広報セミナー
３月４日（月）参加１６８名

７　各種団体への展示解説
合計５件参加１２２名

Ｂ３ポスター

２５年度：
１　記念講演会「若冲とプライスコレクション」

４月１３日（土）１３：３０～１５：００
参加２１０名
講師：東京大学名誉教授　辻惟雄氏

２　春休みこども企画「ミニ屛風を作ってみよう」
４月６日（土）　１３：３０～１５：００
参加２５名（うち保護者９名）
講師：ジョー・プライス氏、悦子・プライス氏、
　　　山田貴史（当館指導主事）

３　特別鑑賞プラン
４月１２日（金）１８：００～２０：００
参加９４名
ギャラリートーク講師：内山淳一（当館副館長）、
樋口智之（当館学芸室長）

４　各種団体への展示解説
１１件　参加５９１名

春休みこども企画

記念講演会

プライス夫妻のサイン会の様子
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展示資料目録
　※作品名の前に子ども向け作品名を掲載

　※◎は重要文化財

　※所蔵について記載のないものはプライスコレクション

第１章　ようこそプライスワールドへ

１　目がものをいう　

１．アメを売るひと　飴売り図　鈴木其一筆　江戸（１９Ｃ） １幅

２．岩かげからトラ　虎図　谷鵬筆　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

３．のし歩くシャモ　軍鶏図　長沢芦雪筆　江戸（１８Ｃ） １幅

４．岩から下をのぞくサル　岩上猿猴図　渡辺南岳筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

５．ハチを見上げるサル　猿図　森狙仙筆　江戸（１８～１９Ｃ）

 １幅

６．〈かんざん〉さんと〈じっとく〉さん　寒山拾得図

　　曽我蕭白筆　江戸（１８Ｃ） 双幅

７．ヤナギのしたのゆうれい　柳下幽霊図　呉春・松村景文筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

８．ゆうれい　幽霊図　長沢芦雪筆　江戸（１８Ｃ） １幅

９．のめやうたえや、おおさわぎ　妓楼酒宴図　河鍋暁斎筆

　　江戸～明治（１９Ｃ） １幅

１０．〈だるま〉さん　達磨図　河鍋暁斎筆　明治２２年 １幅

１１．〈だるま〉さんと〈ゆうじょ〉が着物をとりかえっこ

　　達磨遊女異装図　竹田春信筆　江戸（１８Ｃ） １幅

１２．〈えんま〉さまと地獄もようの着物を着た〈ゆうじょ〉

　　閻魔と地獄太夫図　河鍋暁斎筆　江戸～明治（１９Ｃ） １幅

１３．福はうち、鬼はそと　お多福鬼図　柴田是真筆

　　江戸～明治（１９Ｃ） １幅

１４．レストラン「ごどうりん」　料理屋梧桐林店頭図　歌川国直筆

　　文政８年 １幅

２　数がものをいう

１５．〈おたふく〉がいっぱい　百福図　雅熙筆　江戸（１８～１９Ｃ）

 １幅

１６．三十六人のうたの名人　三十六歌仙図屛風　酒井抱一筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） ２曲１隻

１７．松・竹・梅にあつまるたくさんの鳥　松竹梅群鳥図

　　中住道雲筆　明治３９年　 １幅

１８．「よしわら」のおまつり　吉原俄図　蹄斎北馬筆

　　江戸（１９Ｃ） １幅

１９．〈おしゃかさま〉がお亡くなりになりました　仏涅槃図

　　中路定季筆　江戸（１８Ｃ） １幅

２０．クリの木であそぶ手長ザル　栗樹猿猴図屛風　江戸（１７Ｃ）

 ２曲１隻

２１．よりそうツル　群鶴図　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ） １幅

２２．ツルの行列　群鶴図屛風　鈴木其一筆　江戸（１９Ｃ）

 ６曲１双

２３．松をめざしてたくさんのツルがやってきた　松に鶴図屛風

　　森徹山筆　江戸（１９Ｃ） ６曲１双

３　○と△

２４．雪の夜の白いウサギと黒いカラス　雪中松に兎・

　　梅に鴉図屛風　葛蛇玉筆　安永３年 ６曲１双

２５．白いゾウと黒いウシ　白象黒牛図屛風　長沢芦雪筆

　　江戸（１９Ｃ） ６曲１双

２６．春のムギと秋のイネ　麦稲図屛風　円山応震筆　江戸（１９Ｃ）

 ６曲１双

第２章　はる・なつ・あき・ふゆ

２７．満開の梅の花　紅白梅図屛風　江戸（１７Ｃ） ６曲１双

２８．夏のアオギリと秋のカエデ　青桐・紅楓図　鈴木其一筆

　　江戸（１９Ｃ） 双幅

２９．ケシとアザミとレンゲソウ　芥子薊蓮華草図　「伊年」印

　　江戸（１７Ｃ） １幅

３０．ヤナギとシラサギ　柳に白鷺図屛風　鈴木其一筆　

　　江戸（１９Ｃ） ２曲１隻

３１．貝と梅の実　貝図　鈴木其一筆　江戸（１９Ｃ） １幅

３２．ヤナにかかったアユとカニ　簗図屛風　江戸（１７Ｃ）

 ６曲１双

３３．ナデシコとトンボ　撫子に蜻蛉図　亀岡規礼筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

３４．秋の草花　秋草図　鈴木守一筆　江戸～明治（１９Ｃ） １幅

３５．山奥の滝からながれくだる川　懸崖飛泉図屛風　円山応挙筆

　　寛政元年 ４曲・８曲１双

３６．すみだ川の渡し船　隅田川図　蹄斎北馬筆　江戸（１９Ｃ）

 １幅

３７．富士山と三保の松原と清見寺　富士三保清見寺図

　　曽我蕭白筆　江戸（１８Ｃ）　 １幅

３８．雪のつもった松　雪松図屛風　源琦筆　寛政４年　 ６曲１双

31．貝図　鈴木其一筆

２２．群鶴図屏風（左隻）　鈴木其一筆
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３９．夏のシラサギ、冬のシラサギ　夏冬白鷺図屛風　山口素絢筆

　　江戸（１８～１９Ｃ）　 ６曲１双

４０．扇に描いた季節の草花　草花図扇面貼交屛風　中村芳中筆

　　江戸（１８～１９Ｃ）　 ２曲１隻

４１．川にながれるさまざまな扇　扇面流し図屛風　鈴木守一筆

　　江戸～明治（１９Ｃ）　 ２曲１双

４２．十二か月の花々と鳥たち　十二か月花鳥図　酒井抱一筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） １２幅

第３章　プライス動物園

４３．月にほえるトラ　虎図屛風　江戸（１７～１８Ｃ）　 ２曲１隻

４４．こちらを見るトラ　虎図　円山応挙筆　天明５年　 １幅

４５．のびあがるトラ　虎図　長沢芦雪筆　江戸（１８Ｃ）　 １幅

４６．毛づくろいをするトラ　虎図　源琦筆　江戸（１８Ｃ）　 １幅

４７．歩みよるトラ　虎図　亀岡規礼筆　江戸（１８～１９Ｃ）　 １幅

４８．片足あげてほえるトラ　虎図　片山楊谷筆　江戸（１８Ｃ）

 １幅

４９．空想のライオン・カラジシ　唐獅子図　吉村孝敬筆

　　天保２年 １幅

５０．野をかけまわるウマたち　野馬図屛風　曽我蕭白筆

　　江戸（１８Ｃ） ６曲１双

５１．梅の木であそぶサルの親子　梅花猿猴図　森狙仙筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

５２．二頭のラクダ　駱駝図　円山応震筆　文政７年 １幅

５３．ボタンの花とクジャク　牡丹孔雀図屛風　長沢芦雪筆

　　天明２年 ２曲１隻

５４．サルを連れ去るタカ　鷹と猿図　柴田是真筆　明治１８年 １幅

５５．ススキとウズラ　薄に鶉図　土佐光起筆　江戸（１７Ｃ） １幅

５６．岩のうえのオウム　蘭石鸚鵡図　葛蛇玉筆　江戸（１８Ｃ） １幅

５７．ツルの親子　鶴図　曽我蕭白筆　江戸（１８Ｃ） １幅

５８．雨にうたれるオンドリ　雨中雄鶏図　岸駒筆　江戸（１８Ｃ）

 １幅

５９．波立つ海をわたるツバメ　波浪飛燕図　岡本秋暉筆

　　江戸（１９Ｃ） １幅

６０．身をおどらせるコイ　鯉魚図　椿椿山筆　江戸（１８Ｃ） １幅

６１．海をわたる仙人とカメ　神仙亀図　長沢芦雪筆　江戸（１８Ｃ）

 双幅

６２．さまざまな鳥とコイ　鳥魚図巻　円山応瑞筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） ２巻

第４章　美人大好き

６３．鳥とあそぶ美人　婦女遊楽図　伝岩佐又兵衛筆　江戸（１７Ｃ）

 １幅

６４．ひじかけでやすむ美人　脇息に倚る遊女図　江戸（１７Ｃ）

 １幅

６５．髪をなおす美人　立美人図　懐月堂度辰筆　江戸（１８Ｃ）

 １幅

６６．雪のなかをあるく美人　雪中美人図　礒田湖龍斎筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

６７．筆をとめて思案する美人　二美人図　勝川春章筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

６８．五人の美人　五美人図（見立琴棋書画図）　勝川春鱗筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

６９．二人の美人　二美人図　喜多川菊麿筆　江戸（１８～１９Ｃ）

 １幅

７０．子イヌと美人　美人に犬図　山口素絢筆　江戸（１８～１９Ｃ）

 １幅

７１．ラブレターを読む美人　文読む美人図　初代歌川豊国筆

　　江戸（１９Ｃ）　 １幅

７２．笠をもつ美人　笠持つ美人図　章蔵筆　江戸（１９Ｃ）　 １幅

７３．むかしの中国の美人　唐美人図　岸駒筆　天明７年　 双幅

　

第５章　お話きかせて

７４．〈ひかるげんじ〉のものがたり　源氏物語図屛風

　　江戸（１７～１８Ｃ） ６曲１双

７５．〈ひかるげんじ〉のものがたり　源氏物語図帖

　　江戸（１９Ｃ） １帖

７６．草花や動物と昔のものがたり　花鳥・物語図帖

　　伝　菱川師宣筆　江戸（１７Ｃ） １帖

７７．佐野の渡し場の雪の夕暮れ　佐野渡図屛風　酒井抱一筆

　　江戸（１８～１９Ｃ） ２曲１隻

７８．オニの〈しゅてんどうじ〉を退治するものがたり

　　酒呑童子図屛風　江戸（１７Ｃ） ６曲１双

５４．鷹と猿図　柴田是真筆

66．雪中美人図　礒田湖龍斎筆
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７９．〈よしつね〉のものがたり　義経記図屛風　長谷川派

　　江戸（１７Ｃ） ６曲１隻

８０．ながめのいい「せきへき」で船あそび　赤壁図　円山応挙筆

　　安永５年 １幅

８１．〈おりひめ〉と〈ひこぼし〉　七夕図　鈴木其一筆

　　江戸（１９Ｃ） １幅

８２．悪いリュウとたたかう〈しょうき〉さま　鍾馗図

　　勝川春英筆　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

８３．キツネのよめ入り　狐の嫁入り図　鈴木其一筆　江戸（１９Ｃ）

 １幅

第６章　若冲の広場

８４．ブドウの木　葡萄図　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ） １幅

８５．松にとまるタカ　松に鷹図　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ） １幅

８６．ニワトリの親子　親鶏と雛図　伊藤若冲筆　寛政８年 １幅

８７．「まんぷくじ」のながめ　黄檗山万福寺境内図　伊藤若冲筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

８８．オンドリとバショウの葉　芭蕉雄鶏図　伊藤若冲筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

８９．飛びはねたコイ　鯉魚図　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ） １幅

９０．波打つ岩のワシ　鷲図　伊藤若冲筆　寛政１０年 １幅

９１．ツルさまざま　鶴図屛風　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ）

 ６曲１双

９２．花や鳥、人や魚　花鳥人物図屛風　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ）

　 ６曲１双

９３．足をなめるトラ　虎図　伊藤若冲筆　宝暦５年 １幅

９４．竹と梅と二羽のツル　竹梅双鶴図　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ）

 １幅

９５．日の出を告げるオンドリ　旭日雄鶏図　伊藤若冲筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

９６．雪のつもったアシとオシドリ　雪芦鴛鴦図　伊藤若冲筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

９７．アジサイの花と二羽のニワトリ　紫陽花双鶏図　伊藤若冲筆

　　江戸（１８Ｃ） １幅

９８．伏見でつくられたお人形　伏見人形図　伊藤若冲筆

　　寛政１０年 １幅

９９．バショウの葉　芭蕉図　伊藤若演筆　江戸（１８～１９Ｃ） １幅

第７章　生命のパラダイス

１００．花も木も動物もみんな生きている　鳥獣花木図屛風

　　伊藤若冲筆　江戸（１８Ｃ） ６曲１双

国内賛助出品作品

１０１．牡丹孔雀図　円山応挙筆　安永５年　１幅

　　 宮内庁三の丸尚蔵館

１０２．御苑春雨　横山大観筆　大正１５年　１幅

　　 宮内庁三の丸尚蔵館

１０３．正倉院宝物模造　青斑石鼈合子　詫間裕筆　平成１０年

　　１合　 宮内庁正倉院事務所

１０４．人物図屛風　長沢芦雪筆　江戸（１８Ｃ）　２曲１隻　

 東京国立博物館

１０５．◎普賢十羅刹女像　鎌倉（１４Ｃ）　１幅　

 奈良国立博物館

１０６．◎如意輪観音像　鎌倉（１４Ｃ）　１幅　

 奈良国立博物館

１０７．奥の細道句抄絵「笠島はいづこさつきのぬかりみち」

　　小野竹喬筆　昭和５１年　１面 京都国立近代美術館

１０８．奥の細道句抄絵「五月雨をあつめて早し最上川」

　　小野竹喬筆　昭和５１年　１面 京都国立近代美術館

１０９．奥の細道句抄絵「涼しさやほの三か月の羽黒山」

　　小野竹喬筆　昭和５１年　１面 京都国立近代美術館

１１０．奥の細道句抄絵「象潟や雨に西施がねぶの花」

　　小野竹喬筆　昭和５１年　１面 　京都国立近代美術館

１１１．ゾウとクジラの呼び交わし　象と鯨図屛風　伊藤若冲筆

　　寛政７年　６曲１双 ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ

97．紫陽花双鶏図　伊藤若冲筆
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企画展

「仙台藩主　勢ぞろい！　
初代伊達政宗から１３代慶邦まで」

　

会　　期　平成２５年５月２１日（火）～６月３０日（日）

前期：５月２１日（火）～６月９日（日）　

後期：６月１１日（火）～６月３０日（日）　

※前期と後期で具足・画像の展示替

開催日数　３６日間

入館者数　１５，７４２人（一日平均４３７人）

観 覧 料　常設展観覧料金

会　　場　テーマ展示室Ⅰ、コレクション展示室Ⅱ、

企画展示室

主　　催　仙台市博物館

共　　催　河北新報社

後　　援　毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、産

経新聞社東北総局、仙台リビング新聞社、

ＮＨＫ仙台放送局、ＴＢＣ東北放送、仙台

放送、ミヤギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、

DateFM、ラジオ３ＦＭ７６．２

慶長５年（１６００）、伊達政宗が仙台の地に城と町を
築いたことに始まる仙台藩は、御家騒動や相次ぐ飢
饉などの困難に直面しながらも、江戸時代を通じて
６２万石の所領を治め続けた。この展覧会では、仙台
藩の基礎を築いた初代藩主政宗から、戊辰戦争での
敗戦によって藩主の座を降りた１３代慶邦までの人物
像を絵画や自筆書状、具足などを通して紹介した。
本展覧会は歴代藩主の画像が一堂に会し、歴代藩主
の具足が、前期・後期に分けて全て展示される貴重
な機会となった。また、当年４月に南魚沼市の個人
から寄贈された「仙台領分名所手鑑」が展示され話
題を呼んだ。市民の方からは初代政宗以外の藩主の
政治や人物像を知ることができ、身近に感じるよう
になったとご好評いただいた。

展示構成

第１章　仙台藩主勢ぞろい！初代　伊達政宗
第２章　仙台藩主勢ぞろい！

２代伊達忠宗から７代重村まで
第３章　仙台藩主の具足と甲冑像が勢ぞろい！
第４章　仙台藩主勢ぞろい！

８代伊達斉村から１３代慶邦まで
第５章　歴代藩主たちの重要文書と印章勢ぞろい！

印刷物

ポスター　　　Ｂ２判　１，０００部　Ｂ３判　４００部
チラシ　　　　Ａ４判　２０，０００部
リーフレット　Ａ４判６頁　１６，０００部

関連行事

１　しろ・まち講座
５月２５日（土）１３：３０～１５：００　博物館ホール
参加２８１名
展示解説「１３人の仙台藩主」
講師：水野沙織（当館学芸員）

２　記念講演会・討論会
６月１５日（土）１３：３０～１６：００　博物館ホール
参加２０２名
講演①「伊達家奥向の女性と藩政」　
講師：菊池慶子氏（東北学院大学教授）
講演②「少年藩主と天保の危機」　　
講師：佐藤大介氏（東北大学准教授）
討論会「仙台藩を守る－藩主と夫人たち－」　
参加者：講師両名、菅野正道（市史編さん室長）、
　　　　菅原美咲・水野沙織（当館学芸員）

7
重村

8
斉村

2
忠宗
ただ　むね

3
綱宗

4
綱村

12
斉邦

5
吉村

10
斉宗

11
斉義

この印刷物は再生紙を使用しています。

企画展

初代伊達政宗から 13代慶邦まで 画像も具足も勢ぞろい

The Loads of Sendai Han: Thirteen generations of Date-Clan Rulers from Masamune to Yoshikuni

※展示期間は限定されます

※前期と後期で画像・具足の展示替があります。

平成25年5月21日　  6月30日火 日

5月21日□  6月9日□火 日 6月11日□  6月30日□火 日前期 後期

開館時間　9：00～16：45（入場は16：15まで）
休 館 日　毎週月曜日
観 覧 料　常設展料金：一般・大学生400円、高校生200円、小・中学生100円
　　　　　（30名以上の団体は各2割引）※このほか各種割引があります。詳しくはお問い合わせください。

主　 催　仙台市博物館 共催　河北新報社
後 　　援　毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、産経新聞社東北総局、仙台リビング新聞社、NHK仙台放送局、
　　　　　  TBC東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日本放送、Date fm、ラジオ3FM76.2

まーくん
■写真資料
①黒漆五枚胴具足 伊達政宗所用（5/28～6/30）　②伊達忠宗画像 狩野安信筆　③伊達綱宗画像　④黒漆五枚胴具足 伊達綱村所用（後期）　⑤伊達吉村甲冑像 狩野古信筆（後期）　⑥伊達宗村甲冑像 菊田古行筆（前期）　⑦伊達重村画像 菊田栄鶴筆　⑧伊達斉村画像 土井利徳筆　⑨伊達周宗甲冑像 荒川惟光筆（後期）
⑩伊達斉宗甲冑像 荒川惟光筆　⑪黒漆五枚胴具足 伊達斉義所用（後期）　⑫伊達斉邦画像 菊田伊徳筆　⑬紺糸威胴丸具足 伊達慶邦所用（後期）　⑭孔雀・鳳凰図 伊達綱宗筆　⑮波に燕図 伊達綱宗筆

Ⅰ しろ・まち講座「13人の仙台藩主」
平成25年5月25日（土）13：30～15：00
会場／仙台市博物館ホール（定員200名）
講師／水野 沙織（当館学芸員）

Ⅱ 記念講演会・討論会
　「仙台藩を守る！―藩主と夫人たち―」
平成25年6月15日（土）13：00～16：00
･「伊達家奥向の女性と藩政」 講師／東北学院大学教授　菊池 慶子氏
･「少年藩主と天保の危機」 講師／東北大学准教授　佐藤 大介氏
･講演者と当館職員による討論会

連行事関
申込不要
聴講無料

Ⅲ 仙台市博物館＆伊達武将隊からの挑戦状！
　 クイズに参加してステージを見よう♪
平成25年6月9日（日）
9：00～ クイズ受付開始（企画展会場）
11：00～ 伊達武将隊ステージ（ホール）
※イベントに参加するには常設展観覧券が必要です。

申込不要
先着200名

聴講無料

※聴講ご希望の方は1名様につき1枚の往復はがきに講演会名・住所・氏名・電話番号を明記し、
仙台市博物館「講演会」係までお申込み下さい。
申込締切／平成25年5月31日（金）消印有効（応募多数の場合は抽選）

申込制

6
宗村

9
周宗

しげ　むら

なり　むら

つな　むね
つな　むら

なり　くに

よし　むら

なり　むね

なり　よし

むね　む
ら

ちか　
むね

仙台藩主 勢ぞろい！
よし  くに

初代
政宗

13代
慶邦

親子で参加も
大歓迎

※③⑤⑥⑨⑩は瑞巌寺蔵、記載のないものは当館蔵

展画企
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会論討るよに員職館当と者演講･
介大藤佐授教准学大北東／師講」機危の保天と主藩年少「･

慶池菊授教学大院学北東／師講」政藩と性女の向奥家達伊「･
00：61～00：31）土（日51月6年52成平

」―ちた人夫と主藩―！る守を藩台仙「
会論討・会演講念記Ⅱ
）員芸学館当（織沙野水／師講

）名002員定（ルーホ館物博市台仙／場会
00：51～03：31）土（日52月5年52成平

」主藩台仙の人31「座講ちま・ろしⅠ

）

関

選抽は合場の数多募応（効有印消）金（日13月5年52成平／切締込申
。いさ下み込申おでま係」会演講「館物博市台仙
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江戸時代、６２万石の仙台藩を守り続けた １３人の藩主を紹介します。人の藩主 勢ぞろい！13
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政宗
まさ むね

ただ むね

つな むね

　伊達家16世伊達輝宗の長男。天正5年（1577）に
11歳で元服し、伊達家9世政宗の名を名乗りました。
天正12年（1584）に18歳で家督を継ぎ、南東北に領
土を広げました。しかし、豊臣秀吉によって獲得した
領地を没収され、米沢から岩出山に居城を移されま
す。その後、関ヶ原の戦いで徳川家康に味方した政宗
は居所を仙台に移して城と町を築きました。政宗は大
崎八幡宮や瑞巌寺など領内の寺社の造営に力を注
ぎ、新田開発、植林の奨励、河川改修を推進するなど、
町づくり、国づくりを積極的に行いました。また、メキ
シコとの貿易を求めて家臣の支倉常長らをスペイン
国王・ローマ教皇のもとに派遣しています。一方で、酒
を愛し、狩りを好み、茶の湯や能、和歌、書なども嗜ん
でいたことや、家族や家臣、大名へも自筆で手紙を書
く『筆まめ』な性格が知られています。

　2代藩主伊達忠宗の6男。兄・光宗の死去に伴い、後継ぎとな
りました。承応3年（1654）に元服し、4代将軍徳川家綱から一
字を拝領して綱宗と名乗り、忠宗が亡くなった万治元年
（1658）、19歳で藩主に就任しました。
　就任当初から酒乱などの不行跡が問題視され、義兄の柳川
藩主立花忠茂、叔父の伊達宗勝（政宗10男）ら親族や家臣が幕
府へ隠居願いを提出し、わずか2歳の長男亀千代が跡目を相続
することになりました。
　21歳で隠居の身となった綱宗は、江戸の品川屋敷に住み、
和歌・書画・彫刻・作刀などの活動にいそしみ、親類からその絵
を所望されることもありました。贈り物も好きだったようで、
お手製の絵や櫛、ねずみ・うさぎといったペットなど様々なも
のを家族にプレゼントしています。

仙台藩を始めた 梵天丸、藤次郎
貞山
輝宗・義姫（最上氏）
永禄10年（1567）8月3日
天正12年～寛永13年（1584～1636） 52年
寛永13年（1636）5月24日／70歳

幼名・通称等
道　号

愛姫（田村氏、陽徳院）
めご

せん

ふゆ

と  ね はる

ふり

正　室

夫人たち

永禄11年～承応2年
（1568～1653）
／86歳

正室生没年／享年

没年月日／享年

米沢誕生地

経ヶ峯墓所 両　親
誕生日

当主在任期間

新造御方（飯坂氏）、塙氏、於山方（柴田氏）、
多田氏、村上氏、芝多氏

5代 吉村
　一門である宮床伊達家の祖・宗房の長男。はじめ
に一関田村家に入りますが、元禄8年（1695）に男
子に恵まれなかった綱村の養子となります。翌年、
江戸城で元服し、5代将軍徳川綱吉の一字を拝領し
て吉村と称しました。
　元禄16年（1703）、24歳で藩主に就任すると、家
臣や農民の風紀を統制し、軍役整備や職制改革を
行います。また財政難打開のための倹約令や江戸
への廻米、鋳銭事業を推し進めて財政を好転させ、
後世には仙台藩中興の名君とたたえられました。
学問や文芸にも造詣が深く、歴代藩主のなかで最
も多くの和歌や絵画を残しています。また、養賢堂
の前身である学問所も設置しました。

　3代藩主伊達綱宗の長男。万治3年（1660）、父の隠居によ
り2歳で藩主に就任し、一門の伊達宗勝と田村宗良が後見役
となり藩政はとり行われました。寛文9年（1669）、江戸城で
元服し、4代将軍徳川家綱から一字を拝領して綱基と称し、
のちに綱村と改めます。この間、寛文事件と呼ばれる御家騒
動が起きています。
　延宝3年（1675）、綱村が藩政を主導するようになると、藩
主権力の確立をはかって専政的な政治を行い、しばしば一門
層と対立しました。また、文化・教育政策を活発に展開し、儒
学の奨励や大年寺・釈迦堂などの寺社造営、修史事業などを
積極的に推し進めました。伊達家の正史である『治家記録』
の編さんを命じたのも綱村です。しかし茶の湯への傾倒や宗
教・文化政策などに力を注ぎすぎたため、藩財政に大きな負
担をかけました。

藩財政を黒字に！書・歌・絵・気配りの達人 卯之助、助三郎、藤次郎、村房、隣松軒
獅山
宗房（宮床伊達）・松（片倉氏）
延宝8年（1680）6月28日
元禄16年～寛保3年（1703～43） 40年
宝暦元年（1751）12月24日／72歳

幼名・通称等
道　号

冬姫（久我氏貞子、長松院）

正　室

夫人たち

元禄2年～延享2年
（1689～1745）／57歳

正室生没年／享年

没年月日／享年

宮床誕生地

茂ケ崎墓所
両　親
誕生日
在任期間

於隆方（岡村氏）、於會惠方（鈴木氏）、於多智方（高橋氏）

6代 宗村
　5代藩主伊達吉村の4男。享保16年（1731）の元
服の際、8代将軍徳川吉宗から一字を拝領して宗村
と改めました。正室に吉宗の養女を迎え、徳川家と
の関係を密接にしています。
　寛保3年（1743）、隠居した吉村にかわり、26歳で
藩主に就任。翌年、藩主として初入国し、24カ条の条
目を発しました。宗村は積極的に質素倹約の政策を
推し進めますが、時に家臣の反発を招き、また米価
の下落もあって藩の財政は年々厳しくなりました。
　そのほか、宇和島伊達家との別家・末家争いや藩内
および近隣地域での百姓一揆、頻発する災害・凶作な
ど、難しい局面への対応に迫られました。
　父と同じく和歌なども得意とし、博物学への興
味・関心も高かっただけでなく、馬術の腕も優れて
いたようです。

倹約続行、父譲りの歌の腕前 勝千代、総次郎、久村
忠山
吉村・冬姫（久我氏貞子）
享保3年（1718）5月27日
寛保3年～宝暦6年（1743～56） 13年
宝暦6年（1756）5月24日／39歳

幼名・通称等
道　号

利根姫（徳川氏温子、雲松院）

正　室

夫人たち

享保2年～延享2年
（1717～45）／29歳

正室生没年／享年

没年月日／享年

江戸誕生地

茂ケ崎墓所
両　親
誕生日
在任期間

与世（坂氏）、理久（佐野氏）、豊（橋本氏）、留代（安田氏）、喜与
（林氏）、登恵（丹野氏）、古与方（石川氏）

2代 忠宗
　初代藩主伊達政宗の次男。慶長16年
（1611）、江戸城で元服し、2代将軍徳川秀
忠の一字を拝領して忠宗と称しました。江
戸で過ごした青年期には、父に代わり江戸
城普請を勤めたり、将軍上洛に付き従うな
ど、様々な経験を積みました。
　寛永13年（1636）、父の死により38歳
で伊達家の家督を継ぎ、2代藩主に就任。
仙台城二の丸や仙台東照宮の造営、政治・
租税制度の整備、領内の総検地など、仙台
藩の基礎を強化・安定させる政策を推し
進めていきました。
　忠宗は鉄砲などの武芸に秀でていたと
伝えられ、狩りにも頻繁に出かけてい
ます。

藩の基礎を固めた 虎菊丸、総次郎
義山
政宗・愛姫（田村氏）
慶長4年(1599)12月8日
寛永13年～万治元年
(1636～58)　22年
万治元年(1658)7月12日
／60歳

幼名・通称等
道　号

振姫（徳川氏、孝勝寺）

正　室

夫人たち

慶長12年～万治2年
（1607～59）／53歳

正室生没年／享年

没年月日／享年

大坂誕生地

経ヶ峯墓所 両　親
誕生日
在任期間

三田村氏、貝姫（櫛笥氏）、山戸氏、長田氏

3代 綱宗
隠居生活は芸術三昧？

巳之助、藤次郎、嘉心
雄山
忠宗・貝姫（櫛笥氏）
寛永17年(1640)8月8日
万治元年～万治3年
（1658～60）　2年
正徳元年（1711）6月4日
／72歳

幼名・通称等
道　号

なし正　室

夫人たち

没年月日／享年

仙台誕生地

経ヶ峯墓所
両　親
誕生日
在任期間

初子（三沢氏、浄眼院）、平田氏、於梁方（黒江氏）、
於幾伊方、登免（大平氏）、某氏、加与（今泉氏）

伊達宗房画像
絵所徳栄貞綱筆  覚照寺蔵

2代忠宗の7男。一門の
宮床伊達家の祖。5代吉
村の父親です。幼い吉
村（卯之助）を気遣う手
紙が残されています。

4代 綱村
歴史・文芸・信仰に尽くした

亀千代、綱基、総次郎、東門など
肯山
綱宗・初子（三沢氏、浄眼院）
万治2年（1659）3月8日
万治3年～元禄16年
（1660～1703）　43年
享保4年（1719）
6月20日／61歳

幼名・通称等
道　号

仙姫（稲葉氏、万寿寺）

正　室

万治2年～宝永3年
（1659～1706）／48歳

正室生没年／享年

没年月日／享年

江戸誕生地

茂ケ崎墓所
両　親
誕生日
在任期間

伊達政宗画像 狩野安信筆

伊達忠宗画像 狩野安信筆

伊達綱宗画像 瑞巌寺蔵

つな むら

よし むら

むね むら

伊達綱村画像 無明禅師筆

伊達吉村画像 伊達吉村筆

伊達宗村画像 菊田栄羽筆

雲松院画像 忠岡三千子筆

長松院画像 忠岡三千子筆

陽徳院画像 吉村蘭洲原画・岡倉秋水模写

ぐ　そく
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リーフレット「仙台藩主勢ぞろい！　とらのまき」



－　　－30

３　親子参加型イベント
「仙台市博物館＆武将隊からの挑戦状！」
クイズにこたえてステージを見よう
６月９日（日）９：００～１１：３０　
クイズ：企画展会場　ステージ：博物館ホール
クイズ参加２２３名　ステージ観覧２００名

４　ミュージアムセミナー
　５月２９日（水）　参加１３名
５　友の会広報セミナー
　５月２７日（月）　参加９９名

６　市民センター・市民団体等への展示解説
　９件　参加３０８名

記念講演会・討論会

展示室風景

展示資料目録
　※◎は重要文化財　○は重要美術品　□は仙台市指定文化財　

　　◇：松島町指定文化財　伊文：伊達家寄贈文化財

第１章　藩主勢ぞろい！　伊達政宗

仙台藩を始めた　初代　政宗

１．□伊達政宗甲冑像　狩野探幽筆　江戸初期　１幅 伊文

２．伊達政宗夫妻像　狩野玄徳筆　雲居希膺賛　江戸前期

　　１幅 個人蔵

３．□性山公治家記録　永禄１０年８月３日条　１冊 伊文

４．陽徳院画像（伊達政宗夫人）　岡倉秋水模写蘭洲彜徳原図

　　明治２６年（１８９３）　１幅 伊文

５．徳川家康領知覚書　大崎少将（伊達政宗）宛

　　慶長５年８月２２日　１巻 伊文

６．刈田郡以下七ケ所知行目録　（伊達政宗）宛

　　（慶長５年・１６００） 伊文

７．徳川家光領知判物　仙台中納言（伊達政宗）宛

　　寛永１１年８月４日　１巻 伊文

８．近江領知行目録写　松平陸奥守（伊達政宗）宛

　　寛永１１年８月１７日　１通 伊文

９．□伊達政宗和歌詠草「入りそめて」　伊達政宗筆

　　江戸初期　１幅 伊文

１０．黒羅背板地胴服　伊達政宗所用　江戸初期　１領 館蔵

１１．◎黒漆五枚胴具足　兜名「宗久」　伊達政宗所用　桃山

　　１領 伊文

１２．□黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　桃山～江戸　１領 館蔵

１３．○菊花図屛風　伊達政宗和歌書き込み　寛永５年

　　４曲１隻 館蔵

１４．大崎八幡来由記　松原探水筆　享保元年　１巻

 大﨑八幡宮蔵

１５．御修復帳のうち榧森与左衛門屋敷の図　江戸中～後期

　　１冊 東北大学大学院工学研究科

１６．伊達政宗書状　菅野勝三郎（重成）宛　年月日未詳　１幅

 館蔵

１７．伊達政宗書状　おさ五宛　（元和６年）５月１８日　１通　伊文

１８．伊達政宗書状　牟宇姫宛　（元和８年）４月２２日　１幅　館蔵

１９．道の記　伊達政宗筆　江戸初期　１巻 伊文

２０．□金製ブローチ　瑞鳳殿発掘資料　１７世紀　１点 館蔵

２１．□太刀拵　瑞鳳殿発掘資料　江戸初期　１口 館蔵

２２．□伊達政宗画像　狩野安信筆　延宝４年頃　１幅 伊文

第２章　藩主勢ぞろい！　２代忠宗から７代重村まで

藩の基礎を固めた　２代　忠宗

２３．□伊達忠宗像画像　狩野安信筆　延宝４年頃　１幅 伊文

２４．伊達忠宗書出写　古内主膳正（重広）ほか５名宛

　　寛永１３年１１月２０日　１通 伊文

２５．江戸幕府老中奉書　松平越前守（伊達忠宗）宛

　　（寛永１５年）７月１６日　１通 伊文

２６．名取郡馬場村検地帳　寛永１９年　１冊 仙台市教育委員会蔵

２７．和歌戯筆「里とをき」　伊達忠宗筆　江戸前期　１幅 伊文
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２８．桜花貼込料紙和歌書込「桜色に」　伊達忠宗筆　江戸前期

　　１面 伊文

２９．仙台神社絵図のうち東照宮　江戸後期　１帖 伊文

３０．伊達忠宗・天麟院和歌色紙　江戸前期　１幅 伊文

３１．伊達忠宗書状　松平美作（伊達綱宗）宛

　　（明暦２年）正月１８日　１通 伊文

隠居生活は芸術三昧？　３代　綱宗

３２．◇伊達綱宗画像　筆者不明・天嶺性空賛　江戸前期　１幅

 瑞巌寺蔵

３３．大条宗頼他十三名連署状案　立花飛騨守（忠茂）・

　　伊達兵部太輔（宗勝）宛　万治３年７月９日　１通 伊文

３４．久我通誠書状　冬君（長松院）宛　（正徳元年）２月９日

　　１通 伊文

３５．長松院（伊達吉村夫人）消息　嘉志ん（伊達綱宗）宛

　　正徳元年頃　１通 伊文

３６．霊昭女・花鳥図　伊達綱宗筆　江戸前期　３幅対 伊文

３７．孔雀鳳凰図　江戸前期　双幅 伊文

３８．波に燕図　伊達綱宗筆　江戸前期　１面 伊文

３９．◎帯　三沢初子所用　寛文・延宝年間　３条 伊文

４０．伊達綱宗書状　陸奥守（伊達綱村）宛　（貞享３年）２月８日

　　１通 伊文

歴史・芸術・信仰に尽くした　４代　綱村　

４１．□伊達綱村画像　無明浄明筆・香国道蓮賛　享保４年　１幅

 伊文

４２．◇伊達綱村画像　筆者不明・天嶺性空賛　享保１７年　１幅

 瑞巌寺蔵

４３．伊達綱村謝罪状　安芸（伊達宗元）・左京（三沢宗直）宛

　　（元禄６年）３月２６日　１通 個人蔵

４４．両足山志　旵峰海晧筆　享保１９年（１７３４）　１冊 館蔵

４５．山号・寺号「両足山大年禅寺」　伊達綱村筆　元禄１０年

　　２月１８日　１幅 館蔵

４６．学恵茶湯志　伊達綱村題箋　江戸（１８世紀）　１冊 館蔵

４７．伊達綱村治家記録編纂意見状　田辺氏宛　（元禄１５年・１７０２）

　　閏８月２４日　１通 伊文

４８．□伊達綱村が編さんを命じた書物「治家記録」

　　「伊達出自世次考」「伊達正統世次考」　江戸前期　３冊 伊文

４９．金塗軍配団扇　伝伊達朝宗所用　室町　１握 伊文

５０．蓮図　伊達綱村筆　江戸前期　１幅 伊文

５１．伊達綱村釈迦堂建立本願覚書　年未詳３月４日　１通 伊文

５２．浄眼院消息　（伊達綱村宛）　（天和３年）４月２９日　１通

 伊文

５３．伊達綱村遺言覚書　（伊達吉村筆）　（享保４年）６月２２日

　　１通 伊文

藩財政を黒字に！歌・絵・書・気配りの達人　５代　吉村　

５４．□伊達吉村自画像　伊達吉村筆　江戸中期　１幅 伊文

５５．□長松院画像（伊達吉村夫人）　忠岡三千子筆　江戸中期

　　１幅 　伊文

５６．伊達宗房画像　絵所徳栄貞綱筆　鵬雲東搏賛　貞享３～４年

　　１幅 覚照寺蔵

５７．伊達宗房書状　伊達卯之助（吉村）宛

　　（貞享２年か）６月２８日　１通 伊文

５８．□獅山公治家記録より「百姓条目」　享保４年２月６日条

　　１巻 伊文

５９．□獅山公治家記録より「学式」　元文元年１１月１日条　１冊

　 　伊文

６０．伊達吉村意見状　越前守（伊達宗村）宛

　　（寛保３年）７月２１日　１通 伊文

６１．久我通誠口上書　（伊達吉村宛）　（宝永７年）１１月１９日

　　１通 伊文

６２．聖徳太子孝養像　伊達吉村筆　正徳元年～享保５年

　　１幅 伊文

６３．六歌仙図帖　伊達吉村筆　詞書：堂上方

　　元文元年（１７３６）２月　１帖 伊文

６４．六所玉河和歌御手鑑　伊達吉村筆　江戸中期　１帖 伊文

６５．伊達吉村書状　勝千代（伊達宗村）宛

　　（享保９年）７月１５日　１通 伊文

６６．隣松集　左近中将吉村（伊達吉村）作

　　近衛基熈他５名点添削　享保３年閏１０月下旬　７冊 伊文

倹約続行、父譲りの歌の腕前　６代　宗村

６７．□伊達宗村画像　菊田栄羽筆　江戸中期　１幅 伊文

３２．伊達綱宗画像　瑞巌寺

５６．伊達宗房画像　絵所徳栄貞綱筆　覚照寺
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６８．雲松院画像（伊達宗村夫人）　忠岡三千子筆　江戸中期　１幅

 　伊文

６９．伊達勝千代（宗村）書状　大ゑたけんもつ（大条道頼）宛

　　（享保９年）１０月５日　１通 伊文

７０．長松院（伊達吉村夫人）教訓状　藤原ノむね村

　　（伊達宗村）宛　享保１７年初春　１巻 伊文

７１．□忠山公治家記録　延享元年５月１９日条　１冊 伊文

７２．伊達吉村意見状　（伊達宗村宛）　（元文２年）５月７日

　　１通 伊文

７３．伊達宗村書状　上（伊達吉村）宛　（寛延３年）５月２３日

　　１通 伊文

７４．仙台領分名所手鑑　伊達宗村筆・狩野栄川画　江戸中期

　　１帖 館蔵

７５．花影集　伊達宗村作・吉村添削　明和９年冬識　３冊 伊文

７６．馬図　伊達宗村筆　江戸中期　１幅 伊文

７７．江戸上屋敷絵図　寛保３年以降　１幅 館蔵

７８．伊達宗村遺言状　奉行衆中宛　（宝暦４年） 伊文

養賢堂の名付け親　７代　重村

７９．□伊達重村画像　狩野栄鶴筆　江戸後期　１幅 伊文

８０．観心院画像（伊達重村夫人）　土井利徳筆　江戸後期　１幅

 伊文

８１．書「蓬海」　羽林重村（伊達重村）筆　宝暦６年以降　１幅

 　伊文

８２．柴田成義遠藤善信連署意見書　伊達重村宛　（宝暦６年）９月

　　１通 伊文

８３．伊達重村書状案　（堀田正亮宛）　年未詳５月１９日　１通

 　伊文

８４．伊達重村書状案　（岡村左門宛）　（宝暦１０年）９月２６日　１通

 伊文

８５．伊達重村教諭書案　中村日向（景貞）宛　年未詳３月１０日

　　１通 伊文

８６．御奥方格式　天明７年頃　１０冊 伊文

８７．字指　伊達宗村・重村所用　江戸中期　２本 伊文

８８．掬月集　（伊達重村作）　近衛内前他３名添削　江戸中期

　　１２冊 伊文

第３章　藩主の具足と甲冑像が勢ぞろい！　

８９．□黒漆五枚胴具足　伊達忠宗所用　江戸前期　１領 伊文

９０．□黒漆五枚胴具足　伊達綱宗所用　江戸前期　１領 伊文

９１．□黒漆五枚胴具足　伊達綱村所用　江戸前期　１領 伊文

９２．□金小札五枚胴具足　伊達吉村所用　江戸中期　１領　伊文

９３．□黒漆鳩胸五枚胴具足　伊達宗村所用　江戸中期　１領

　 　伊文

９４．□黒漆五枚胴具足　伊達重村所用　江戸中期　１領 伊文

９５．金小札五枚胴具足　伊達斉村所用　江戸中期　１領

 　東北歴史博物館

９６．白糸威腹巻　伊達斉村所用　江戸中期　１領 館蔵

９７．□金小札五枚胴具足　伊達周宗所用　江戸後期　１領

 　伊文

９８．□黒漆五枚胴具足　伊達斉義所用　江戸後期　１領 伊文

９９．□黒漆五枚胴具足　伊達斉邦所用　天保９年　１領 館蔵

１００．□紺糸威銅丸具足　伊達慶邦所用　元治２年　１領 伊文

１０１．◇伊達吉村甲冑像　狩野古信筆　江戸中期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０２．◇伊達宗村甲冑像　菊田栄羽筆　江戸中期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０３．◇伊達重村甲冑像　土井利徳筆　江戸中期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０４．◇伊達斉村甲冑像　土井利徳筆　江戸後期　１幅　

 瑞巌寺蔵

１０５．◇伊達周宗甲冑像　荒川養湖筆　江戸後期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０６．◇伊達斉宗甲冑像　荒川養湖筆　江戸後期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０７．◇伊達斉義甲冑像　菊田伊徳筆　江戸後期　１幅

 瑞巌寺蔵

１０８．◇伊達斉邦甲冑像　菊田伊徳筆　江戸後期　１幅

 瑞巌寺蔵

第４章　８代伊達斉村から１３代慶邦まで　

改革の道半ばにして…　８代　斉村　

１０９．□伊達斉村像画像　土井利徳筆　江戸後期　１幅 伊文

１１０．□信証院画像（伊達斉村夫人）　土井利徳筆　江戸後期

　　１幅 伊文

６９．伊達勝千代書状（部分）　大ゑたけんもつ宛

７４．仙台領分名所手鑑　伊達宗村筆・狩野栄川画

９５．金小札五枚胴具足　伊達斉村所用　東北歴史博物館
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１１１．椿図　伊達斉村筆　天明６年　１幅 個人蔵

１１２．枝柿図　伊達斉村筆　江戸後期　１幅 伊文

１１３．伊達斉村申渡状控　平賀蔵人（義雅）・古田舎人（良智）

　　（寛政２年）１２月８日　１通 伊文

１１４．佐伯是保風俗等書上　（伊達慶邦宛）　（嘉永５年１２月）

　　１冊 伊文

１１５．□六代治家記録　桂山公十二　寛政６年４月１６日条　１冊

 　伊文

１１６．二十首組題和歌「沢蛍」　斉村（伊達斉村）　筆・

　　（伊達重村点添削）　江戸後期　３点 伊文

１１７．古歌小色紙　三夕暮　（伊達斉村筆）　江戸後期　３枚

 　伊文

生後６ケ月で藩主　９代　周宗　

１１８．□伊達周宗像画像　奥山常雄筆　江戸後期　１幅 伊文

１１９．伊達周宗書状　御祖父宛　年未詳２月　１通 伊文

１２０．堀田正敦書状　政千代（伊達周宗）宛　（文化５年）

　　１２月２２日　１通 伊文

１２１．書「咸寧」　松平政千代（伊達周宗）筆　文化元年　１枚

 　伊文

１２２．和歌短冊　政千代（伊達周宗）筆　江戸後期　数点 伊文

女性たちに支えられた　１０代　斉宗　

１２３．□伊達斉宗画像　手戸盛之筆　江戸後期　１幅 伊文

１２４．□信恭院画像（伊達斉宗夫人）　手戸盛之筆　江戸後期

　　１幅 伊文

１２５．伊達斉宗書状　摂津守（堀田正敦）宛　年未詳１２月２３日

 　館蔵

１２６．信恭院（伊達斉宗夫人）消息　（伊達斉宗宛）　（文化１３年）　

　　７月　１通 伊文

１２７．本光院（伊達斉宗側室）消息　（伊達斉宗宛）

　　文化１２～１３年頃　１通 伊文

１２８．正操院（伊達重村側室）消息　（伊達斉宗宛）

　　（文化１３年）６月１２日　１通 伊文

１２９．正操院（伊達重村側室）消息　（伊達斉宗宛）

　　（文政元年）４月２２日　１通 伊文

１３０．雉矢篇　伊達斉宗作・伊達斉義編　文政６年３月識　３冊

　 　伊文

１３１．羨花集　伊達斉宗作　江戸後期　９冊 伊文

伊達家に婿入り　１１代　斉義　

１３２．□伊達斉義画像　堀田正衡筆　江戸後期　１幅 伊文

１３３．□真明院画像（伊達斉義夫人）　小田島椿所筆　江戸後期

　　１幅 伊文

１３４．伊達斉義申渡書付控　奉行中宛　（文政８年）９月１２日

　　１通 伊文

１３５．和歌詠草「詠心静酌春酒」　左少将斉義（伊達斉義）筆

　　江戸後期　１通 　伊文

飢饉で危機　自ら摂食　１２代　斉邦　

１３６．□伊達斉邦画像　菊田伊徳筆　江戸後期　１幅 伊文

１３７．□勁松院画像（伊達斉邦夫人）　江戸後期　１幅 伊文

１３８．馬図　伊達藤三郎（斉邦）筆　江戸後期　１面 個人蔵

１３９．伊達斉邦申渡書控　奉行中宛　（天保５年）３月　１通

 　伊文

１４０．伊達斉邦書付控　（天保７年）８月　１通 伊文

１４１．真明院（伊達斉義夫人）消息　中将（伊達斉邦）宛

　　（天保９年）　１通 伊文

１４２．伊達斉邦書状　（伊達慶邦宛）　年未詳７月晦日　１通

 　伊文

１４３．伊達宗充書状　上（伊達斉邦）宛　（天保８年）３月１６日

　　１通 伊文

１４４．天保六年伊達斉邦江戸登城行列図　原本：武藤弘毅筆

　　明治３１年（１８９８）写　１巻 館蔵

１４５．□六代治家記録　龍山公二十二

　　天保９年８月２９日～９月２０日条　１冊 伊文

１４６．和歌短冊「鷹狩」「恨恋」　斉邦（伊達斉邦）筆　江戸後期

　　２点 伊文

６２万石の幕引き　１３代　慶邦

１４７．伊達慶邦画像　　明治　１幅 伊文

１４８．□備晃院画像（伊達慶邦夫人）　堀田正衡筆　江戸末期

　　１幅 伊文

１４９．□伊達慶邦画像　印藤真楯筆　明治　１面 伊文

１５０．伊達慶邦藩政改革覚　　江戸後期　１通 伊文

１５１．伊達慶邦西洋銃術稽古申渡書控　　（安政３年７月）

　　１通 伊文

１０５．伊達周宗甲冑像　荒川養湖筆　瑞巌寺

１３７．勁松院画像（伊達斉邦夫人）
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１５２．開成丸調練帰帆図　三浦乾也画　安政５年　１幅 館蔵

１５３．伊達慶邦布告控　　慶応４年５月　１通 伊文

１５４．行政官沙汰書　　伊達亀三郎宛　明治元年１２月１２日

　　１通 伊文

１５５．楽山公御遺稿　伊達慶邦著・伊達邦宗編　明治４４年　数点

　 　伊文

第５章　藩主の知行宛行状・印章が勢ぞろい！

１５６．伊達政宗領知黒印状　菅野正三郎宛　寛永４年５月２４日

　　１通 館蔵

１５７．伊達忠宗領知黒印状　菅野満太郎宛　寛永２１年８月１４日

　　１通 館蔵

１５８．伊達綱村領知朱印状　菅野正左衛門宛　天和３年　１通

 　館蔵

１５９．伊達吉村領知朱印状　菅野庄左衛門宛　宝永元年６月

　　１通 館蔵

１６０．知行割目録　菅野庄左衛門宛　宝永元年６月　１通 　館蔵

１６１．伊達宗村領知朱印状　菅野正左衛門宛　延享元年６月

　　１通 館蔵

１６２．伊達重村領知朱印状　菅野牛之助宛　宝暦８年７月　１通

 館蔵

１６３．伊達斉村領知朱印状　菅野勝三郎宛　寛政４年７月　１通

 館蔵

１６４．伊達斉宗領知朱印状　菅野勝治宛　文化９年１０月　１通

 　館蔵

１６５．伊達斉義領知朱印状　菅野勝治宛　文政３年６月　１通

 　館蔵

１６６．伊達斉邦領知朱印状　菅野牛之助宛　文政１１年６月　１通

 　館蔵

１６７．伊達慶寿（慶邦）領知朱印状　菅野牛之助宛　天保１３年８月

　　１通 館蔵

１６８．伊達政宗所用印　象牙製　江戸前期　１顆 伊文

１６９．伊達忠宗所用印　木製　江戸前期　１顆 伊文

１７０．伊達綱宗所用印　象牙製　江戸前期　１顆 伊文

１７１．伊達綱村所用印　蠟石製　江戸前期　１顆 伊文

１７２．伊達宗村所用印　蠟石製　江戸中期　１顆 伊文

１７３．伊達宗村所用花押印　木製　江戸中期　１顆 伊文

１７４．伊達重村所用印　蠟石製　江戸中期　１顆 伊文

１７５．伊達重村所用花押印　木製　江戸中期　１顆　 伊文

１７６．伊達斉村所用印　蠟石製　江戸後期　２顆 伊文

１７７．伊達斉村所用花押印　木製　江戸後期　１顆 伊文

１７８．伊達周宗所用印　象牙製　江戸後期　１顆 伊文

１７９．伊達斉宗所用印　蠟石製　江戸後期　１顆 伊文

１８０．伊達斉宗所用花押印　木製　江戸後期　１顆 伊文

１８１．伊達斉義所用印　蠟石製　江戸後期　１顆 伊文

１８２．伊達斉義所用花押印　木製　江戸後期　１顆 伊文

１８３．伊達斉邦所用印　蠟石製　江戸後期　１顆 伊文

１８４．伊達慶邦所用印　蠟石製　江戸後期　１顆 伊文

１８５．伊達慶邦所用花押印　木製　江戸後期　１顆 伊文

１８６．徳川家綱一字状　松平美作守（伊達綱宗）宛

　　承応３年１２月２２日　１通 伊文

１８７．徳川家斉一字状　松平美作守（伊達斉村）宛

　　天明７年９月２８日　１通 伊文

１８８．徳川家斉一字状　松平陸奥守（伊達斉宗）宛

　　文化９年３月１５日　１通 伊文

１８９．徳川家斉一字状　松平陸奥守（伊達斉義）宛

　　文政２年８月１１日　１通 伊文

１９０．徳川家斉一字状　松平陸奥守（伊達斉邦）宛

　　文政１１年２月１８日　１通 伊文

１９１．徳川家慶一字状　松平筑前守（伊達慶邦）宛

　　天保９年２月１９日　１通 伊文

１９２．伊達綱村一字状　伊達助三郎宛　元禄３年１２月１４日　１通

 　伊文

１９３．伊達斉義一字状　伊達安芸宛　文政３年７月朔日　１通

 　個人蔵
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特別展
滋賀県立琵琶湖文化館が守り伝える美

「近江巡礼　祈りの至宝展」
　

会　　期　平成２５年７月１２日（金）～８月２５日（日）

開催日数　４０日間

観覧者数　１８，９１７人（１日平均　４７３人）

観 覧 料　一般１，１００円（９００円）、高校・大学生５００円、

小・中学生２００円

　　　　　※１０名以上の団体は当日料金の各１００円

引。（　）内は前売り料金。

主　　催　「近江巡礼　祈りの至宝展」仙台展実行委

員会（仙台市博物館、ＴＢＣ東北放送、

河北新報社、滋賀県、滋賀県立琵琶湖文

化館

後　　援　産経新聞社東北総局、仙台リビング新聞

社、ＮＨＫ仙台放送局、仙台放送、ミヤ

ギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、DateFM、

ラジオ３ＦＭ７６．２、ＩＢＣ岩手放送、

テレビユー山形、テレビユー福島

企画協力　毎日新聞社

協　　賛　富士通株式会社、野崎印刷紙業株式会社

かつて「近江」と呼ばれた滋賀県は、豊かな琵琶
湖の恵みによって古くから文化や産業が栄えてきた
地域である。奈良や京都の都に近く、大津京や紫香
楽宮といった宮城が営まれた歴史に加えて、琵琶湖
を望む比叡山は日本仏教の一大中心として、様々な
宗派が生み出される母体となった。滋賀県には仏教
美術を中心に現在も多くの文化財が伝えられてお
り、それらの文化財を守り伝えるうえで大きな役割を果
たしてきた施設が、滋賀県立琵琶湖文化館である。
多くの県民の寄附によって昭和３６年（１９６１）に開

館した同館には、実に滋賀県内の国指定文化財の１
割、県指定文化財の４分の１が寄託されている。本
展覧会では、現在休館中である同館の寄託品・収蔵
品を中心として、日本の文化が集約されたような滋
賀県の至宝を紹介した。
なお、本展は静岡市美術館・仙台市博物館・島根
県立古代出雲歴史博物館の３館を巡回するものであ
り、当館が２会場目であった。
また関連事業として、滋賀県・滋賀県立琵琶湖文
化館主催による写真パネル展「水と神と仏の近江」
が、展覧会に先立つ７月２日（火）～８月２５日（日）

にかけて開催された。当館１階エントランスホール
とギャラリーを会場として、写真家・寿福滋氏が撮
影した滋賀の風景写真や文化財写真５０点を大型パネ
ルで紹介し、たいへん好評であった。

展示構成

第１部：近江の仏教美術、神道美術
第２部：近世絵画

印刷物

ポスター　Ｂ２判　１，８２０枚、Ｂ３判１，１７０枚
チラシ　　Ａ４判　１３５，０００枚
割引券　　１６０，０００枚
図録　　　Ａ４判　１８０ページ

記念行事・関連行事

１　記念講演会
①「近江　祈りの至宝　―神仏の美―」
７月１３日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１８０名
講師：井上ひろ美氏
　　　（滋賀県立琵琶湖文化館学芸員）
②「近江の霊場と信仰世界」
８月３日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１７０名
講師：佐藤弘夫氏
　　　（東北大学大学院文学研究科教授）

Ｂ２ポスター
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③しろ・まち講座
「近江巡礼　滋賀の風景と文化財の魅力」
８月１０日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１４１名
講師：酒井昌一郎（当館学芸員）

２　夏休みこどもギャラリートーク
　「近江（滋賀県）の文化をしらべよう」
　７月２０日（土）・２１日（日）
　特別展会場　参加２５名

３　特別展記念コンサート
「姫神コンサート」
７月２７日（土）１３：３０～１４：３０
博物館ホール　参加１７２名
出演：姫神／星吉紀

４　ミュージアムセミナー
７月１７日（水）・２０日（土）　参加３３名

５　友の会広報セミナー
７月１６日（火）　参加１１６名

６　各種団体への展示解説
３件　参加72名

記念講演会②

夏休みこどもギャラリートーク

展示資料目録
　※●は国宝、◎重要文化財、□は県指定文化財、

　　◇は市指定文化財

１．◎両界曼荼羅図　南北朝　２幅 園城寺

２．◎釈迦十六善神像　鎌倉　１幅 園城寺

３．鎮宅霊符神像　室町　１幅 園城寺

４．◎孔雀文磬　平安　１面 園城寺

５．◎園城寺尺　室町　２枚 園城寺

６．□智証大師像　南北朝　１幅 園城寺

７．仏供盤　鎌倉　２枚 園城寺

８．金剛盤　室町　１面 園城寺

９．五鈷鈴　室町　１口 園城寺

１０．羯磨　鎌倉　１口 園城寺

１１．五鈷杵　鎌倉　１口 園城寺

１２．●六道絵　１５幅のうち　人道生老病死四苦相図　鎌倉　１幅

 　聖衆来迎寺

１３．六道絵（国宝模本）　江戸　文政５年　１５幅 聖衆来迎寺

１４．◎薬師如来立像　奈良　１軀 聖衆来迎寺

１５．□大黒天像　南北朝　暦応２年　１軀 聖衆来迎寺

１６．◎紺紙銀字法華経８巻のうち　平安　１巻 延暦寺

１７．◎紺紙金銀交書法華経８巻のうち　平安　１巻 延暦寺

１８．□真盛上人像　室町　文亀３年　１幅 西教寺

１９．◎六道絵　中国・南宋　６幅 新知恩院

２０．◎帝釈天立像　平安　１軀 正法寺

２１．●透彫華籠　１６枚のうち　平安～鎌倉　２枚 神照寺

２２．◇二天立像（持国天・多聞天）　平安　２軀 光照寺

２３．◎透彫華鬘　鎌倉　寛元元年　１面 長命寺

２４．◎菊花螺鈿鞍　前輪欠　黒漆鞍　黒漆鐙　平安～鎌倉

　　２背・１双 大嶋神社奥津嶋神社

２５．◎釈迦如来立像　鎌倉　１軀 荘厳寺

２６．◎空也上人立像　鎌倉　１軀 荘厳寺

２７．◎聖観音像（寺伝山越観音像）　平安　１軀 荘厳寺

２８．□普賢菩薩坐像　鎌倉～南北朝　１軀 志那神社

２９．□聖観音立像　鎌倉　建暦３年　１軀 観音寺

３０．◇誕生釈迦仏像　奈良　１軀 大光寺

３１．□僧形八幡神坐像　　平安　１軀 金勝寺

３２．□女神坐像　平安　１軀 金勝寺

３３．□紺紙金字金光明経　巻第一　平安　１巻 金勝寺

２１．国宝　透彫華籠　神照寺
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３４．□不動明王二童子像　鎌倉　１幅 柏木神社

３５．□薬師如来坐像　平安　１軀 大日寺

３６．□版本法華経（百済寺版）　室町　明徳２年　８巻 櫟野寺

３７．◎如意輪観音像　鎌倉　１幅 法蔵寺

３８．□相撲人形　鎌倉　１組 御上神社

３９．神馬　口取添　鎌倉　１組 御上神社

４０．◎千手観音二十八部衆像　鎌倉　１幅 大清寺

４１．◎仏涅槃図　鎌倉　１幅 正法寺

４２．◎阿弥陀如来坐像　平安　１軀 洞照寺

４３．◎寂室元光墨蹟　南北朝　貞治５年　２幅 退蔵寺

４４．◎日吉山王神像　鎌倉　１幅 百済寺

４５．◎唐草文磬　平安　１面 百済寺

４６．◎不動明王二童子像　鎌倉　１幅 成菩提院

４７．□普賢十羅刹女像　南北朝　１幅 成菩提院

４８．◎地蔵菩薩立像　平安　１軀 東南寺

４９．□薬師十二神将像　南北朝　１幅 新宮神社

５０．◎山王権現像　鎌倉～南北朝　１幅 浄厳院

５２．◎透彫華鬘　鎌倉　１枚 金剛輪寺

５３．□文殊菩薩像　鎌倉　１幅 西明寺

５４．仏涅槃図　南北朝　１幅 西明寺

５６．□日吉山王曼荼羅図　南北朝　１幅 正源寺

５７．両界曼荼羅図　鎌倉　２幅 琵琶湖文化館

５８．源平合戦図　江戸　６曲１双 琵琶湖文化館

５９．山法師強訴図　江戸　６曲１隻 琵琶湖文化館

６０．洋犬図　波多野等有筆　江戸　２曲１隻 琵琶湖文化館

６１．牡丹図　中国・明　２幅 琵琶湖文化館

６２．日吉山王祭礼図　江戸　六曲１双 個人

６３．南山寿星図　狩野栄信筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

６４．巌上咆哮猛虎図　岸岱筆　江戸　文久２年　１幅

 琵琶湖文化館

６５．寒華傲雪図　山本梅逸筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

６６．夏山飛瀑図　中林竹洞筆　江戸　天保１２年　１幅

 琵琶湖文化館

６７．鳥禽図　伊藤若冲筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

６８．長春孔雀図　張月樵筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

６９．十八名家図　横井金谷筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

７０．蓬莱群仙図　紀楳亭筆　江戸　享和３年　１幅

 琵琶湖文化館

７１．楽山楽水図　塩川文麟筆　明治　明治９年　２幅

 琵琶湖文化館

７２．猪図　松村呉春筆　江戸　享和３年　１幅 琵琶湖文化館

７３．琵琶湖図　円山応震筆　江戸　文政７年　１幅

 琵琶湖文化館

７４．猿猴図　森狙仙筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

７５．十二月図　月岡雪鼎筆　江戸　６曲１双 琵琶湖文化館

７６．柳汀双禽図　宋紫石筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

７７．□叡山図　曾我蕭白筆　江戸　１幅 琵琶湖文化館

７８．◎楼閣山水図　曾我蕭白筆　江戸　６曲１双 近江神宮

７９．花鳥図（フェノロサ寄贈）　室町　１幅 園城寺

８０．瀟湘八景図　狩野安信・狩野益信筆　江戸　２巻

 　聖衆来迎寺

８１．□東王父西王母図　海北友松筆　桃山　６曲１双 浄信寺

※作品番号は図録に掲載された番号であり、当館で展示していな

い№５１、№５５は欠番である。　

展示室風景

４２．重要文化財　阿弥陀如来坐像　洞照寺
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特別展　慶長遣欧使節出帆４００年・ユネスコ世界記
憶遺産登録記念

「伊達政宗の夢
―慶長遣欧使節と南蛮文化」

　

会　　期　平成２５年１０月４日（金）～１１月１７日（日）

　　　　　前期：１０月４日（金）～１０月２７日（日）

　　　　　後期：１０月２９日（火）～１１月１７日（日）

開催日数　４０日

観覧者数　２５，５９０人（１日平均６４０人）

観 覧 料　一般・大学生８００円（前売６００円）

　　　　　高校生６００円　小・中学生４００円

主　　催　「伊達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文

化」実行委員会（仙台市博物館、河北新報

社、ＴＢＣ東北放送）、宮城県ミュージア

ム復興事業実行委員会

共　　催　ＮＨＫ仙台放送局

協　　力　イタリア大使館、スペイン大使館、メキシ

コ大使館、キューバ大使館、エールフラン

ス航空、アリタリア－イタリア航空、日本

貨物航空

協　　賛　キヤノンマーケティングジャパン、ふじ

や千舟、サントリーホールディングス

後　　援　宮城県、宮城県教育委員会、毎日新聞社仙

台支局、朝日新聞社仙台総局、読売新聞東

北総局、産経新聞社東北総局、日本経済新

聞社仙台支局、仙台リビング新聞社、仙台

放送、ミヤギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、

DateFM、ラジオ３ＦＭ７６．２

慶長遣欧使節と呼ばれるその一行は、慶長１８年
（１６１３）、スペイン領メキシコとの直接貿易と領内へ
の宣教師派遣を要請するため、家臣支倉常長と宣教
師ルイス・ソテロとを大使として、メキシコ、スペ
イン、ローマへと外交使節を派遣した。これが慶長
遣欧使節である。
今年は、使節出帆から４００年目を迎えるとともに、
国宝「慶長遣欧使節関係資料」のうち「支倉常長像」
など３点がユネスコ記憶遺産へ登録される記念の年
ともなった。
この展覧会では、国宝「慶長遣欧使節関係資料」
をはじめ、日本国内およびヴァチカン・イタリア・
スペインに残る使節関連資料やキリスト教・南蛮文
化に関わる多彩な文化財によって、伊達政宗を使節

派遣へと駆り立てた社会的・文化的背景や使節の実
像について紹介した。
非常に熱心に観覧される方が多く、来館者の滞留

時間が長かったことが特徴的であった。なお本展
は、平成２５年度文化庁・地域と共働した美術館・歴
史博物館創造活動支援事業である。

展示構成

第Ⅰ章　南蛮の異風
第Ⅱ章　武将たちの憧憬―貿易と信仰―
第Ⅲ章　いざ西欧へ！
　　　　　―支倉常長と慶長遣欧使節―
第Ⅳ章　禁教政策とキリシタン文化
エピローグ　慶長遣欧使節のその後

印刷物

ポスター　　Ｂ２判　２，０００枚、Ｂ３判　７００枚
チラシ　　　Ａ４判　１１０，０００枚
割引券　　　１８２，０００枚
図録　　　　Ａ４判　２２４ページ

関連行事

１　記念講演会
①「支倉常長に託した政宗の夢と徳川家康の思惑」
１０月５日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加２１７名
講師：平川新氏（東北大学教授）
②「支倉常長の旅、肖像画の謎」
１０月２６日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加１９７名
講師：石鍋真澄氏（成城大学教授）

ポスターＢ２
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２　しろ・まち講座
「伊達政宗と慶長遣欧使節」
１１月９日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加２１８名
講師：佐々木徹（当館学芸員）

３　ミュージアムセミナー
１０月９日（水）、１２日（土）　参加３０名

４　友の会広報セミナー
１０月７日（月）　参加１１１名

５　各種団体・学校等への展示解説
５８件（４０団体、１８校）　参加３，３０１名

※同時開催
「日本スペイン交流４００周年記念写真展　
支倉の道　関口照生写真展」
会場：博物館２階ミュージアムストリート内
関連講演会「支倉の道を旅して」
１１月１６日（土）１３：３０～１５：００　
参加１００名
講師：関口照生氏（写真家）

記念講演会①

展示室風景

展示資料目録
※●は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品、■は県指定文

化財、□市指定文化財、【MoW】はユネスコ記憶遺産（日本・

スペイン）

１　南蛮の異風　

１．日本図　ベネデット・ボルドーネ作　１５２８－１５４７年　１枚

 　館蔵

２．日本図　テシェイラ作　オルテリウス、アントワープ刊

　　（１５９５　年初版）　１面 館蔵

３．地球儀　江戸（１７世紀か）　１個 南蛮文化館

４．天球儀　江戸（１７世紀か）　１個 南蛮文化館

５．◎坤輿万国全図　マテオ・リッチ作　１６０２年刊　６幅

 宮城県図書館

６．十二都市図・世界図屛風　江戸初期（１７世紀初期）

　　６曲１双 南蛮文化館

７．◎聖フランシスコ・ザヴィエル像　江戸初期

　　（１７世紀初期）　１面 神戸市立博物館

８．■マリア十五玄義図　桃山（１７世紀初期）　１面 個人蔵

９．都の南蛮寺図　狩野宗秀筆　桃山（１６世紀後半）　１面

 神戸市立博物館

１０．◎南蛮屛風　桃山（１６世紀後半～１７世紀初期）　６曲１双

 南蛮文化館

１１．南蛮屛風　狩野内膳筆　江戸初期（１７世紀初期）　６曲１隻

 文化庁

１２．唐船・南蛮船図屛風　狩野孝信筆　江戸初期　（１７世紀前半）

　　６曲１双 九州国立博物館

１３．◎洋人奏楽図屛風　桃山～江戸初期（１７世紀初期）

　　６曲１双 ＭＯＡ美術館

１４．◎泰西王侯図屛風　桃山（１７世紀初期）　６曲１双　

 長崎歴史文化博物館

１５．出陣図　江戸初期（１７世紀初期）　２曲１隻

 神戸市立博物館

１６．老師父図　江戸初期（１７世紀前半）　１面 神戸市立博物館

１７．●婦女遊楽図屛風（松浦屛風）　江戸前期（１７世紀）

　　６曲１双 大和文華館

７．◎聖フランシスコ・ザビエル像　神戸市立博物館
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２　武将たちの憧憬―貿易と信仰―

２－１　南蛮文化に魅せられた武将たち　

１８．大友宗麟書状　岩坊宛　（永禄５年～天正２年）１２月２３日

　　１通 斎藤報恩会

１９．大友宗麟書状　城蔵人大夫宛　（天正４年）正月１１日　１通

 南蛮文化館

２０．国崩図巻　宮本高範筆　江戸時代（１７～１９世紀）　１巻

 　南蛮文化館

２１．大友宗麟書状（断簡）　ローマ教皇グレゴリオ１３世宛

　　天正１２年１１月７日　１通 京都大学総合博物館

２２．松東院（松浦メンシア）像　狩野安信筆・江月宗玩賛

　　寛永１２年　１幅 松浦史料博物館

２３．大村純忠書状　イエズス会総長宛　天正１０年１月２７日　１通

 　京都大学総合博物館

２４．有馬晴信書状　アントニオ・カラハ宛　天正１９年８月２０日

　　１通　 京都大学総合博物館

２５．伊東マンショ肖像　１５８５年　１枚 長崎歴史文化博物館

２６．メスキータ神父肖像　１５８５年　１枚 長崎歴史文化博物館

２７．天正遣欧使節記　グイード・グアルティエリ著　ローマ刊

　　１５８６年　１冊 福岡市博物館

２８．黒田如水ローマ字印書状　真鍋次大夫宛

　　（慶長８年以降）正月１９日　１幅 福岡市博物館

２９．御鉄砲之書（部分）　黒田甲斐守宛　稲富祐直著

　　慶長２年２月　１５冊１巻 福岡市博物館

３０．細川忠興ローマ字印書状　魚住加介宛　（年未詳）３月１２日

　　１幅 日本二十六聖人記念館

３１．◎南蛮胴具足　徳川家康所用　１６世紀後半

　　（仕立は桃山時代・１７世紀初期）　１領 紀州東照宮

３２．◎火縄銃（徳川家康関係資料）　付属品共　慶長１７年　１挺

 　久能山東照宮博物館

３３．◎びいどろ薬壺（徳川家康関係資料）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　３点 久能山東照宮博物館

３４．◎目器（徳川家康関係資料）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１掛 久能山東照宮博物館

３５．◎鋏（徳川家康関係資料）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１挺 久能山東照宮博物館

３６．◎鉛筆（徳川家康関係資料）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１点 久能山東照宮博物館

３７．◎金銀象嵌けひきばし（徳川家康関係資料）

　　桃山～江戸初期（１６世紀後半～１７世紀初期）　１点

 久能山東照宮博物館

３８．■金唐革陣羽織　徳川家康所用　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１領 紀州東照宮

３９．黒漆塗南蛮鉢歯朶前立兜　徳川家康所用、黒田長政拝領

　　桃山（１６世紀）　１頭 福岡市博物館

４０．白茶天鵞絨地陣羽織　伝徳川家康所用　山岡志摩重長拝領

　　桃山（１６世紀後半～１７世紀初期）　１領 館蔵

４１．◎蒲生氏郷画像　元和７年５月７日賛　１幅 西光寺

４２．蒲生氏郷書状　蒲生郷成宛　（天正１８年）１１月１０日　１幅

 福島県立博物館

４３．蒲生氏郷起請文　伊達政宗宛　天正１８年１１月２８日　１通

 館蔵

４４．蒲生記　江戸（１７～１９世紀）　２冊 福島県立博物館

４５．黒羅紗地木綿縫取織陣羽織　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１領 館蔵

４６．◎緋地羅紗合羽　伝　南部信直所用　桃山

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１領 もりおか歴史文化館

４７．◎白地天鵞絨陣羽織　南部信直または利直所用　桃山

　　（１６世紀後期～１７世紀初期）　１領 もりおか歴史文化館

２－２　宗教用具と南蛮漆器　

４８．磔刑のキリスト図（片面／神の子羊図）聖牌　装飾・銅版画：

　　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１点 神戸市立博物館

４９．聖フランチェスコ像（片面／聖人像）聖牌　装飾・銅版画：

　　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１点 神戸市立博物館

５０．十字架を担うキリスト図聖牌　装飾・銅版画：ヨーロッパ製

　　１７世紀初期　１点 神戸市立博物館

５１．笞打ちのキリスト図聖牌　装飾：ヨーロッパ製、銅版画：

　　日本製　１７世紀初期　１点 神戸市立博物館

５２．刺繍マリア聖牌　ヨーロッパ製（スペインか）　１７世紀初期

　　１点 神戸市立博物館

５３．金製十字架　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１点

 神戸市立博物館

５４．磔刑キリスト像十字架　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１点

　 　神戸市立博物館

５５．メダル付赤色十字架　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１点

 　神戸市立博物館

５６．赤地刺繍心臓形聖遺物入れ　ヨーロッパ製　１７世紀初期

　　１点 神戸市立博物館

５７．十字文聖牌　装飾・銅版画：ヨーロッパ製　１７世紀初期

　　１点 神戸市立博物館

５８．メダル各種　ヨーロッパ製　１７世紀初期　１５点

 　神戸市立博物館

５９．指輪三種　ヨーロッパ製　１７世紀初期　３点

 　神戸市立博物館

６０．◎浮彫キリスト像（長崎奉行所キリシタン関係資料）　外国製

31．◎南蛮胴具足　紀州東照宮（和歌山県立博物館寄託）
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　　１６世紀後期～１７世紀初期か　１個 東京国立博物館

６１．貝製メダイ「聖イグナチオ」　天草（崎津）伝来

　　江戸時代初期（１７世紀初期）　１個 日本二十六聖人記念館

６２．◎三聖人像（長崎奉行所キリシタン関係資料）　外国製

　　１６世紀後期～１７世紀初期　１面 東京国立博物館

６３．◎聖母子像（長崎奉行所キリシタン関係資料）　ヨーロッパ製

　　１６世紀後期～１７世紀初期　１面 東京国立博物館

６４．◎板踏絵　無原罪の聖母（長崎奉行所キリシタン関係資料）

　　ヨーロッパ製　銅牌は１６世紀後期～１７世紀初期　１枚

 東京国立博物館

６５．◎板踏絵　聖母子像（ロザリオの聖母）

　　（長崎奉行所キリシタン関係資料）　銅牌は１６世紀後期～

　　１７世紀初期　１個 東京国立博物館

６６．◎板踏絵　聖母子像（ロザリオの聖母）　

　　（長崎奉行所キリシタン関係資料）　銅牌は１７世紀　１個

 東京国立博物館

６７．◎花樹鳥獣蒔絵螺鈿聖龕（磔刑像）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 東京国立博物館

６８．花樹鳥獣蒔絵螺鈿聖龕（磔刑像）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 名古屋市博物館

６９．秋草蒔絵螺鈿聖龕（聖人と天使像）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基

 太平洋セメント株式会社蔵　津久見市寄託

７０．花鳥蒔絵螺鈿聖龕（三位一体）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 京都国立博物館

７１．花樹鳥獣蒔絵螺鈿聖龕（聖母子像）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 九州国立博物館

７２．ＩＨＳ桜葛桐橘蒔絵螺鈿書見台　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 サントリー美術館

７３．ＩＨＳ七宝繋蒔絵螺鈿書見台　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 東京国立博物館

７４．ＩＨＳ花入籠目文蒔絵螺鈿書見台　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 京都国立博物館

７５．ＩＨＳ草花蒔絵螺鈿聖餅箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 サントリー美術館

７６．ＩＨＳ椿蒔絵螺鈿聖餅箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 京都国立博物館

７７．貝貼書簞笥　桃山～江戸初期（１６世紀後半～１７世紀初期）　　

　　１基 神戸市立博物館

７８．花樹鳥獣蒔絵螺鈿書簞笥　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 館蔵

７９．花樹鳥獣蒔絵螺鈿書簞笥　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 名古屋市博物館

８０．貝貼洋櫃　インド製　１６世紀後半～１７世紀初期　１合

　 　サントリー美術館

８１．秋草蒔絵螺鈿洋櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 名古屋市博物館

８２．草花蒔絵螺鈿洋櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 津久見市

８３．花鳥蒔絵螺鈿洋櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 東京国立博物館

８４．草花蒔絵螺鈿洋櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 館蔵

８５．花樹鳥獣蒔絵螺鈿洋櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合

 スペイン国マドリード市、王立跣足派女子修道院

 （デスカルサス・レアレス）

８６．鮫皮貼洋櫃　桃山～江戸初期（１６世紀後半～１７世紀初期）

　　１合 館蔵

８７．山水鳥獣蒔絵鞍袋形箱　桃山～江戸

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 岐阜市歴史博物館

８８．草花蒔絵螺鈿水盤　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１口 岐阜市歴史博物館

８９．◎楓桐菊蒔絵薬味壺　桃山（１６世紀）　１個 高台寺

９０．縞蒔絵螺鈿茶箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 サントリー美術館

９１．花鳥蒔絵螺鈿角徳利及び櫃　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　６本１合 京都国立博物館

９２．南蛮人双鶏蒔絵硯箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 津久見市

９３．南蛮人蒔絵文箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 神戸市立博物館

９４．南蛮人蒔絵鞍　慶長９年　１背 神戸市立博物館

９５．天正かるた版木硯箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１合 岐阜市歴史博物館

９６．天正かるた版木重箱　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１組 神戸市立博物館

71．花鳥蒔絵螺鈿聖龕　九州国立博物館

85．花樹鳥獣蒔絵螺鈿洋櫃 王立フランシスコ

会跣足派女子修道院（デスカルサス）
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３　いざ西欧へ！　―支倉常長と慶長遣欧使節―　

９７．◎黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用　桃山（１６世紀）　１領

 　館蔵

９８．北条氏照書状　伊達政宗宛　（天正１７年）７月２９日　１通

 館蔵

９９．◎山形文様陣羽織　伊達政宗所用　桃山（１６世紀）　１領

 　館蔵

１００．御物之帳　慶長６年頃　２冊のうち１冊 館蔵

１０１．青ガラスモール鉢片（仙台城本丸跡出土）　ヨーロッパ製

　　（ヴェネツィア製か）　ガラス製　１７世紀 仙台市教育委員会

１０２．エナメル彩ガラス片（仙台城本丸跡出土）

　　ヴェネツィアまたは北ヨーロッパ製　ガラス製　１７世紀

 仙台市教育委員会

１０３．南蛮人人形　江戸初期（１７世紀）　１躯

 東北大学埋蔵文化財調査室

１０４．□煙管（瑞鳳殿発掘資料）　１７世紀　２点 館蔵

１０５．鉛筆（復元）　（原資料：瑞鳳殿発掘資料）　１７世紀　２点

 　館蔵

１０６．□金製ブローチ（瑞鳳殿発掘資料）　１７世紀　１点 館蔵

１０７．□銀製装飾品（瑞鳳殿発掘資料）　１７世紀　１点 館蔵

１０８．伊達政宗上洛供衆注文　天正１９年（１５９１）頃　１冊 館蔵

１０９．□貞山公治家記録　巻之十八上　文禄元年正月５日条

　　元禄１６年編纂　１冊 館蔵

１１０．伊達政宗使番之衆注文　文禄２年～慶長５年頃　１冊

 館蔵

１１１．仙台藩奉行知行割状　慶長１３年１０月２２日　１面 館蔵

１１２．伊達政宗書状　茂庭石見宛　（慶長１７～１８年）８月１２日

　　１幅 館蔵

１１３．平姓伊藤一家支倉氏系図　江戸中期（１８世紀）　１巻

　　 館蔵

１１４．支倉家家譜書出　支倉右仲筆　安永２年３月１４日　１帖

 館蔵

１１５．◎異国渡海御朱印帳・異国御朱印帳・異国近年御書草案

　　以心崇伝筆　江戸前期（１７世紀初期）　１冊 金地院

１１６．徳川家康朱印状　レルマ公宛　【ＭｏＷ】　慶長１４年１２月２８日

　　１通 スペイン国セビリア市、インディアス文書館

１１７．◎異国日記　以心崇伝筆　江戸前期（１７世紀）　２冊

 金地院

１１８．◎異国日記御記録雑記　正徳３年　１冊 金地院

１１９．◎濃比須般国ヘノ返書案　以心崇伝筆　慶長１７年６月

　　１幅 金地院

１２０．木村宇右衛門覚書　上巻　木村宇右衛門可親著

　　慶安５年頃　１冊 館蔵

１２１．□貞山公治家記録　巻之二十三　元和６年８月２６日条

　　元禄１６年編纂　１冊 館蔵

１２２．慶長十八年元和二年南蛮へ之御案文　江戸初期

　　（１７世紀前半）　１冊 個人蔵

１２３．ガレオン船模型　昭和４６年１１月　１点 館蔵

１２４．支倉常長書状　セビリア市宛　【ＭｏＷ】　１６１４年９月３０日

　　１通 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１２５．支倉常長書状　レルマ公宛（フェリーぺ３世への披露状）

　　【ＭｏＷ】　慶長１９年８月２６日付　１通

 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１２６．ソテロ書状　レルマ公宛　【ＭｏＷ】　１６１４年９月３０日

　　１通 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１２７．ソテロ書状　スペイン国王宛　【ＭｏＷ】　１６１４年１０月１日

　　１通 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１２８．世界都市図帳　ドイツ語版　ゲオルグ・ブラウン、

　　フランツ・ホーヘンベルフ著　１５７２～１６１８年刊

　　６巻３冊のうち２冊 神戸市立博物館

１２９．伊達政宗書状　セビリア市宛　（複製）　慶長１８年９月４日

　　１通 館蔵

１３０－１．伊達政宗によるヌエバ・エスパーニャ副王との間の和平協定案

　　【ＭｏＷ】　１６１３年１０月１６日　１通

 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１３０－２．幕府と伊達家の使節からヌエバ・エスパーニャ副王に

　　提示された覚書　【ＭｏＷ】　※パネル資料

　　（１６１４年３～４月頃ヵ）　１通

 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１３１．フェリーペ３世像　ペドロ・アントニオ・ビダール筆

　　１６１７年　１面 スペイン国マドリード市、プラド美術館

１３２．甲冑　フェリーペ３世所用 ポンペオ・デラ・チェサ作　　

　　１５９０年頃　１領 スペイン国マドリード市、プラド美術館

１３３．支倉常長像　アルキータ・リッチ筆　１６１５～１６１８年　１面

　 　イタリア国、個人蔵

１３４．●支倉常長像（慶長遣欧使節関係資料）　【ＭｏＷ】

　　クロード・デリュエ　１６１５年頃　１面 館蔵

１３５．クロード・デリュエ父子の肖像　ジャック・カロー画

　　１６３２年　１面 個人蔵

１３６．教皇庁日記　パオロ・アラレオーネ著　１８世紀写　１冊

 福岡市博物館

１３７．伊達政宗遣欧使節・ローマ教皇接見記　１６１５年刊　１冊 館蔵

１３８．●ローマ教皇パウロ五世像（慶長遣欧使節関係資料）

　　【ＭｏＷ】　１６１５年頃　１面 館蔵

125．支倉常長書状（和文、レルマ公宛、フェリペ３世披露状）

スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館
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１３９．伊達政宗書状　ローマ教皇パウロ５世宛（和文）

　　慶長１８年９月４日　１通

 ヴァチカン市国、ヴァチカン・アポストリカ図書館

１４０．伊達政宗書状　ローマ教皇パウロ５世宛（ラテン語文）

　　慶長１８年９月４日　１通

 ヴァチカン市国、ヴァチカン・アポストリカ図書館

１４１．牡丹唐草薄蒔絵文箱　江戸初期（１７世紀初期）　１合

 　ヴァチカン市国、ヴァチカン・アポストリカ図書館

１４２．□伊達政宗所用印章　江戸初期（１７世紀初期）　１顆

 　館蔵

１４３．伊達政宗遣欧使節記（伊達政宗遣使録）　イタリア語版

　　シピオーネ・アマーティ著　ジャコモ・マスカルディ刊

　　１６１５年　１冊 館蔵

１４４．慶長遣欧使節ローマ行記　ジャコモ・マスカルディ刊

　　１６１５年　１冊 南蛮文化館

１４５．伊達政宗遣欧使節記（伊達政宗遣使録）　ドイツ語版

　　シピオーネ・アマーティ著　インゴルシュタット刊　１６１７年

　　１冊 館蔵

１４６．伊達政宗遣使録　ドイツ語版　シピオーネ・アマーティ著

　　１６１７年刊　１冊 天理大学附属天理図書館

１４７．支倉常長銅版画　ラファエル・サデレル父あるいは子画

　　１６１５年頃　１点 館蔵

１４８．支倉常長銅版画　１６１５年頃　１点 館蔵

１４９．●ローマ市公民権証書　支倉常長宛

　　（慶長遣欧使節関係資料）　【ＭｏＷ】　１６１５年１１月　１面

 　館蔵

１５０．健康的飲み物に関する論文　フランチェスコ・スカッキ著

　　１６２２年刊　１冊 館蔵

１５１．燗道具　江戸後期（１９世紀）　１基 瑞巌寺

１５２．支倉常長・ソテロ連署書状　ヴェネツィア総督宛

　　１６１６年１月６日　１通

 イタリア国ヴェネツィア市、ヴェネツィア国立文書館

１５３．支倉常長・ソテロ連署書状　ヴェネツィア元老院宛

　　１６１６年２月２４日　１通

 イタリア国ヴェネツィア市、ヴェネツィア国立文書館

１５４．支倉常長書状　スペイン国王宛　【ＭｏＷ】　１６１７年４月２４日

　　１通　 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１５５．聖フランシスコ会跣足派修道士一名によって記された報告書

　　【ＭｏＷ】　１６１６年頃　１通

 スペイン国シマンカス市、シマンカス文書館

１５６．◎本光国師日記　巻二十一　以心崇伝筆

　　元和２年６月１４日条　１冊 金地院

１５７．支倉常長書状　勘三郎宛　（元和４年）６月２２日　１通

　 　東京大学史料編纂所

１５８．●ロザリオの聖母像（慶長遣欧使節関係資料）

　　１７世紀初期　１面 館蔵

１５９．●十字架像（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１個

 　館蔵

１６０．●十字架及びメダイ（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　１組 館蔵

１６１．●十字架（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１口 　館蔵

１６２．●ロザリオ（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　木製３連 館蔵

１６３．●ロザリオ（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　骨製２連 館蔵

１６４．●メダイ残欠（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　６片 館蔵

１６５．メダイ（洗礼者聖ヨハネ）　１９世紀　１口 館蔵

１６６．●レリカリオ（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１口 

 館蔵

１６７．●テカ及び袋（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１具

 　館蔵

１６８．●ディスチプリナ（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　１口 館蔵

１６９．●鞍（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　木製革張り１背 館蔵

１７０．鞍　ヨーロッパ製　１６世紀後半　１背

 　スペイン国マドリード市、王宮武器庫博物館

１７１．●鞍（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１背 館蔵

１７２．●鐙（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　真鍮製　１双

 館蔵

１７３．●鐙（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　鉄製　１隻

　 館蔵

１７４．●四方手（慶長遣欧使節関係資料）　江戸初期か

　　（１７世紀初期）　４箇 館蔵

１７５．●野沓（慶長遣欧使節関係資料）　江戸初期か

　　（１７世紀初期）　１具 館蔵

１７６．●轡（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　２口 館蔵

１７７．●留金具（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１０点 館蔵

１７８．●印章（慶長遣欧使節関係資料）　江戸初期

　　（１７世紀初期）　２顆 館蔵

１７９．●短剣（慶長遣欧使節関係資料）　カスターネ形（護拳付）、

　　クリス形　１７世紀初期　２口 館蔵

１８０．●マント・ズボン（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期

　　１組 館蔵

１８１．●祭服（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１領 館蔵

１８２．●壁掛（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１枚 館蔵

１８３．●縞模様布（慶長遣欧使節関係資料）　１７世紀初期　１枚

　 　館蔵

１８４．駝鳥の卵　１７世紀　１点 個人蔵

１８５．□貞山公治家記録　巻之二十八　元和６年８月２６日条

　　元禄１６年編纂　１冊 館蔵

４　禁教政策とキリシタン文化　

１８６．■豊臣秀吉キリシタン禁制定書　天正１５年６月１９日　１巻

 　松浦史料博物館

１８７．豊臣秀吉朱印状　鍋島飛騨守宛　天正１６年４月２日　１通

 　神戸市立博物館

１８８．殉教三聖人図　スペイン製ヵ　１７世紀中葉　１面

 九州国立博物館
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１８９．伊達政宗書状　柳生又右衛門宛　（慶長１８年）１２月晦日

　　１幅 館蔵

１９０．奥羽キリシタン奉答書　ローマ教皇パウロ５世宛

　　元和７年８月１４日　１通（５通のうち）　

 ヴァチカン市国、ヴァチカン・アポストリカ図書館

１９１．イエズス会士フランシスコ報告書　ペドロ・モレホンら２名宛

　　（１６２２年）月日未詳　１通 館蔵

１９２．石母田大膳宗頼書状案　ルイス・ソテロ宛　（元和９年）

　　７月２４日　１通 天理大学附属天理図書館

１９３．長谷川権六郎藤正書状　石母田大膳宛　（元和９年）

　　閏８月２７日　１通 天理大学附属天理図書館

１９４．キリシタン詮索覚書　（元和１０年）正月２日　１通

 天理大学附属天理図書館

１９５．江戸幕府老中奉書　伊達政宗宛　（寛永１２年）８月２７日

　　１通 館蔵

１９６．支倉六右衛門召仕古切支丹与五右衛門改帳

　　支倉藤五郎常角筆　元禄６年６月晦日　１冊 館蔵

１９７．切支丹不分明者支倉六右衛門死失帳　支倉藤五郎（常角）筆

　　元禄５年１２月１日　１冊 館蔵

１９８．キリシタン処刑者覚書　（寛永１７年ヵ）３月５日　１通

 　天理大学附属天理図書館

１９９．□義山公治家記録　巻之ニ　寛永１６年１２月１９日条　１冊

 　館蔵

２００．日本殉教の精華　カルディム編　１６４６年初版　１６５０年刊　

　１冊 館蔵

２０１．日本におけるキリスト教の勝利　ニコラス・トリゴー著、

　　ラファエル・サドレル画、ミュンヘン刊　１６２７年　１冊

 　神戸市立博物館

２０２．細川忠利自筆絵入書状　松野織部他２名宛　（寛永１５年）

　　３月２２日　１通 天草キリシタン館

２０３．島原一揆夜打覚書　（寛永１５年）　１通 館蔵

２０４．原城図　（寛永１５年）　１枚 館蔵

２０５．■原城攻囲陣営並城中図　江戸初期（１７世紀）　１幅

　 　松浦史料博物館

２０６．原城で発掘された鉄砲弾　（寛永１５年）

 　日本二十六聖人記念館

２０７．◎聖体秘蹟図指物（天草四郎陣中旗）　江戸初期

　　（１７世紀初期）　１旒 天草キリシタン館

２０８．□蓋付椀　桃山～江戸初期（１６世紀後半～１７世紀初期）　　

　　１合 個人蔵

２０９．□ヂシピリナ　ヨーロッパ製　１６世紀末～１７世紀初期

　　１口 個人蔵

２１０．□ロザリオと壺（マリア像）　江戸初期（１７世紀）　５点

　 天草キリシタン館

２１１．十字文瀬戸黒茶碗　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１口 館蔵

２１２．花鳥蒔絵螺鈿聖龕（聖母子像）　桃山～江戸初期

　　（１６世紀後半～１７世紀初期）　１基 南蛮文化館

２１３．マグダラのマリア像　１面 南蛮文化館

２１４．□悲しみのマリア像　１７世紀初期　１面 館蔵

２１５．◎板踏絵　キリスト像（ピエタ）　

　　（長崎奉行所キリシタン関係資料）　日本製　銅牌は１７世紀

　　１個 東京国立博物館

２１６．◎踏絵　キリスト像（エッケ・ホモ）　

　　（長崎奉行所キリシタン関係資料）　日本製　銅牌は１７世紀

　　１枚 東京国立博物館

２１７．◎踏絵　キリスト像（十字架上のキリスト）

　　（長崎奉行所キリシタン関係資料）　日本製　銅牌は１７世紀

　　１枚 東京国立博物館

２１８．絵踏の図（シーボルト『日本』図版編１（初版復刻本）より）

　　※資料パネル　フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト著

　　原本：１８３２～５８年　復刻版昭和５０年　１冊 館蔵

エピローグ　その後の慶長遣欧使節　

２１９．伊達譜　下巻　内藤以貫編　寛文４～１０年頃　１冊 館蔵

２２０．高祖父輝宗曾祖父政宗祖父忠宗記録抜書之五

　　貞享２年提出　９冊のうち１冊 館蔵

２２１．伊達綱基知行宛行黒印状　支倉丹助（常信）宛

　　寛文１０年７月９日　１通 館蔵

２２２．高野家記録　安永三甲午退隠記　秋

　　安永３年７月２３日条　１冊 個人蔵

２２３．遠藤陸郎撮影写真　※資料パネル　明治１７年頃　１８枚

　 　館蔵

２２４．政宗・ソテロ・常長会見図　佐久間徳郎筆　明治　１幅

 　館蔵

２２５．支倉常長像　児島虎次郎模写　明治３９年頃　１面

 　東京藝術大学

207．◎天草四郎陣中旗　天草キリシタン館
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特別展
東日本大震災復興祈念・新潟県中越地震復興１０年

「法隆寺　―祈りとかたち」
　

会　　期　平成２６年３月１日（土）～４月１３日（日）

開催日数　２５年度：２６日間（３月１日～３月３０日）

２６年度：１２日間（４月１日～４月１３日）

合　計：３８日間

観覧者数　２５年度：１９，０３８人（１日平均７３２人）

２６年度：１６，４４０人（１日平均１，３７０人）

合　計：３５，４７８人（１日平均９３４人）

観 覧 料　一般１，３００円（１，１００円）、

　　　　　高校・大学生１，０００円、小・中学生６００円

※１０名以上の団体各１００円引き、（　）内は

前売り料金

主　　催　「法隆寺―祈りとかたち」仙台展実行委員

会（仙台市博物館、河北新報社、ＴＢＣ東

北放送）、法隆寺

後　　援　毎日新聞仙台支局、産経新聞社東北総局、

仙台リビング新聞社、ＮＨＫ仙台放送局、

仙台放送、ミヤギテレビ、ＫＨＢ東日本放送、

DateFM、ラジオ３ＦＭ７６．２、ＩＢＣ岩

手放送、テレビユー山形、テレビユー福島

監　　修　水野敬三郎氏（東京藝術大学名誉教授・新

潟県立近代美術館名誉館長）

特別協力　朝日新聞社

協　　力　日本通運、塩竈港運送

特別協賛　清月記

協　　賛　大伸社、富士通

法隆寺は、天智天皇９年（６７０）の落雷により全焼
したと『日本書紀』に記されており、その再建には
約４０年を要した。その間、金堂中央には釈迦三尊
像、東の間には薬師如来像と聖徳太子に関わる仏像

が安置され、同寺は太子信仰寺院としての性格を強
めていく。以後、法隆寺は各時代を通じて多くの信
仰を集め、１９９３年に日本で初めて世界文化遺産に登
録された。
本展では、法隆寺が大火災から復興して１３００年を

迎える歴史を踏まえ、法隆寺宝物をはじめとする
様々な美術品を一堂に紹介した。また、岡倉天心以
来、宝物の保存と継承に携わってきた東京藝術大学
（東京美術学校）関係者が同寺へ奉納した絵画や工芸
品をあわせて展示した。
なお、本展は仙台市博物館、東京藝術大学大学美

術館、新潟県立近代美術館の３会場で開催する巡回
展であり、当館が最初の会場であった。

展示構成　

第１部：法隆寺―その美と信仰　法隆寺の仏教美術
第２部：法隆寺と東京美術学校
第３部：法隆寺と近代日本美術

印刷物

ポスター　Ｂ２判　１，８００枚、Ｂ３判　７７０枚
チラシ　　Ａ４判　　１３０，０００枚
割引券　　１５０，０００枚
図録　　　Ｂ５判　２１６ページ

関連行事

１　記念講演会
①「聖徳太子の教えと法隆寺の歴史」
講師：大野玄妙氏（法隆寺管長）
　「法隆寺の美術　展示作品を中心に」

Ｂ２チラシ

開会式風景
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講師：水野敬三郎氏（東京藝術大学名誉教授・
新潟県立近代美術館名誉館長・本展監修者）
３月１日（土）１３：００～１５：３０
博物館ホール　参加２３７名
②「法隆寺　祈りと美」
３月８日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加２０２名
講師：長岡龍作氏
　　　（東北大学大学院文学研究科教授）

③しろ・まち講座
「展覧会のみどころ　法隆寺の美術と聖徳太子」
３月２２日（土）１３：３０～１５：００
博物館ホール　参加２０３名
講師：当館学芸員　酒井昌一郎

２　ミュージアムセミナー
３月５日（水）、８日（土）　参加３７名（教員）

３　友の会広報セミナー
３月３日（月）　参加１３９名

４　その他一般団体・学校団体へのセミナー
平成25年度：４件　参加１５３名
平成２６年度：１件　参加５２名
合　　　計：５件　参加２０５名

講演会①法隆寺　大野玄妙氏

展示資料目録
※●は国宝、◎は重要文化財、□は秋田県指定文化財

※所蔵の記載のないものはすべて法隆寺蔵

特別出品　壁画片　法隆寺若草伽藍跡出土　飛鳥（７世紀）

 　１３点

１．◎菩薩立像　飛鳥（７世紀） １軀

２．鋳出如来三尊像　飛鳥（７世紀） １面

３．◎天人（金堂天蓋附属）　飛鳥（７世紀） １軀

４．◎鳳凰（金堂天蓋附属）　飛鳥（７世紀） １軀

５．持国天立像　飛鳥（７世紀） １軀

６．多聞天立像　飛鳥（７世紀） １軀

８．◎阿弥陀三尊像　奈良（８世紀） ３軀

９．●地蔵菩薩立像　平安（９世紀） １軀

１３．◎薬師如来坐像　平安（１２世紀） １軀

１４．◎観音菩薩立像（伝金堂阿弥陀来脇侍）　鎌倉

　　貞永３年 １軀

１５．聖徳太子立像（二歳像）　鎌倉（１４世紀） １軀

１６．◎聖徳太子立像（孝養像）　鎌倉（１４世紀） １軀

１７．◎舞楽面　平安～鎌倉（１０～１３世紀） ５面

１８．◎法華曼荼羅　平安（１２世紀） １幅

１９．聖徳太子像（水鏡御影）　鎌倉（１４世紀） １面

２０．聖徳太子四天王図　鎌倉～南北朝（１４世紀） １幅

２１．飾金具（金堂天蓋付属）　飛鳥（７世紀） ２枚

２２．灌頂幡垂飾　飛鳥（７世紀） ２連

２３．獅子鎮柄香炉　奈良（８世紀） １柄

２５．◎金銅鉢　奈良（８世紀） １口

２６．響銅香水壺　奈良（８世紀） １口

２７．響銅鋺　奈良（８世紀） ３口

２８．響銅皿　奈良（８世紀） １口

２９．◎布薩水瓶　鎌倉～南北朝（１４世紀） １口

３０．文欟木厨子　奈良（８世紀） １基

展示風景
９．国宝　地蔵菩薩立像
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３１．◎布薩手洗　南北朝　建武５年 １口

３５．黄地平絹幡（戊子年銘）　飛鳥　持統天皇２年 １旈

３６．綾幡足残欠　飛鳥～奈良（７－８世紀） ４条

３７．幡足残欠　飛鳥～奈良（７－８世紀） ６条

３８．百万搭・陀羅尼　奈良（８世紀） ５基

４０．◎星曼荼羅　平安（１２世紀） １幅

４１．◎五尊像　鎌倉（１３世紀） １幅

４４．◎聖徳太子勝鬘経講讃図　鎌倉（１３世紀） １面

４５．釈迦十六羅漢図　鎌倉（１４世紀） １幅

４６．不動明王二童子像　鎌倉（１４世紀） １幅

４７．◎蓮池図　鎌倉（１３世紀） ２曲１隻

４８．阿弥陀三尊像　鎌倉～南北朝（１４世紀） １幅

４９．赤童子像　南北朝～室町（１４～１５世紀） １幅

５０．◎十六羅漢図　鎌倉（１３世紀） ８曲１双のうち１隻

５１．聖徳太子像（摂政像）　森鳳聲作　大正１５年 １軀

５２．聖徳太子像（摂政像）　高村光雲作　昭和２年 １軀

５４．聖徳太子像（摂政像）　平櫛田中彫刻・前田青邨彩色

　　昭和３６年 １軀

５５．定胤和上像　高村光雲作　昭和５年 １軀

５６．華籠　牧光弘作　大正１０年 １枚

５７．華瓶　香取秀真作　昭和１５年 ２口

５８．火舎　香取秀真作　昭和１５年 １口

５９．如意　清水南山作　大正１０年 １柄

６０．香合　清水南山作　昭和８年 １口

６１．香合　六角紫水作　大正１０年 １口

６２．□法隆寺金堂壁画模写　鈴木空如筆　昭和７年―昭和１１年頃

　　５幅 大仙市

６３．法隆寺金堂壁画模写　第６号大壁（阿弥陀浄土図）部分　

　　阿弥陀如来像：新井政明筆　勢至菩薩像：高橋新三郎筆

　　観音菩薩像：藁谷実筆　昭和５７年度　３面 台東区

６５．聖徳太子像　安田靫彦筆　大正９年　１幅

６７．聖徳太子図　菊池契月筆　制作年不詳　１幅

 静嘉堂文庫美術館

６９．上宮皇子　安村行雲筆　明治４３年　１幅

 東京藝術大学大学美術館

７０．来迎　武井輝三筆　大正６年　３幅

 東京藝術大学大学美術館

７２．山背王入滅図　生田花朝筆　昭和初期　１幅

７５．聖徳太子像　大村西崖作　明治２６年　１軀

 東京藝術大学大学美術館

７６．聖霊会行列図　文豊筆　大正１０年　１幅

７７．法隆寺夢殿　中川紀元筆　昭和８年頃　１面 中野美術館

７９．法隆寺夕景図（法隆寺暮色）　平塚運一筆　昭和１７年　１面

８１．夢殿桜　中庭煖華筆　昭和２７年　２曲１隻 個人蔵

８２．残照　後藤純男筆　昭和４７年　１面 東京国立近代美術館

８５．観世音菩薩　荒井寛方筆　昭和１９年頃　１幅

 栃木県立美術館

８６．観世音菩薩　太田聴雨筆　昭和３０年頃　１幅 宮城県美術館

８７．炎上　吉岡堅二筆　昭和５１年　１面 　東京国立近代美術館

※番号は展示図録によるものであり、記載のない作品は当館では

展示していない。

１８．重要文化財　法華曼荼羅

５４．聖徳太子像　平櫛田中彫刻・前田青邨彩色
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２．資料の収集保管

国宝「慶長遣欧使節関係資料」の
ユネスコ記憶遺産登録について
　
平成２５年（２０１３）６月１９日、仙台市博物館所蔵の

「ローマ市公民権証書」「支倉常長像」「ローマ教皇
パウロ五世像」（いずれも国宝「慶長遣欧使節関係
資料」のうち）の３点が、スペインから共同推薦さ
れていた使節関係記録９４点とともに「慶長遣欧使節
関係資料」の名称でユネスコ記憶遺産（Memory of 
the World）に登録された。これは、館蔵資料が世界
遺産になったことを意味している。
ユネスコ記憶遺産事業とは、世界のドキュメント

（記録）遺産の保護および利用促進を目的にユネスコ
（ＵＮＥＳＣＯ、国連教育科学文化機関）が行う世界
遺産事業の一つで、１９９２年から開始されている。登
録物件は、２年毎に開催されるユネスコ記憶遺産国
際諮問委員会（ＩＡＣ）で審議され、ユネスコ事務
局長により決定されることになっている。前回審議
が行われた平成２３年（２０１１）時点で、アンネの日記
やフランスの人権宣言など２４５件が登録されていた。
今回、その審議は韓国（光州）で開催された第１１回
国際諮問委員会で行われ、それにより登録物件は
２９９件となった。
平成２４年３月、日本ユネスコ国内委員会は、「慶長
遣欧使節関係資料」と「御堂関白記」（公益財団法
人陽明文庫蔵）の２件を日本国内推薦物件にすると
発表・申請しており、今回ともにユネスコ記憶遺産
として登録された。これは、福岡県田川市から推薦
され、平成２３年に登録された「山本作兵衞炭坑記録
画・記録文書」に続くもので、日本国内では３例目
となる。また、共同推薦されていたスペイン側登録
資料９４点は、日本側が提出する資料３点を補完する
慶長遣欧使節関係の公文書で、国立インディアス文
書館及びシマンカス文書館に所蔵される文書群であ
る。支倉常長書状（スペイン国王フェリーペ３世宛）
や徳川家康及び秀忠の朱印状（国王の側近レルマ公
宛）、使節団への対応に関するスペイン国内での会
議録などからなっている。
当館所蔵の国宝「慶長遣欧使節関係資料」２４件４７
点は、いずれも仙台藩主伊達政宗がヨーロッパに派
遣した支倉常長が持ち帰った遺品で、キリスト教関

連資料だけでなく、さまざまな文物が含まれている
のが特徴である。キリスト教に対する禁教と弾圧の
時代を生き延びたこれらの資料群は、仙台藩と海外
との交流を今に伝える貴重な生き証人であるのみな
らず、日本初の日欧外交使節に関わる資料としても
高く評価されており、平成１３年（２００１）に国宝に指
定されていた。今回登録された３点は、日本の使節
が直接ローマ教皇パウロ５世らに謁見し、その交渉
過程の中でもたらされたものであり、いずれもユネ
スコ記憶遺産の基準を満たし、登録にふさわしいと
評価を受けたものである。これらの資料は、鎖国直
前の日欧交渉の様子を直接伝える記録であるととも
に、大航海時代における東西文化圏の外交史上ある
いは文化交渉史上、一級の遺産であるとの理由から
登録にいたった。
「日本の宝」から「世界の宝」へと評価が高まった
当該資料を、今後とも後世に永く伝えていくととも
に、その歴史的意義を日本のみならず広く世界へと
発信していくことが、今後ますます重要な意味を
もってくるように思われる。

受贈資料

平成２５年度は１３の個人及び団体から１５３件１５７点の資
料の寄贈を受けた。
※寄贈者（敬称略）／資料名／数量の順に記載
中嶋成夫／「仙台領分名所手鑑」伊達宗村書、狩野
栄川画／１点
株式会社アイショウ／黒漆五枚胴具足／１点
佐藤勝五郎／留守景宗判物　遠藤弥左衛門尉宛　天
文１４年１２月１６日／１点
宮城紀美／千葉あやの作　麻地正藍染糸菊文単衣ほ
か／２件２点
齋藤隆／伊達政宗書状　牟宇姫宛　（年月未詳）廿三
日／１点
武市通則／高木善次郎正成書状　武市佐左衛門宛
（元和元年・１６１５）１２月２６日／１点
松本昭彦／鈴木家系図／１点 
石母田晃／石母田家資料（古文書）／８３件８３点
石森寿幸／佐伯家系譜書　大正丁巳６年３月１５日　
ほか／２件２点
齋藤常正、Martin Janal／伊達邦宗写真ほか／７件
７点
庄司眞／「山水図」渡辺玄対筆／６件９点
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桑島和典／桑島家資料（古文書）ほか／４６件４６点
藤縄達夫／百万塔　附陀羅尼／１件２点

下記の資料は、平成２３年度に寄贈されたが、２３年度
の年報に記載していなかったため、本号に記載する。
勝又紳一郎／江之島児淵眺望・金沢能見堂眺望図衝
立　司馬江漢筆／１基

購入資料

本年度は１件３点の資料を購入した。
※資料名／数量の順に記載
「海国兵談」（稿本）　林子平著／３冊

寄託資料

平成２５年度、当館では１１３人９７７９件の寄託を受け付
けた。

資料修理

平成２５年度は７件５６点の修理を行なった。
１　改装
　伊達朝宗画像（伊達家寄贈文化財）　１幅　
２　裏打ち
　奥州仙台領白石城並城下絵図（片倉家資料）　１鋪
　日新館絵図（片倉家資料）　１鋪　
３　修理
　明治元年現状仙台城市之図　１面
　聖徳太子孝養像　伊達吉村筆　１幅
４　浮世絵台紙貼り
　月岡芳年画および歌川豊国三世画　１枚２５点
　３枚続２５点
５　被災ミュージアム再興事業による修理
江之島児淵眺望・金沢能見堂眺望図衡立
司馬江漢筆　１基

資料保存

　市民の貴重な財産である文化財を保存し、次の世
代に継承するため当館では収蔵庫及び展示室におい
ては適切な温度と湿度を保ち、紫外線をカットした
蛍光灯およびＬＥＤを使用している。
　また虫菌害対策としては、以下のように１加害生

物及び浮遊菌調査や２くん蒸による殺虫・殺菌処理
を行った。
１　加害生物及び浮遊菌調査
　目的：歩行性昆虫の種類と侵入経路の特定
　　　　塵埃・浮遊菌の数量把握
　実施日：①平成２５年８月７日～８月２１日
　　　　　②平成２５年１０月９日～２３日
　　　　　③平成２５年１２月１１日～２５日
　　　　　④平成２６年２月５日～１９日
　調査方法：粘着トラップで歩行性昆虫を捕獲。

菌類はエアーサンプラーによる採集と
培養による系統同定。

調査場所：展示室・収蔵庫など館内２２６箇所に粘着
トラップを設置。同じく２５箇所におい
てエアーを採取。

効果：調査結果をうけ加害生物の侵入を防ぐため
の対策を講じた。昆虫の侵入が認められた
箇所を含む整理整頓と清掃を行い、さらに
侵入経路の遮断を行った。また上記期間以
外にも数箇所に粘着トラップを設置し、継
続的に侵入状況を観察した。

２　くん蒸庫におけるくん蒸
目的：新規収蔵資料や一時預り資料、借用資料等

のうち虫菌害を及ぼす恐れのある資料の殺
虫・殺菌。

　実施日：①平成２５年４月１３日～１９日
②平成２５年８月１８日～２２日
③平成２５年５月１８日～２１日
④平成２５年９月２１日～２５日
⑤平成２６年２月２１日～２５日

方法：すべてエキヒュームＳ（酸化エチレン製剤）
ガス投薬による密閉くん蒸。

効果：供試虫・供試菌はいずれも殺滅され、殺虫・
殺菌効果は１００パーセントと判定された。

その他：各回とも環境への影響に配慮し、使用ガ
スの屋外排気にあたっては活性炭に有害
物質を吸着させて排気を行った。

資料の貸出

本年度は１３館に５１件６４点の資料貸出を行った。
※貸出先／目的／資料名／期間の順に記載
仙台市歴史民俗資料館／特別展「おやつ～今や昔の
甘味事情」／百人一首の落雁型（石橋コレクショ
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ン）等　２件２点／平成２４年１０月１７日～４月１９日
府中市美術館／「かわいい絵画」展／花鳥押絵貼屛
風　東東洋筆等　７件８点／平成２５年２月２７日～
５月９日
米沢市上杉博物館／特別展「戦国のメモリー～合戦
図屛風と上杉の記録と」／伊達政宗書状　文禄２
年３月１４日（伊達家寄贈文化財）等　１４件２０点／
平成２５年３月１４日～６月２２日

一関市博物館／テーマ展「お姫様のお国入り－イギ
リスに渡った一関藩の風景画」／塩竈松島図巻等
３件３点／平成２５年４月１０日～６月２５日

サントリー美術館／特別展「生誕２５０年　谷文晁」
／松島真景図巻　谷文晁画等　８件１１点／平成２５
年６月１８日～９月１１日
東京国立博物館／特別展「和歌の書」／重要美術品
萩に鹿図屛風等　２件３点／平成２５年６月２４日～
９月２４日
郡山市立美術館／文化講座アート・テック「モノを
みる力―若冲登場」／高精細複製品　白象黒牛図
屛風（原品：長沢芦雪筆　エツコ＆ジョー・プラ
イスコレクション）　１件２点／平成２５年７月２２
日～７月２５日
多賀城市教育委員会／企画展「仙台藩準一家天童氏」
／貞山公治家記録巻十二等　３件３点／平成２５年
１０月７日～１２月１７日

徳島城博物館／特別展「狩野栄川院と徳島藩の画人
たち」／唐獅子図屛風　狩野典信筆等　４件５点
／平成２５年１０月８日～１１月２７日

大阪歴史博物館／特別展「戦国アバンギャルドとそ
の昇華　変わり兜×刀装具」／　重要文化財　黒
熊毛椎形兜等　２件２点／平成２５年１０月２２日～平
成２６年１月３日

東京国立博物館／「人間国宝展－生み出された美、
伝えゆくわざ」／縞地仙台平袴　小松家作等　３
件３点／平成２５年１２月１２日～平成２６年３月７日

佐野美術館／特別展「戦国アバンギャルドとその昇
華　変わり兜×刀装具」展／　黒漆五枚胴具足　
伊達政宗所用　菅野重成拝領　１件１点／平成２６
年１月４日～平成２６年２月１９日

茨城県立歴史館／特別展「常陸南北朝史－そして動
乱の中世へ－」／　伊達行朝像　１件１点／平成
２６年１月１６日～３月２５日
 

写真資料の貸出・利用

当館では写真資料の貸出と利用に応じている。申
込は２５７件７４２点であった。
「重要文化財　黒漆五枚胴具足　伊達政宗所用」は
のべ２６回、「国宝　支倉常長像」はのベ７７回の利用が
あった。

国宝　支倉常長像　ユネスコ記憶遺産

重文　黒漆五枚胴具足
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22，０５４古文書、絵画、工芸等伊達家寄贈文化財
５2支倉常長像、ローマ教皇パウロ五世像等慶長遣欧使節関係資料
2１糸巻太刀、黒漆地葛蒔絵文箱等瑞鳳殿発掘資料
１３具足、旗、刀剣、古文書等青木家資料
４４６教育、ギリシャ正教・自由民権運動関係文書安久津成清関係資料
３０古文書、書簡、写真、法服浅尾哲次関係資料

３，３６７古堤人形、古三春人形、古相良人形、古花巻人形等足立孔コレクション
３，2８６絵画、浮世絵、古書籍、古文書阿部次郎コレクション
１，０７７絵画、古書籍、具足、刀剣、工芸等伊澤家コレクション
１７東北の陶磁器石川洽行コレクション
５０１飴売り風俗人形、駄菓子模型石橋幸作コレクション
８４絵画、書跡、屛風石原謙太郎コレクション
８３古文書等石母田家資料
７2４近代資料等板橋次郎関係資料
７０８浮世絵、陶磁器等和泉幸一郎コレクション

１，１３６書跡大久保良雄コレクション
◇１１，０００古文書等岡家資料

７９１古文書、古記録、古写真等小野家資料
１，８2６土人形、郷土玩具等小野台蔵コレクション
４８７小紋染胴服、陣羽織、書状等片倉家資料
４６古文書、古記録金子家資料
◇５３７拓本、写真等亀田孜コレクション

１０３絵画、開成丸関係資料亀田兵治コレクション
2４７具足、工芸、服飾、古文書等菅野家資料
◇３４０書籍、絵画等菊田定郷コレクション

５22仙台平袴、裂地、絵画、陶磁器、刀剣等甲田コレクション
１７８切込焼、東北の陶磁器古賀孝コレクション
６０古文書等国分家資料
９１古文書、書跡、古写真小関家・新井奥邃関係資料
2５５絵画、工芸、書跡ゴトウコレクション
１０仙台平等裂地小松家資料
１22絵画、書跡、土人形佐藤明コレクション
３０１古文書、古記録、自由民権運動関係資料佐藤家資料
５2０茶道具等佐藤宗鶴コレクション
３，2９１古銭、中国絵画佐藤半兵衛コレクション
３，０５2古書籍、古記録等尚文館コレクション
１３４具足、古文書等鈴木家資料
◇３，０４８浮世絵大宮司雅之輔コレクション

１９2古文書、古記録、服飾、工芸武田家資料
2９３古文書、古記録、具足武市家資料
４０５古文書等千田家資料
４０７古文書、絵画、具足、刀剣等角懸家資料
４３2林子平関係資料、古文書、古記録中村徳重郎コレクション
2５０陶器、絵画等新井田コレクション
１１４絵画、書跡、刀剣新津宗助コレクション
１５７古文書、古記録、濱田景隆遺品濱田家資料
９４古文書、絵画、肖像写真林家・大槻家関係資料
１９６浮世絵、近世絵画林信夫コレクション
◇３４３藤塚知明、林子平関係資料等藤塚家資料

５３９古文書、古記録、絵画朴沢家資料
３，４１６古堤人形、古三春人形、古花巻人形、古相良人形等本出保治郎コレクション

◇2４５古文書、古記録、絵画等松川家資料
４，８５６古文書、古書籍、古写真、絵画、玩具等三原良吉コレクション
2５東北の陶磁器横山文夫コレクション

（一括）古文書、輿、絵画等仙岳院関係資料
３５３書跡、文芸等書跡
2，５９５埋木細工、服飾、刀剣、具足、陶磁器、古土人形、独楽等工芸
９2１絵画絵画
４１４土器、石器等考古資料
▽１５，９９４古文書、古書籍、古記録、絵図、地図、貨幣、地券状、写真、近代資料等歴史資料

総計　９2，８０１点
（新規収蔵資料２５４点。整理完了分含む。ただし仙岳院関係資料を除く）

表２　収蔵資料一覧 平成２６年３月３１日現在

点数は資料整理状況により、前年と著しく異なっている場合がある。
◇整理が完了した点数のみを記載 ▽資料の一部を市史編さん室に移管
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表３　当館収蔵指定文化財一覧

仙台市指定文化財
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和４４年７月３１日１幅紙本著色伊達政宗画像（狩野探幽筆・伊達政宗筆和歌短冊貼込）絵 画
昭和５１年７月１日２隻菊絵和歌屛風絵 画
昭和５１年７月１日６曲半双躑躅ケ岡花見図屛風絵 画
昭和５１年７月１日１幅菅井梅関　水亭午翠図絵 画

昭和６０年９月４日１双
６面
４面

仙台城旧本丸及二ノ丸御殿障壁画
　紙本著色葵図（２曲屛風）
　紙本金地著色花木図
　紙本金地著色松に山鳥図（東東洋筆）

絵 画

昭和６０年９月４日３１幅２面仙台藩歴代藩主及夫人肖像画絵 画
昭和６０年９月４日３幅絹本著色霊昭女、牡丹、芙蓉図（伊達綱宗筆）絵 画
昭和６０年９月４日１幅紙本著色河図之図（東東洋筆）絵 画
昭和６０年９月４日１面銅板油彩悲しみのマリア像絵 画
平成７年３月2３日６幅瀟湘八景図（雪村周継筆）絵 画
昭和６０年９月４日１１領仙台藩歴代藩主所用具足工 芸 品

昭和６０年９月４日

１具
１領
１領
１領
１腰
１腰
１腰
１条

服飾類（伊達政宗所用）
　白綾地竜胆立涌浮模様狩衣
　白絹地小袖
　藍平絹地直垂
　紫羅背板地五色水玉模様陣羽織
　表袴
　大口袴
　錦織唐草文竹に雀紋入野袴
　白綾地鶴印金帯

工 芸 品

昭和６０年９月４日１領孔雀羽根織込陣羽織（伊達重村所用）工 芸 品

昭和６０年９月４日

６１筒茶杓　仙台藩歴代藩主作
　伊達政宗作　２筒
　伊達忠宗作　２筒
　伊達綱宗作　６筒
　伊達綱村作　７筒
　伊達吉村作　３６筒
　仙台藩主作　７筒　（以上茶杓箪笥入）
　伊達忠宗作　１筒

工 芸 品

宮城県指定文化財
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

平成５年１2月2４日６曲１双
２曲１双仙台城本丸大広間障壁画扇面図絵 画

平成2４年５月１日１箇土偶／鍛冶沢遺跡出土考古資料
平成2０年５月２日１軸国絵図　正保年間奥州仙台領絵図（写）歴史資料

国指定文化財（重要文化財）
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和５３年６月１５日１領小紋染胴服工 芸 品

昭和５４年６月６日１領
黒漆五枚胴具足　兜・小具足付（伊達政宗所用）
　附　黒羅紗地裾緋羅紗山形文陣羽織　１領
　　　旗　　　　　　　　　　　　　　１旒

工 芸 品

昭和５４年６月６日１領

銀伊予札白糸威胴丸具足　兜・小具足付
　附　兜巾　１頭
　　　頭巾　１頭
　　　団扇　３握
　　　軍扇　２握

工 芸 品

平成３年６月2１日１2条
帯（三沢初子所用）
　　附　総鹿子裂　　　　　　　　２枚
　　　　入日記（正徳２年４月）　１通

工 芸 品

平成１５年５月2９日１冊塵芥集書 跡

平成2６年３月３１日現在国指定文化財（国宝）
指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

平成１３年６月２２日４７点慶長遣欧使節関係資料歴史資料
※慶長遣欧使節関係資料のうちローマ市公民権証書・支倉常長像・ローマ教皇パウロ五世像の３点はユネスコ記憶遺産
（平成2５年６月１９日登録）
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指定年月日員　数資　　　　料　　　　名項　目

昭和６０年９月４日１個
１個

仙台城旧本丸御殿金具
　魚々子地菊桐紋釘隠
　魚々子地唐草文釘隠

工 芸 品

昭和６０年９月４日
１面花鳥山水文孔雀羽雪薄紋散蒔絵十三弦琴

「元禄貮己巳年石村近江守忠貞二月吉日」の銘がある
　　附　黒漆松竹梅鶴亀蒔絵琴箱　１合

工 芸 品

平成２０年３月２４日１領黒漆五枚胴具足（伊達政宗所用・菅野正左衛門重成拝領）工 芸 品
平成２０年３月２４日１領朱皺漆六枚胴具足　三宝荒神形兜付（伝上杉謙信所用）工 芸 品

平成２０年３月３４日１口脇差
　附　金梨地葵紋拵工 芸 品

平成2４年１2月2１日１具葵紋菊蒔絵耳盥工 芸 品
昭和５１年７月１日２冊晴宗公采地下賜録古 文 書
昭和６０年９月４日22７顆印章（仙台藩歴代藩主所用）古 文 書
昭和６０年９月４日６９６冊伊達治家記録（仙台市博物館本）古 文 書
昭和６０年９月４日2６８冊伊達世臣家譜及続編（仙台市博物館本）古 文 書

昭和６０年９月４日
１冊

９巻９冊
１０巻１４冊

１冊

伊達出自正統世次考（仙台市博物館本）
　伊達出自正統世次考首巻
　伊達出自世次考
　伊達正統世次考
　伊達出自正統世次考系図
　　附　御代々考考證　遊佐好生筆　１０冊

古 文 書

昭和６０年９月４日８枚林子平自筆写本絵図分類
　附　六無斎遺詠　１冊古 文 書

昭和６０年９月４日一括支倉家文書古 文 書

昭和６０年９月４日

一括伊達政宗墓所出土品
　糸巻太刀刀身　　　　　　　　１口
　糸巻太刀拵　　　　　　　　　１腰
　黒漆葛蒔絵文箱　　　　　　　１合
　青龍付文鎮（文箱内容品）　　　１点
　墨（文箱内容品）　　　　　　　１挺
　黒漆白梅蒔絵箱　　　　　　　１合
　梨地菊蒔絵箱　　　　　　　　１合
　黒漆鉄線蒔絵香合　　　　　　１合
　梨地梅笹蒔絵硯箱　　　　　　１合
　筆入（硯箱内容品）　　　　　　１点
　墨（硯箱内容品）　　　　　　　１挺
　硯（硯箱内容品）　　　　　　　１面
　水滴（硯箱内容品）　　　　　　１点
　梨地煙管箱　　　　　　　　　１合
　煙管羅宇（煙管箱内容品）　　　２点
　梨地菊蒔絵印籠　　　　　　　１具
　皮袋　　　　　　　　　　　　１点
　慶長１分金（皮袋内容品）　　　３枚
　携帯用磁石（皮袋内容品）　　　１点
　金製ブローチ（皮袋内容品）　　１点
　練玉（皮袋緒締）　　　　　　　１点
　銀製服飾品　　　　　　　　　１点
　円鏡　　　　　　　　　　　　１点
　毛抜　　　　　　　　　　　　２点
　雲母製菜板　　　　　　　　　５枚
　葵紋金製菜板　　　　　　　　１枚
　金具　　　　　　　　　　　　一括
　残欠類　　　　　　　　　　　一括　

考古資料

平成１１年２月１日１巻仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図歴史資料
平成１１年３月2３日４８件玉蟲左太夫「航米日録」及び関係資料歴史資料
平成１2年４月2８日１鋪仙台城下絵図（推定天明６～寛政元年）歴史資料
平成１2年４月2８日１面明治元年現状仙台城市之図歴史資料

平成１３年３月22日１幅伊達政宗和歌詠草「入そめて」
　附　春慶塗印籠蓋造箱  １合歴史資料
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３．教育・普及

講座・イベント

１．リピーター勧誘イベント

　「よろいのシールをあつめよう！」

シール・台紙配布　　４月１日（日）～継続中
配布場所　　情報資料センター

歴代仙台藩主のよろいシールを作成し、希望があ
れば常設展観覧者１名に付き、シール１枚を配布す
るキャンペーンを継続。
シールを全種類集めた参加者には特典（政宗のよ
ろいクリアファイル）を進呈した。
変身タイムなどの博物館主催イベント参加者に対

し、シールを２枚渡すなどのキャンペーンを実施した。

２．博物館七夕飾り

平成２５年７月９日（火）～８月１８日（日）
 エントランスホール
柳生地区（仙台市太白区）に伝承されてきた柳生
和紙を使用し、七夕の竹飾りを飾った。吹き流しを
中心に、仙台七夕の七つ道具（吹き流し・短冊・紙
衣・千羽鶴・巾着・
投網・屑籠）を作り、
展示した。短冊は、
プレイミュージアム
にて事前に来館者に
願いを書いていただ
いたものを使用した。

３．仙台っ子歴史探検隊

仙台っ子歴史探検隊①「伊達政宗を探検しよう！」

平成２５年８月２４日（土）　１３：３０～１５：００
 講習室・常設展示室　　参加１１名
小学生４年生から６年生を対象に、仙台の歴史と

文化に親しみながら、地域理解を深めることを目的
として実施しているイベント。
１回目の探検は、「展示室のクイズラリー」と「政

宗のよろい調べ」を行った。子どもたちを２つのグ
ループに分け、博物館実習生をリーダーとしてそれ
ぞれに配置した。「クイズラリー」では、メンバーと
話し合いながら真剣に問題に取り組む姿が見られ
た。また、「よろい調べ」では実際によろいを身に付
けてみたり、気が付いたことをグループごとに発表
したりするなど、楽しく活動していた。

仙台っ子歴史探検隊②「政宗の人生を探検しよう！」

平成２５年１０月１４日（月・祝）　９：３０～１２：００
 講習室・常設展示室・特別展示室　　参加７名
２回目の探検は、「展示室のクイズラリー」と「政

宗・常長の寸劇」を行った。特に、政宗の人生にス
ポットを当て、慶長遣欧使節としてヨーロッパに
渡った支倉常長との関わりについて学習した。
ペアやトリオになって、展示室で「支倉常長像」

「パウロ五世像」「ローマ市公民権証書」などの資料
を見学しながら、クイズに回答した。今回は子ども
たちとともに、保護者もクイズラリーに参加した。
その後、慶長遣欧使節を派遣した政宗の思いや常

長の思いを考えてワークシートに記入した。そし
て、保護者たちが見守る中、政宗役と常長役に分か
れて寸劇を行った。当時の２人の思いを考えながら
演じる中で、楽しく学ぶことができた。

特典進呈新規参加者年度

    28人    379人H25

表４　参加数
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６．しろまち講座１５～１９

仙台城と城下町仙台についての理解を一層深める
ために講座を実施した。いずれも１３：３０～１５：００、
ホールで開催した。

７．生涯学習推進（館内講師・館外講師派遣）
団体・機関などからの依頼を受けて、学芸員等の

館職員が講話を行った。依頼により、館内で行う場
合と館外で行う場合とがあった。
下表は、当館で受理された「講師派遣申込書（館

内・館外）」を基に作成した講師派遣状況である。な
お、学習推進という観点から、学校関係を対象とし
た講師派遣（館内・館外）は、ここでは除外した
（学校関係については、「学校教育との連携」の頁を
参照）。

４．親子体験イベント

夏休み工作教室

「からくり玩具　ぺたくたをつくろう」　

平成２５年７月２８日（日）　１０：００～１２：００
 講習室　　参加４５名（子供２４名、大人２１名）　
小中学生を対象とした夏休みの工作教室を行っ
た。今年度は「ぺたくた」と呼ばれる、面を傾ける
とぱたぱたと面が変わっていく、からくり玩具を製
作した。親子で協力しながら製作し、最後は皆で楽
しく遊ぶ姿が見られた。

５．企画・特別展関連イベント

企画・特別展を、より多くの市民に見学してもら
うことを目的としたイベント。これらのイベントを
通して、博物館をより身近に感じてもらうことがで
きた。
仙台市博物館と伊達武将隊からの挑戦状！
「クイズに参加してステージを見よう♪」

平成２５年６月９日（日）　９：００～１２：００
 展示室、ホール
 クイズ参加者２２３名、ホール観覧者２００名
伊達武将隊と連携し、展示室でクイズラリーを
行った。クイズの答え合わせは、伊達武将隊が担当
し、クイズ参加者にはホールでの武将隊ステージを
観覧できるという特典を用意した。親子での参加が
多く、クイズを解いた子どもたちにはプレゼントも
準備した。
ステージ終了後、好天の中イベント広場で武将隊
との記念撮影を行い、多くの参加者が撮影を楽しん
だ。

表５　平成２５年度　しろまち講座

参加者講師　・　演題月日N０.

　２８１人水野沙織（当館学芸員）
「１３人の仙台藩主」　

５／２５
（土）１５

　１４１人
酒井昌一郎（当館学芸員）
「近江巡礼　滋賀の風景と
　　　　　文化財の魅力」

８／１０
（土）１６

　１０１人
樋口智之（学芸室長）
「仙台藩に関わる　　
　　肖像画と画家たち」

９／１４
（土）１７

　２１８人佐々木徹（当館学芸員）
「伊達政宗と慶長遣欧使節」

１１／９
（土）１８

　２０２人
酒井昌一郎（当館学芸員）
「展覧会のみどころ紹介
　　　法隆寺と聖徳太子」

３／２２
（土）１９

対象人数件数講師派遣（館内・館外）

４，０５５人１０２件館 内 講 師
○企画展、特別展の解説

３，４８２人４１件館 外 講 師
※市政出前講座も含む

７，５３７人１４３件合　 計

表６　平成２５年度館内外講師派遣状況
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プレイミュージアム

プレイミュージアムは、「博物館を存分に楽しん
でもらいたい」という意図のもとに命名された展示
室である。当室には歴史や文化を体験できる様々な
資料が展示されており、利用者はそれを手に取って
自由に遊ぶことができる。「遊びの素材」の中から取
捨選択し、面白さを発見するのは幅広い年齢層の利
用者である。この部屋のミュージアム・アシスタン
ト（１名）と解説ボランティアがその手伝いをして
いる。
プレイミュージアムで提
供している遊びには、常時
利用できる物と、時期を
限って利用できる特定の
テーマをもった物の２種類
がある。当室では前者を常
設展示、後者をイベントと
称している。

１．常設展示
当室では、通常、利用者の行動を「観る・動かす
音を出す・うつしとる・変身する・はかる・織る・編
む・考える・学ぶ」の１０に分類している。

以上は、購入、委託製作、当室製作からなる
１　入場者数
平成２５年度　４１，２０３人　
２　配布物

※②展示物の透過写真等を写しとるため
※④イベントで配布したものを除いたもの

３　破損、修理状況

資料を大切に扱っていただくことの啓発を兼ね
て、簡単な修理はできるだけ利用者の前で行った。
４　デジタルデータの活用

来館者用情報提供システムとは、Ｑ＆Ａ形式で歴
史や文化に関わる様々なトピックを紹介しているシ
ステムである。より多くの来館者に利用してもらう
目的で、同システムは情報資料センターにも設置さ
れている。 

輪島塗蒔絵工程見本／板木の見本／錦絵（東海道
五十三次）／絵巻物の複製ミニ版（鳥獣人物戯画
ほか）／和綴じの昔の絵本（まるづくしほか）／
縄文土器（複製）／土人形（つつみ・相良ほか）
／木地玩具（江戸独楽・木下駒・八幡馬・三春駒
ほか）／張子（仙台・三春ほか）／凧／紙芝居

観
る

手毬／お手玉／紙風船／けん玉／羽子板／郷土玩
具（江戸独楽・ぺたくた・藍づきお蔵・餅つき兎・
牛若と弁慶・浜北風車・お化けの金太・鳩車・米
つき鼠・かっぱのすいか喰らい・ずぼんぼほか）
／茶運び人形／日立風流物操り人形

動
か
す

箏／法螺貝／銅鐸／神楽鈴／五鈷鈴／拍子木／び
んざさら／擬音（雨うちわ・各種鳥笛ほか）／郷
土玩具（犬山でんでん太鼓・庄内板獅子・巴波の
鯰・土佐の鳴子・土鈴類ほか）／手作り楽器

音
を
出
す

収蔵品の透過写真や復刻版の浮世絵（ト
レーシングペーパーを使用）

平面写
し
取
る 複製の縄文土器（型取器を使用）立体

物差し（曲尺・鯨尺ほか）／ウォーキン
グメジャー

長さ
は
か
る 枡（一升・五合・一合）／軽量カップ量

ヘルスメーター／台秤重さ

政宗具足／政宗かぶと／秀吉具足／山
形文様陣羽織／常長の衣装／桃山時代
様式の打掛・小袖

十二単着せ替え人形／ 草  鞋 ／お面（仙台
わら じ

張子）／手拭

複製や
復元品

その他

変
身
す
る

二挺天府式和時計

ゆがみ絵／トロンプルイユ（だま
し絵）／ゾートロープ／反射式覗
き眼鏡／世界七不思議アナモル
フォーシス／鞘絵／立体眼鏡／
万華鏡類

投扇興／盤双六／貝合せ／投壺
／絵双六／将棋／碁／カルタ

組木パズル／大型パズル／伊達
政宗ジグソーパズル／戦国時代
パズル／草木染さいころパズル
／清少納言の智恵の板／マグ
ネット式政宗具足シート／触覚
パズル／ピクチュアパズル日本
地図

からくりの復元

アイ・トリック

ゲーム

パズル

考
え
る

来館者用情報提供システム／各種図書学
ぶ

表７　平成２５年度主な常設展示資料

百足編み
花結び

編
む

平織機（カランコ）
織りの組織見本

織
る

Ｈ２５配　布　物（枚）
２，２９４①よろいのワークシート
１８②トレーシングペーパー
６６③折紙
５７④テキスト

Ｈ２５状　　　況（点）
０破損や汚れのための撤去
２４紛失
８７修理による復帰
１修理不可能での廃棄
２２同種で交換や追加したもの
１新規展示

Ｈ２５システム名
７，３２７来館者用情報提供システム
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２．イベント
１　変身イベント「変身タイム１３３０」

よろいや小袖などを着て変身するイベント。以下
の内容で年３回実施している。
１　館内での変身タイム
第１回「政宗・秀吉のよろいを着てみよう！」
●伊達政宗所用黒漆五枚胴具足（重文）の複製
●豊臣秀吉所用銀伊予札白糸威胴丸具足（重文）
の複製

平成２５年６月２日（日）１３：３０～１５：００

第２回「政宗のよろいと陣羽織を着てみよう！」
●伊達政宗所用黒漆五枚胴具足（重文）の複製　
　●伊達政宗所用山形文様陣羽織（重文）の複製　
　　（一部復元）
平成２５年９月２８日（土）１３：３０～１５：００

第３回「桃山時代のお姫様や支倉常長に変身！」
●打掛・小袖または支倉常長の衣装（復元）
平成２６年２月２２日（土）１３：３０～１５：００

平成１４年度から上記の内容で年３回実施してい
る。戦国ブームやアニメキャラクターなどの影響も
あって、子どもから高齢者まで幅広い世代の応募が
見られる、人気の高いイベントである。平成２５年度
は政宗のよろいの着付け希望者が多く、定員の２倍
を超える応募があった。

２　特別イベント

イベントを企画する際の原則は以下の通りであ
る。
１　入室には常設観覧料を必要とするため、イベン
ト参加を目的に訪れる利用者に配慮し、材料費無
料とし、用具などの必要なものはすべて用意す
る。

２　表示やテキストを見ながら、できるだけ自分で
できる内容とする。

３　内容は以下に分類されるものを取り上げる。

●常設展示資料に焦点をあてたもの

○年中行事や季節にあわせたもの

◎特別展や企画展にちなんだもの

参加内訳
応募募集回

聴講者合計子供大人
４２１２７５２７１２１

H２５
２６８５３３０８２
２０９３６９２５３
８８２９１５１４６６４５計

表８　参加者（人）（子供は中学生以下）
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表９　平成25年度特別イベント一覧

内　　　容参加者期　間
◎若冲に挑戦！マス目ぬり絵パズル

・特別展に出品される伊
藤若冲の「鳥獣花木図屛
風」をモチーフに、ぬり
絵で「マス目描き」を体
験しながら、オリジナ
ルのパズルに仕上げた。
ユニークな表現技法で
ある「マス目描き」に触
れることで、特別展へ
の関心を高め、江戸絵
画に関する理解を深め
てもらった。

大人　990人
子ども924人
計 　1,914人

３／１（金）
～５／６
（月・祝）
60日間

◎和綴じで歴代藩主集め
・日本の伝統的な本の綴
じ方である「四ッ目綴
じ」の方法で、和装本を
つくった。日本の伝統
的な本の綴じ方である
「和綴じ」を体験させる
ことで、来館者の企画
展に対する関心を高め
るとともに、日本の伝
統文化について理解を
深めてもらった。

大人　294人
子ども134人
計　　428人

５/21（火）
～６/30（日）
36日間

○短冊に願いを…
・和紙で短冊を作りなが
ら、七夕を迎える楽し
さを味わうイベント。
柳生和紙の短冊に願い
事を書き、笹竹（造花）
に結んでもらった。

380枚７/９（火）
～８/４（日）
24日間

◎白描画を楽しもう
・特別展に展示されてい
る仏像、または絵巻物
に描かれている動物が
薄く印刷されたハガキ
大の紙を、筆ペンでな
ぞり描きした。日本美
術の伝統的な技法であ
る「白描」で、展示資料
などを描く体験を通し
て、展示資料に興味を
持ってもらい、地域の
歴史や伝統について理
解を深めてもらった。

大人　436人
子ども442人
計　　878人

７/12（金）
～８/25（日）
40日間

◎慶長気分でオリジナルアクセサリー
・慶長遣欧使節関係資料
に見られるメダイなど
をモチーフに、銅板レ
リーフでアクセサリー
をつくった。展示資料
を描き、銅版レリーフ
でアクセサリーをつく
ることを通して、展示
資料に対する関心を高
め、地域の歴史や慶長
遣欧使節関係資料等に
ついて理解を深めても
らった。

大 人 330人
子ども468人
計　　798人

10/４（土）
～11/17（日）
40日間

○とべとべ！するめてんばた
・郷土に伝わる玩具の一
つとして「するめてんば
た」を取り上げ、製作を
通して来館者に宮城県
の伝統文化について理
解を深めてもらった。

大 人　29人
子ども139人
計　　168人

12/17（火）
～１/26（日）
29日間

○折りびなで桃の節句
・和紙を使い、男女２体
の折り雛を作るイベン
ト。日本の年中行事や
伝統文化について理解
を深めてもらった。

大人　61人
子ども24人
計　　85人

２/４（火）
～３/２（日）
23日間
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情報資料センター
　
博物館には、資料の収集および調査・研究に伴っ
て膨大な情報が蓄積され、その提供手段は主に展示
活動であるが、それを補足するために図書や映像な
どといった二次資料のかたちで提供する場が必要と
なってくる。一方、歴史的分野における市民の自主
的な学習を通した生涯学習支援は、博物館の教育普
及活動の重要な要素であり、情報資料センターを実
践の場と位置付けている。
当センターは、利用者のニーズにも対応できるよ
う運営されている。ミュージアムアシスタント２名
（うち司書１名）が、利用案内と質問の受付にあた
り、専門的な回答を要するものについては、各担当
学芸員に引き継いでいる（利用状況は表１０参照）。
　
提供資料

１．図書資料
当センターで自由閲覧を可能とした部屋になっ

ている。自由閲覧以外の蔵書も要望により閲覧に
供しているが、貸し出しには応じていない。
内容的には、仙台を中心とする東北地方の地方

史文献、通史及び分野別の全集、美術全集、百科
事典及び分野別の辞典類、古典文学、などである。
今年度の受入図書は1，539冊で、図書整理を

行った結果、蔵書数は81，487冊となった。このう
ちセンターで自由閲覧できる図書は5，035冊（うち
新規配架図書21冊）である。
また、センター内の企画として特別展・企画展

と関連した特設図書コーナーを随時設けている。
今年度は４回設置し、延べ設置冊数は123冊で

あった。
２．映像資料

申込み制の利用とし、主に館内講演会などの記
録映像を中心にモニターで提供している。

３．収蔵資料閲覧カード
伊達家文書を中心として、絵巻物・浮世絵等に

ついて写真を添付したカードを作成し、整冊して
開架書架に配している。

４．マイクロフィルム
伊達家文書を中心にマイクロフィルム化を進め

ている。コインベンダー式のマイクロリーダープ
リンター１台を設置し、有料（申込制）でプリン
トが可能である（利用件数は表１０参照）。
フィルムの資料は伊達治家記録や、三原良吉コ

レクション（一部）などが閲覧可能である。
５．周辺情報・他館情報の提供

仙台市と近郊の博物館・美術館など文化施設の
利用案内や展示・行事の情報、また全国の博物館・
美術館から送られてくるポスター、リーフレッ
ト、館だより等についても当センターで取り扱っ
ている。

６．デジタルデータの活用
総合展示室に設置された情報提供システム（５

台）と同様のものが１台設置されている。総合展
示室のものと異なる主な点として、収蔵品・関係
施設を検索しやすいキーワード検索機能を備えて
いる（同プレイミュージアム）。
今年度のアクセス数は、総合展示室４６，０９５件、

プレイミュージアム７，３２７件、当センターでは
１，８３０件であった。

合計３月２月１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月
7，496602338346335717725462952592706799922利 用 者 数　（人）
503492327274553437439394242相 談 質 問　（件）
5，4574793532462413434663774304294205901，083外 線 問 合 せ　（件）
13010021332100利　 用

映 像 利 用
16020022333100利 用 者
569474240324365446748634137（件）

図書複写利用
6，4895034533822563736304131，500482530423544（枚）
43316613541931利　 用　（件）マイクロフィルム

利 用 3，51922311363731112335313521，932243167複　 写　（枚）

4232251082830277358555948画 像 提 供 装 置 利 用 者 数
（ 情 報 資 料 センター調 べ ）

５５，２５２３，６４２１，３７３２，２１４２，２９８４，７４８４，２３５４，８９１９，５０１４，６５０５，６９１６，３６０５，６４９収 蔵 資 料 検 索 アクセス数

表１０　平成25年度情報資料センター利用状況

※　平成25年12月28日～平成2６年1月4日まで休館
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学校教育との連携
　
１．学校の博物館利用状況

表１２から分かるように、平成２５年度の学校による
博物館の総利用状況は４９９件・１４，９３９人（前年度比件
数増減なし・６８９人増）であった。市内学校の利用状
況は１４２件・６，４１３人（前年度比１５件減・１４９人増）
と、前年度と比較し件数は若干減少しているが、来
館人数は増加している。
市内の小学校の年間を通しての来館件数は７７件で

あり、市内公立小学校（１２６校）の約６１％にあたる。
市内の中学校の来館件数は年間を通して１７件であ
り、市内公立中学校（６５校）の約２６％にとどまって
いる。平成２７年の地下鉄東西線開業により、館への
交通手段が確保される学校も多く、今後、学習のつ
ながりをより意識したプログラムの改善を図るな
ど、市内小・中学校の学習利用を促進する必要がある。
市外学校の来館件数は３５１件（前年度比３０件増）と
昨年度と比較し、増加している。震災から３年が経
過し、近県の学校状況が比較的落ち着き、県外での
校外学習が可能となったことが理由として考えられ
る。また、市外の学校の来館件数は修学旅行が実施
される４月～７月が多い（小学校１１０件、中学校１３４
件）。
市内外に関わらず、児童・生徒たちがグループご
とに学習計画を立て、各施設を自主研修する学習形
態は多い。博物館にも一斉に来館する形態が１７６件
であったのに対し、グループで来館する件数は３２０

件と多く、今後もこの傾向は続くものと思われる。

２．学校向け広報

学校による博物館活用の機会を広げようと、当館
のホームページに「学校の先生方へ」という項目を
設け、展示見学・職場訪問・貸出教材リスト・出前
授業・教員向け研修などの最新情報を提供している。
各種申込用紙のダウンロードも可能である。また、
教員が新年度の学習計画や研修計画を立てる際の参
考資料として、年度末に学校に対して館内外授業プ
ログラムの紹介や館内の行事日程などを掲載した
リーフレットを送付している。

３．学校教員対象講座

１　博物館活用研修会　８／１（木）９：３０～１２：００
　ホール・講習室　参加２４名
市内小中学校の教員を対象に、博物館学習に関す

る研修会を実施した。社会科では仙台藩の参勤交代
について、貸出教材や仙台市史を活用した授業づく
りについて紹介、図工・美術科では「するめてんば
たづくり」を体験させ、活用のヒントとなるような
研修の場を提供した。最後に学芸員が特別展の解説

平成25年度　学校における博物館利用状況（上段：平成25年度　下段：平成24年度　単位：件・人）

※１　人数は、園児・児童・生徒・学生の数である（引率者の数は除外してある）。
※２　利用目的が複数あった学校があるため、目的件数と利用件数は一致しない。
※３　仙台市内は、入館料減免（事前申込）による来館者数及び当日来館者（どこでもパスポート利用含む）数から作成した。
※４　仙台市外は、来館者数（当日申込含）から作成した。
※５　他は、大学、高等専門学校、幼稚園、特別支援学校、ろう学校、盲学校、杜のひろば等とした。

人数件数内　訳
6，413142市　内

利
 用
  数

6，264157
8，526351市　外 7，986321
14，939493合　計 14，250478

176一　斉学
 習
 形
 態
 数

145
320グループ 335
496合　計 480

6，432214常設展
利
 用
 目
 的
 数

5，813227
2，868136企画展 5，039180
5，639149特別展 3，39892
14，939499合　計 14，250499

合　計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数人数件数
4，143771273964244349294321183813983141692762113340891654小

仙
台
市
内

3，96282167426476614098804186511146810003696296622152476
4491700617119124460061007430084292中 6552288382001281207661002117750032271

1，31523942003594716831042000018226321814215高 1，014221720021721314714120013341755532003183
506251311118113217562610051312665732853他 63331002928942221046202316171226259815100

6，4131422346113661895311391926968169891517431999205117831468014小計 6，2641572729301113727572121，16231900174841120677471840816268857210
2，983161007720021161211223132422400217101，1627741120183小

仙
台
市
外

2，9981459027521110029083721227715131384132275357211534
4，52816751000000997193103281332226110517101，982681，11146中 4，143154715418133114291828290110026110291101，608591，26743
622113510000000000006174332217013053高 675150014200018222031103200423261205300
3931200001416126622911221210037300171他 17070011000012158200003016920000

8，526351402772141272977204452458239504552231，748922，563891，45153小計 7986321973144692432526208152367028131371181，708882，170831，42047
14，9394932748190863210558151，896461，413401，571542247751321，9531033，3461032，13167合計 14，25047836912445173819615141，688511，715401，1543921981，118362，1161042，438911，99257

表１２　概況 表１３　月別状況

Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

７，１２６６，９６０４，５８９小 学 校

４，９７７４，７９８３，３４６中 学 校

２，８３６２，４９２１，８８５高校・大学等

１４，９３９１４，２５０９，８２０合 計 者 数

表１１　来館児童生徒数（人）



－　　－61

を行い、その後自由観覧とした。
２　ミュージアムセミナー
特別展と企画展毎に行う、宮城県内の教員を対象
としたセミナーで、授業作りや博物館学習に役立て
てもらうことを目的とする。当館学芸員が見所を解
説した後、展示室の自由観覧とした。
教員が対象のセミナーであるが、特別展「伊達政
宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化」から、希望する
三の丸会ボランティアの参加も可能とした。
・企画展
「仙台藩主勢ぞろい！初代伊達政宗から１３代慶邦まで」
５／２９（水）　参加：１２名

・特別展
「近江巡礼　祈りの至宝展」　①、②
７／１７（水）参加：５名、７／２０（土）参加：２８名
・特別展
「伊達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化」　
①、②
１０／９（水）参加：教員１４名、ボランティア６４名
１０／１２（土）参加：教員１６名、ボランティア２０名
・特別展
「法隆寺　祈りとかたち」　①、②
３／５（水）参加：教員１３名、ボランティア１１名
３／８（土）参加：教員２４名、ボランティア１３名

３　各種教育機関と共催事業
①　宮城県中学校社会科研修会
６／７（金）９：３０～１６：００　講習室　参加２２名
宮城県内の小中学校の社会科教諭を対象に、

博物館資料や自治体史を活用した授業づくりに
ついて講話と模擬授業を行った。午後は文部科
学省の樋口雅夫教育課程調査官による「社会科
評価とその課題」についての講話が行われた。

②　仙台市小学校教育研究会図画工作部会研修会
６／１９（水）１５：００～１７：００　ホール　参加１００名
仙台市内の小学校教諭を対象に「図画工作科

における博物館の活用」について講話を行った。
③　仙台市中学校学校図書館研究会定例会
９／２６（木）１５：００～１７：００　ホール　参加７０名
仙台市内中学校の図書担当教諭を対象に「仙

台平野の災害の記憶」と題して講話を行った。
④　仙台市小学校教育研究会社会科部会
２／５（水）１４：００～１６：４５　ホール　参加１０２名
仙台市内の小学校教諭を対象に、博物館職員

と地底の森ミュージアム職員が、館資料を活用
した授業作りについて講話を行った。

⑤　その他の研修会
・千葉市花見川区教頭会研修会
　７／１７（水）９：００～１２：００　ホール　参加２０名
・仙台市立南光台小学校研修会
　８／２３（金）１４：００～１６：００　ホール　参加２５名
各研修会の事後アンケートから、博物館を利用

した学習プログラムや貸出教材を活用した授業づ
くりに対する関心の高まりが見られた。学習の具
体例について紹介するなど学校教育における博物
館の活用を促す機会としていきたい。

４．展示見学におけるボランティアとの連携

常設展示室で児童生徒から出される質問や資料解
説については解説ボランティアが対応した。見学の
際にボランティアによる解説を希望する学校は多
く、展示室で疑問を解決できることや即時に対応し
てもらえることから、子どもたちにも好評であった。

５．職場訪問（見学、体験も含む）

キャリア教育の浸透にともない、職場訪問や学芸
員の仕事に関する問合せが増加している。今年度は
中学校の職場訪問を１２件・７１名を受け入れた。１日
のみの活動が３件・３３名。２日間の活動が３件・１４
名、３日間の活動が６件・２４名であった。活動内容
は、館内授業プログラムの補助、アシスタント業務の体
験、館内イベントのチラシづくりや広報活動等を行った。

６．博物館教材の貸出

博物館教材の貸出は、２３件・６１点（前年度比５件
増・２８点増）であった。最も件数の多かった貸出教
材は「楽山公行列図巻」（９件）、次いで「縄文土器や
石包丁など出土品複製一式」（５件）であった。小中
学校の教員を対象とした各種研修会にて、「楽山公
行列図巻」「縄文土器や石包丁など出土品複製一式」
を活用した授業づくりについて紹介しているためと思わ
れる。写真パネル等他資料の貸出状況においては、
「支倉常長」のパネルやＤＶＤの貸し出しがあった。

７．館内講師・館外講師派遣

充実した博物館学習を行うために、館職員と学校
関係者とによる事前打合せを行ってきた。展示見学
における解説ボランティアとの連携やスタディシー
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トの活用法、館職員による講話など、学習活動に関
する内容が主である。
学校からの依頼を受けて、児童生徒や学生、教職
員向けに館職員が館内及び館外で講話を行った。表
１４は、当館で受理された「講師派遣依頼（館内・館
外）」の中から、学校関係を選び作成した講師派遣状
況である。（学校関係以外への対応は、「講座・イベ
ント」の頁を参照）。

館内講師については、社会科プログラムでは「伊
達政宗と仙台」「くらべてみよう城下町」についての
講話を希望する学校が多く、市内の学校からは修学
旅行先（会津若松、盛岡など）の歴史や城下町につ
いても話をしてほしいという相談が多かった。ま
た、図工・美術科プログラムでは「もんきりがた（１５
件）」「土人形の絵付け（７件）」など、体験とともに展示
を見る視点につながるものを希望する学校が多かった。
館外講師については、市内の小中学校を対象に出
前授業を行った。社会科プログラムでは、「参勤交
代について（１件）」「政宗と仙台（１件）」「よろい
の着付け（１件）」の利用があった。また、図工・美
術科プログラムでは、地域の伝統と関連付けた「土人
形の絵付け（２件）」「するめてんばた（１件）」の利用が
あった。その他、地域の歴史についての講話も実施
した。児童・生徒の反応がよく、地域に伝わる文化
について楽しく学ぶことができたと好評であった。
　　

８．博物館実習

学芸員資格取得を目指す学生を対象に、７／３１
（水）から８／３１（土）まで博物館実習を行った。１１
大学から２４名の実習生を受入れた。実習日程につい
ては２グループに分け、それぞれ５日間の実習（合
同実習１日、グループ別実習４日）を行った。庶務
係、学芸室などで分担して実施した。

９．ジュニアリーダー交流会・研修会

平成２５年８月２５日（日）に、「仙台市嘱託社会教育
主事研修協議会青葉区部会、青葉区中央市民セン
ター」と共催し「青葉チャレンジキッズin博物館～
ジュニアリーダー交流会及び研修会～」を実施した。
当日は、ジュニアリーダー７名、嘱託社会教育主事
１４名が参加し、展示室でクイズラリーを行ったり、
もんきり遊びを楽しんだりするなど、交流を深め、
仙台の歴史や文化について楽しく学ぶことができた。

１０．キャンパスメンバーズ制度の導入

大学や専門学校教育における博物館の有効な活用
を促し、学生や教職員が歴史・文化に親しむ機会を
より豊かにすることを目的として、平成２５年４月１
日からキャンパスメンバーズ制度を開始した。
初年度は年度途中の加入も含め、１２校が加入し

た。今後、メンバー校の学生に対し出前授業や館内
イベント等への協力など、キャリア形成の場を提供
することも検討している。
平成２５年度　加入校一覧（五十音順）

 

表１５　学習プログラム一覧

内　容プログラム名

城や城下町を比較しなが
ら修学旅行で役立つ内容
を学ぶ

くらべてみよう城下
町仙台と会津若松

社
　
　
会
　
　
科

伊達政宗の生涯をたどり、
まちづくりの特徴を学ぶ伊達政宗と仙台

行列の様子や持ち物を調
べたり目的を考えたりする

仙台藩の参勤交代を
調べよう

狩猟・採集時代を展示資
料を活用して学ぶ

縄文のむらから古墳
のくにへ①

農耕によりむらが大きく
なっていく様子を学ぶ

縄文のむらから古墳
のくにへ②

江戸時代から伝わる型を
使った切り紙を体験する

もんきりがたで遊ぼ
う

図
工
・
美
術
科

凧作りをとおして仙台地
方に伝わる凧の由来につ
いて学ぶ

ミニするめてんばた
をつくろう

絵付けをとおして堤人形
の歴史や特徴を学ぶ土人形って何だろう

具足を見ながら当時の職
人の技術や美しさを味わう

日本の美意識－よろ
いの美しさを感じよ
う－

鑑賞をとおして屛風の歴
史や構造を学ぶ

ようこそ屛風絵の世
界へ

対象人数件数講師派遣（館内・館外）
３，４９１人
８４人

２，０９７人
１，３１０人

７３件
　４件
４０件
２８件

館内講師　（内訳）
　○特別展・企画展の解説
　○講話・講義
　○講話・体験

８５３人
４６０人
３９３人

８件
５件
３件

館外講師（内訳）
　○小学校（出前授業）
　○中学校（出前授業）

４，３４４人８１件合　計

表１４　講師派遣一覧

・尚絅学院大学
・仙台白百合女子大学
・東北学院大学
・東北生活文化大学
・東北生活文化大学短期大学部
・東北大学

・東北福祉大学
・東北文化学園専門学校
・東北文化学園大学
・東北薬科大学
・宮城学院女子大学
・宮城教育大学
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生涯学習施設との連携
　
SMMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）

SMMAは、仙台・宮城地域における豊かな学習環
境を整備し、人々の知的活動の活性化及び地域づく
りに資するため、仙台・宮城地域の多様な館種の博
物館施設が集合し、大学機関や図書館などと連携し
てネットワークを形成することにより、知的資源や
人材の相互活用とそれぞれが持つ機能の融合を図
り、博物館機能の高度化と地域を活性化させる新た
な知の集積の形成を目的として平成21年度に設立さ
れた。事務局がせんだいメディアテークに置かれて
いる。

参加機関

・せんだいメディアテーク　　・仙台市博物館
・仙台市科学館　　・仙台市縄文の森広場
・仙台市天文台　　・仙台市富沢遺跡保存館
・仙台市八木山動物公園　　・仙台文学館
・仙台市歴史民俗資料館　　・宮城県美術館
・東北大学総合学術博物館
・東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館
・仙台市教育委員会（生涯学習部）

１．12館大集合！ＳＭＭＡミュージアムユニバース

　　～すてき・ふしぎ・おもしろい～

１）日時：平成２５年１２月２０日（金）１３：００～２０：００、
　　２１日（土）１１：００～１７：００　参加者数：１，３７５名
　（延べ）
２）会場：せんだいメディアテーク１階オープンス
クエア
３）内容：ミュージアムの魅力や新しい楽しみ方を
伝え、体感してもらうことを目的に、ＳＭＭＡ参
加館が一堂に集まり実施したイベント。参加館の
専門家によるトークやクイズを行う「トークとイ
ベントの広場」、ものづくりや実演などによって
味わうことができる「体験の広場」、ミュージアム
を楽しむための情報が集まった「展示の広場」を
展開した。
４）当館の協力：当館は、「トークとイベントの広
場」においては２つのプログラムに参加した。１２
月２０日開催の「ＳＭＭＡ企画　学芸員と話そう！
ミュージアムの夢」では、当館学芸員・佐々木徹
が学芸員の仕事に興味のある学生などとディス

カッションを行い、１２月２１日開催の「仙台市博物
館からの挑戦状【冬の陣】～君も政宗通！～」で
は、教育普及班が伊達政宗に関するクイズイベン
トを行った。
また、「展示の広場」では博物館収蔵資料の紹介

や、平成２６年度の展覧会予定を掲示するととも
に、展覧会チラシやパンフレット等を配布した。

 

２．ＳＭＭＡ研修会事業への参加

ＳＭＭＡ参加１２館の職員を対象とした研修会事業
は、ミュージアムの分野を越えて日常業務の中で同
じような悩みや課題を抱える職員が集まり、個々の
問題解決のために、意見・情報交換、ワークショッ
プ、外部講師を招聘した講習会等を実施するもの
で、平成２５年度は「①子供との接し方・話し方の技
術」、「②学校連携」、「③広報戦略」の３つのテーマ
でグループを作り意見・情報交換や研修メニューの
企画等を行った。
当館からは「①子供との接し方・話し方の技術」

に指導主事・竹田幸司がメンバーとして参加すると
ともに、平成２６年１月２２日実施のグループ講習会に
は講師として発表を行った。また「③広報戦略」グ
ループには主事・南部英湖がメンバーとして参加し、
同グループが実施するミニイベント「ＳＭＭＡ参加
館ポスター展」等の企画・運営に携わった。
 

 

クイズイベントの様子

 展示風景
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仙台歴史ミュージアムネットワーク

仙台の歴史や文化についての幅広い関心に応える
ため、市内８つの歴史・文化施設が連携して平成２１
年度に結成した。歴ネットと略称。事務局は当館に
置かれている。

参加施設

・仙台市富沢遺跡保存館
・仙台市縄文の森広場
・仙台市博物館
・仙台城見聞館
・瑞鳳殿
・仙台市歴史民俗資料館
・仙台文学館
・仙台市戦災復興記念館

１．歴ネットシートの作成・配布

今年度に作成したシートは以下のとおりである。

２．歴ネット通信の発行

歴ネットの活動・取り組みなどを周知するため、
学校の休み前をねらって広報紙を発行した。参加施
設の行事の紹介、及び歴ネットのイベント報告など
を掲載し、７号（１１月）、８号（１月）、９号（２月）
の計３号を発行した。

３．「商い・流通・交流・集いin仙台なびっく」の開催

日時：平成２５年１１月３日（日）・４日（月・祝）
会場：仙台なびっく
東北復興交流ツインス

テーションの「仙台な
びっく」の協力を得て、
仙台中心部商店街の歴史
や文化を中心に「商い・
流通・交流・集い」というコンセプトで、昔の人々
が歩んできた生き方を分かりやすく解説した。仙台
中心部商店街の奥深さや新しい発見が生まれ、商店
街をより愛着を持って接してもらうことができた。
＜リレートーク＞
　１１月４日（月・祝）　①１０：３０～　②１３：３０～

また今回はリレートークのほか、次の３つの行事
も行った。
＜商店街クイズラリー＞１１月４日（月・祝）
商店街にある銘店や歴史を今に伝える場所にちな

んだクイズを解いて、
「仙台なびっく」でプレゼ
ントをもらうクイズラ
リー（台紙配布２５０部、ク
イズ達成者３８名）

＜武将隊パフォーマンス＞１１月４日（月・祝）
リレートークの理解を深めるための城下町仙台に

関するクイズを行った。（２回公演　参加７８名）
＜展示コーナー＞
歴ネット参加８館の紹介と、「商い・流通・交流・

集い」のテーマに関連し
た資料の紹介をした。
当日の様子を、発表要

旨集として冊子にし、各
館に置いている。

シート名施設名

・名取川と広瀬川ぞいの横穴墓－黄泉国
からのメッセージ－
・縄文海幸－３０００年前の人と海－１
・縄文海幸－３０００年前の人と海－２

仙 台 市
富沢遺跡
保 存 館

・縄文人のくらしと道具～弓矢や土器が
使われはじめた頃～
・ひらけ！縄文人の道具箱　使い方①
・縄文人はおしゃれ？アクセサリーが
いっぱい！使い方②
・縄文人のくらしと道具－縄文から弥生
へ－

縄文の森
広 場

・衣生活について仙 台 市
歴史民俗
資 料 館

・仙台城の歴史
・東日本大震災の被害

仙 台 城
見 聞 館

※配布総数　　９９，９８０枚（Ｈ２６．２月２１日現在）

題目担当

大昔の人とモノの動き仙台市富沢遺跡
保存館（地底の森
ミュージアム）

仙台城下の商人たち仙 台 市 博 物 館

明治から昭和初期の商い仙台市歴史民俗
資 料 館

子供の目から見た戦後の商店街仙台市戦災復興
記 念 館

コーディネーター仙 台 市 博 物 館

レジュメ配布数１５０部
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５．歴ネットクイズラリーの実施

平成２５年１２月１日～平
成２６年２月２８日に開催し
た。各館の有料ゾーンに
ある各館オリジナルクイ
ズに答え、正解するとオ
リジナルスタンプを押し、各館を巡って仙台の歴
史・文化を学ぶ企画をした。展示室内の問題を解答
することで、参加者は展示物を深く観察し、仙台の歴
史・文化に親しんでいた。（参加数約５，０００名、３館達
成者４１２名、８館達成者１５名）

６．歴ネット被災校バスツアーの実施

平成２５年１１月から平成２６年３月に仙台市の沿岸部
被災校の３校を対象にバスツアーを行った。どの小
学校のプログラムも普段の授業では味わえない体験
となり、子どもたちに学習の面白さを伝えることが
できた。また、仙台の歴史・文化に触れたことで郷
土に対する愛着が芽生え、復興への希望を醸成する
一助として有効であった。
①　仙台市立荒浜小学校１・２・３年生
１１月８日：【テーマ】縄文人になりきろう
仙台市縄文の森広場で弓矢体験・粘土でお面と
笛づくり体験活動と展示室及び屋外展示見学を
行った。
②　仙台市立東六郷小学校１・２・３年生及び保
護者
１月１７日：【テーマ】むかしの人の知恵と工夫と

技を感じよう
仙台市歴民俗資料館で、石臼による粉ひき体

験・行燈の光体験・展示室見学を行った。
仙台市縄文の森広場では、勾玉づくり体験と展

示室及び屋外展示見学を行った。
③　仙台市立中野小学校６年生
２月２５日：【テーマ】歴史を伝える人に触れ合い

郷土の歴史を伝える心を持とう
仙台市博物館で郷土玩具「するめてんばた」作

り体験を行い、展示室で仙台の歴史の流れを追う
学習をした。
仙台市縄文の森広場では、勾玉作りを通して、

昔の人の技や工夫点に気付き、そのことが現代に
もつながっている歴史の流れを感じ取った。

７．仙台の伝統門松復元事業（実施館：仙台市縄文
の森広場・瑞鳳殿・仙台文学館・仙台市博物館・仙
台市歴史民俗資料館・仙台市戦災復興記念館）
かつて、仙台やその周辺で飾られていた仙台の伝

統的な門松を泉区根白石で昔ながらの門松を受け継
いでいる旧家の方の協力を得て再現した。今年度
は、歴ネット職員研修で飾りを作成したり、各館職
員が協力し合い門松復元を行った。復元公開した門
松の前で記念写真の撮影をしたり、解説パネルを熟
読している来館者が多数見られた。仙台の歴史・文
化に関する来館者の知識を深化させることができた。

８．体験学習用復元品作製

瑞鳳殿出土の政宗所用金製ブローチのレプリカを
作成した。学校などの体験学習で使用していきたい。

９．歴ネットフェスタ

１月４日～２月２３日にかけて開催した。各館の冬
のイベントを共通のチラシなどで相互に広報・宣伝
するなどして実施した。今年度は、クイズラリーを
並行して行ったり、歴ネットシートカラー版を各館
２００部ずつ印刷し来館者に配布したりするなど新し
い試みを行った。

施設名・期日・イベント名

仙台市博物館　　　１２月３日（火）～２月９日（日）
旬の常設展２０１３－２０１４冬「かたちでわかる古文書
入門」ほか

仙台市富沢遺跡保存館
１月２１日（火）～３月１６日（日）

企画展「地底の森ミュージアム２０１３－つながりを
はぐくむ－」

仙台市縄文の森広場　２月１日・８日・１５日（土）
「音でたのしむ　冬のじょうもん」

仙台市歴史民俗資料館
１月５日（日）～１月２６日（日）

季節展示「仙台の正月」

仙台文学館　１月１０日（金）～２月１１日（火・祝）
新春ロビー展「１００万人の年賀状展」

１月１８日（土）～４月２０日（日）
企画展「白球と青空・戦争と自由～井上ひさしの野球」
井上ひさし資料特集展Vol．３

仙台市戦災復興記念館　　　　　　２月１６日（日）
２０１３年度第６回オオマチシアター
落語三遊亭小遊三「船徳」「宿屋の仇討」ＤＶＤ
上映会



－　　－66

広報

博物館で随時開催する展覧会やイベントなどの各
種行事に来館・参加いただくためには、周知・広報
業務も重要であり、博物館の普及活動の一環として
位置づけられている。
広報にも様々な方法・媒体があり、どの媒体をど
のように使うか個別に判断・選択が必要となるが、
基本的に以下のような広報活動を行っている。ま
た、最近は学校を通じての児童・生徒への広報活動
にも力を入れているが、このことについては別項
「学校教育との連携」を参照されたい。
そのほか展覧会や市史講座など、内容によっては
定例的な広報手段のほかにも単発で取材依頼や個別
発送なども行った。
また、特別展「若冲が来てくれました―プライス
コレクション　江戸絵画の美と生命―」では、全国
的に大変注目されたこともあり、会期中の雑誌・新
聞掲載など多くの媒体に取り上げられた。さらに、
ＮＨＫ「日曜美術館」、ＢＳ日テレ「ぶらぶら美術博
物館」、テレビ東京「美の巨人たち」と、知名度の高
い美術番組で取り上げられたことで、大変効果的な
広報となった。

１．広報用印刷物

最も基本的な広報資料として、以下２種類の印刷
物を発行・配布した。平成１９年からはじめたＰＤＦ
ファイルによるホームページへの掲載も継続し、い
つでもどこからでも自由に閲覧できるようにしてい
る。

１　博物館だより（隔月発行）　№１５８～１６３
　２２５×４２０ｍｍ　四つ折り　観音開き
２　展覧会案内（平成２６年度版）
　２２５×４２０ｍｍ　四つ折り　観音開き

２．広報資料発送

マスコミをはじめとする広報関係機関等への情報
提供として、上記広報用印刷物やイベントのちら
し、概要資料などの広報資料を定期的に送付してい
る。今年度は、マスコミ各社（テレビ局、ラジオ局、
新聞社、雑誌・フリーペーパー等出版社など）約１３０
社あてに発送した。
また、個別に送付される掲載依頼やイベント情報

などに関する照会・回答などにはその都度対応して
いるほか、実際に掲載される原稿に誤りがないかの
校正依頼などもあり、２５年度は約３３０件となった。

３．ホームページ

博物館ホームページは、博物館案内や展覧会・イ
ベント情報、英語による博物館情報（展覧会案内含
む）などのほか、主な収蔵品５０件を検索できるコー
ナーや伊達政宗・支倉常長コーナー、調べ学習にも
活用できるキッズコーナーなどを充実させている。
そのほか、常設展見学をより楽しむための情報を

集めた「常設展を楽しむために」、学校の流れや手続
き・博物館学習のプログラムなどを取り上げた「学
校の先生方へ」などのコーナーもあり、見学をより
充実したものとしていただくための情報提供にも努
めている。
情報更新は、毎月３回を目安に随時行っており、

平成２５年度の当館ホームページへの総アクセス数
は、１，９３６，３９６件であった。特に特別展「若冲が来て
くれました」期間は閉幕が近づくにつれアクセス数
が増加し、５月は４７万７千件／月を超えるなど、過
去最大のアクセス数を記録した。２２年度以降、アク
セス数は急激に増加しており、ホームページによる
情報提供の重要性が高まっていることがうかがえ
る。

 
広報用印刷物（博物館だより・展覧会案内）
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刊行物・グッズ等

平成２５年度は、下記のとおり３種の刊行物を発行
した。（市史編さん室の刊行物については、「５．市
史編さん事業」参照）
オリジナルグッズもこれまで同様大変好評をいた

だき、２５年度は、Ａ４クリアファイル（ローマ市公
民権証書）、ミニクリアファイル（水玉模様陣羽織、
三沢初子の帯）、風呂敷およびハンカチ（ともに水玉
模様陣羽織デザイン）を増刷した。
また、新たに子供向けとして、まーくんＬＥＤラ

イト、まーくんめごちゃん付箋を製作した。

１．刊行物

１　「仙台市博物館年報」第４０号
平成２５年６月３０日発行　Ａ４判　９４ページ

２　「仙台市博物館調査研究報告」第３４号
平成２６年３月３１日発行　Ｂ５判　６２ページ

３　特別展図録
　「伊達政宗の夢―慶長
　遣欧使節と南蛮文化」
　平成２５年１０月２日発行
　　　Ａ４判　２２４ページ

２．オリジナルグッズ

平成２５年度製作・増刷は以下のとおり
１　まーくんＬＥＤライト（３８０円）
２　まーくんめごちゃん付箋（２００円）
３　Ａ４クリアファイル（３５０円）
４　ミニクリアファイル（２００円）
５　水玉文様陣羽織デザイン風呂敷（２，０００円）
６　水玉模様陣羽織デザインハンカチ（８００円）

 ※平成26年３月３１日現在

特別展図録

４．文化庁ミュージアム活性化支援事業広報業務

平成２５年度に被災地への情報発信およびミュージ
アムの活性化を図ることを目的とした、特別展「伊
達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化」などミュー
ジアム活性化支援事業の広報業務委託を実施した。
ＴＶＣＭ、仙台駅構内ｉステーションや地下鉄通路
でのアドピラー広告など多様な広報媒体を利用し、
複合的に活用した。

■実施内容
１「伊達政宗の夢」公式ＨＰ開設・運営
（パソコン版・スマートフォン版）
平成２５年８月１４日開設
２　仙台市地下鉄仙台駅構内アドピラー広告
期間：平成２５年１０月１日～１０月１０日
地下鉄仙台駅東西通路／１４本

３　仙台駅３階デジタルサイネージ広告
期間：平成２５年１０月１日～１０月３１日
３０秒映像をランダム表示
４　ＪＲ仙台駅構内大型ビジョン（ｉステーション）
掲出
期間：平成２５年１０月１日～１４日
７：００～２２：００／９分間に１回・３０秒

５　ＴＶＣＭ作成
期間：平成２５年９月１６日～１１月１７日
放送回数：９０本　放送局：ＴＢＣ東北放送
６　ラジオＣＭ作成
期間：平成２５年９月１７日～１１月１７日
放送回数：１５０本　放送局：ＴＢＣラジオ

地下鉄仙台駅通路アドピラー

まーくんLEDライト、

まーくんめごちゃん付箋
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４．調査・研究

平成２５年度「仙台市博物館調査研究報告」第３４号
には、以下の論文を掲載した。

１．屏風のなかの動物たち－伊藤若冲とその周辺作

品をめぐって－

内山淳一
当館は特別展「大江戸動物図館－子・丑・寅…十
二支から人魚・河童まで－」（平成１８年）をはじめと
して、江戸時代の動物画に関わる展覧会をたびたび
開催してきた。本稿は、それらの機会に出品された
個性あふれる屛風作品の特質を、動物の渡来時期や
画像の出典といった観点から論じたもの。特に、伊
藤若冲筆「鳥獣花木図屛風」（プライス・コレクショ
ン）については、登場するいくつかの動物の出典を
明らかにすることで、その制作期を絞り込める可能
性を提起する。

２．資料紹介―「伊達の黒箱」文書について（二）―

菅原美咲
本稿は平成２２年度「仙台市博物館調査研究報告」
第３１号に引き続き、伊達家寄贈文化財に含まれる
「伊達の黒箱」とよばれる寛文事件関係資料群の一部
を翻刻し、その内容を紹介した。「伊達の黒箱」には
寛文１１年（１６７１）年３月２７日に仙台藩奉行の原田甲
斐宗輔が、一門伊達安芸宗重を斬った刃傷事件につ
いて、その事後処理に関する文書３９７通が一括して
収められている。本稿では４月３日から４月７日ま
での６２通を翻刻した。

３．慶長遣欧使節をめぐる諸問題―大使支倉の名乗

りと「震災復興派遣説」　について―

佐々木徹
本稿では、慶長遣欧使節に関わる幾つかの論点の
中で、大使支倉六右衛門の名乗り（仮名）の問題と
近年提起されている慶長一六年の地震・津波からの
「震災復興派遣説」について若干の検討を加えた。
その結果、家譜・系図類で同一人物とされる支倉
六右衛門と支倉五郎左衛門・支倉与市については、
同時代資料との不整合が甚だしいため、それぞれ別
の人物とみるのが妥当であると結論づけた。
次に、「震災復興派遣説」については、現状では資

料的な裏付けが全くない上に状況証拠もいまだ希薄
と言わざるを得ず、受け容れがたい見解であると述
べた。特に、仙台藩のみならず全国各地で凶作や飢
饉といった様々な災害が頻発する前近代社会にあっ
て、慶長遣欧使節の派遣を震災復興政策の一環であ
ると特化させることは、かえってこの使節の意義を
矮小化させてしまうのではないかとも指摘した。

◇　平成２６年度研究テーマ　◇

平成２６年度の仙台市博物館学芸員・指導主事の研
究テーマは以下のとおりである。
中世・近世の伊達家と仙台藩の研究 菅原　美咲
中世・近世の庶民信仰美術の研究 寺澤　慎吾
近世・近代の都市仙台の研究 水野　沙織
図画工作科・美術科における博物館の活用について
 山田　貴史
古代・中世仏教彫刻・工芸史の研究 酒井昌一郎
古代から近世東北地方史研究 佐々木　徹
日本肖像画史の研究 樋口　智之
博物館を活用した社会科の学習について
 山澤　一郎
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発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

昭和５６年３月　完売

佐藤憲一
濱田直嗣
鵜飼幸子
嘉藤美代子
佐藤泰

仙台における明治２０年代の自由民権思想－雑誌「通信演説」と「東北評論」から－
仙台城本丸の障壁画をめぐって
大槻磐渓書翰集について
伊達政宗の印章・印影について
博物館を市民のものとするために

№１

昭和５７年３月　完売

鵜飼幸子
小井川百合子

嘉藤美代子
佐藤憲一
佐藤泰

養賢堂の学制改革について－桜田欽斎、志村篤治の反論を中心に－
仙台の書肆について－西村治郎兵衛、西村治右衛門、伊勢屋半右衛門、伊勢屋
安右衛門－
伊達家旧蔵の印章について
（史料紹介）　宮城県の自由民権運動に関する新史料
名取市熊野神社蔵　木造狛犬調査報告

№２

昭和５８年３月　完売

濱田直嗣
佐藤憲一
鵜飼幸子
嘉藤美代子 

角懸鹿谷の美術
正保年間製作「奥州仙台領絵図」について
大槻俊斎の書状について
伊達家旧蔵の印章について・補遺

№３

昭和５９年３月　完売

鵜飼幸子
小井川百合子
嘉藤美代子
濱田直嗣

仙台藩寛永期検地帳について－「伊具郡東根之内小斎村御検地帳」の分析－
堤人形と信仰－照徳寺内地蔵堂の例－
伊達政宗・伊達忠宗所用兜の銘について
旧支倉家関係資料について

№４

昭和６０年３月　完売庄子晃子・
鈴木治平

仙台市博物館蔵ブルーノ・タウト指導照明器具４点の復元研究報告ならびに修
理報告№５

昭和６１年３月（平成１０
年３月増刷）１，２１０円佐藤巧仙台城館および周辺建築復元考№６

昭和６２年３月　完売

内山淳一
鵜飼幸子
小井川百合子
田中則和

円山応挙試論
伊達の黒箱文書について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（一）
善応寺横穴墓群、法領塚古墳出土鉄・銅製品整理報告

№７

昭和６３年３月　完売

田中英道
佐々木和博
佐藤憲一
嘉藤美代子
小井川百合子

ローマ、ボルゲーゼ宮　「支倉常長」像の作者について
江戸時代における古瓦の認識－宮城県域を中心に－
「支倉常長追放文書」の年代について
菅野壽雄氏寄贈資料について－染織資料を中心に－
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（二）

№８

平成元年３月　完売

佐藤泰
佐藤佳彦
小井川百合子
嘉藤美代子
高橋あけみ
田中則和
Ｐ.コッラディーニ・
芳野明 訳
内藤俊彦・西
本洋二・村山
斌夫・小井川
百合子

新博物館への一考察－反省と展望－
学校教育における博物館利用学習
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（三）
仙台藩関係の婚礼調度について
慈光明院蔵　種子華鬘について
柴田町金谷貝塚出土の櫂状木製品
支倉常長の法王使節団に関する諸問題

伊達政宗の「鉛筆」調査報告　I～Ⅴ

№９

平成２年３月　１，８７０円

高橋あけみ
佐々木和博
内山淳一
小井川百合子
結城慎一
結城慎一

東北地方における山伏笈
「仙台領奥州街道絵図」の基礎的検討
白雲の研究－未紹介の真景帖を中心に－
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（四）
館蔵考古資料の紹介I
トチの実を食す

№１０

平成３年３月　１，８７０円

高橋あけみ
小井川百合子
結城慎一
結城慎一

「宗久・宗易道具書立」を含む伊達政宗伝授書群について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（五）
館蔵考古資料の紹介Ⅱ－佐藤半兵衛コレクションに見る中国古銭－
宮城県における古代火山灰の年代観について

№１１

平成４年３月　完売

菅野正道
佐藤憲一
嘉藤美代子
小井川百合子
阿部秀夫
結城慎一
北野信彦

戦国期奥羽の在家をめぐって
伊達政宗と医事・医学－高屋家文書の紹介を兼ねて－
朱皺漆紫糸素懸威具足・三宝荒神形兜付について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（六）
画像情報提供装置の導入について
赤焼土器についての覚書－宮城県とその近県－
仙台城三ノ丸跡出土漆器資料の製作技法

№１２

平成５年３月　完売

Ｋ.Ｈ.フィオーレ・
小関史絵 　訳 
佐々木和博 
明石治郎
小井川百合子

東洋におけるキリスト教伝道の歴史的証言－クイリナーレ宮殿のサーラ・レー
ジアの肖像画について－
宮城県大和町西風所在の五輪塔－支倉常成・常長との関わりの可能性－
財団法人斎藤報恩会所蔵　「遠藤山城文書」について
もう一つの伊達政宗言行録－木村宇右衛門覚書－（七）

№１３

表１６　仙台市博物館調査研究報告書一覧
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発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

平成６年３月　完売

小井川百合子
内山淳一
嘉藤美代子
高橋あけみ
荒井聡

観瀾閣宝物目録について－仙台伊達家における什器保存の試み
孫太郎虫と仙台藩主－江戸後期博物趣味の一断面－
東京国立博物館所蔵の「小袖図」（伊達家旧蔵）などについて
重要文化財・慶長遣欧使節関係資料のうちローマ市公民権証書の修理について
洋式帆船開成丸について

№１４

平成７年３月　完売

菅野正道
濱田直嗣
小井川百合子
佐藤憲一
佐々木和博
佐藤理香
原河英二

『伊達支族伝引証記』所収の石田文書
「支倉六右衛門遺物」と写真－明治時代前期の動向を中心に－
観瀾閣宝物目録について（二）－仙台伊達家における什器保存の試み（補遺）
伊達政宗の母・義姫の出奔の時期について－新出の虎哉和尚の手紙から－
『松島風土記』所載の「坪碑文図」－多賀城碑に関する新資料－
仙台座『目論見書』について－芝居小屋経営の視点から－
宮城県における岩版・土版について

№１５

平成８年３月　２，４６０円

佐々木和博
小井川百合子
伊藤信
郷湖理香
Ｊ.Ｃ.Ｒ.フラード・
今江克彦 訳

「スタディ・シート」の十年－博物館ワーク・シートの構想と実践－
観瀾閣宝物目録について（三）－仙台伊達家における什器保存の試み（補遺二）
「古川状」について
情報資料センターの展望と課題－１０年目をむかえて－
伊達政宗の使節団（１６１４年）

№１６

平成９年３月　完売

布施勝久
高橋あけみ
菅野正道

相原淳一
原河英二

博物館の「利用」から「活用」へ－仙台市博物館での実践を通して－
「宗久・宗易道具書立」を含む佐藤家本四冊について
天正十七年の伊達氏の正月行事－「茶湯客座亭座人数書」と「矢日記」・「玉日
記」の再検討－
宮城県蔵王町鍛冶沢遺跡出土の土偶について
宮城県仙台市青山二丁目Ｂ遺跡出土の石器について

№１７

平成１０年３月　１，７１０円
樋口智之
齋藤潤
佐々木和博

円爾弁円最晩年の頂相著賛について－我が国への頂相文化定着の一局面－
仙台藩の小人について
支倉常長将来の刀剣に関する基礎的研究

№１８

平成１１年３月　完売

高橋あけみ

菅野正道
樋口智之
相原淳一・中野拓大
磯目隆夫・篠遠喜彦

伊達家の家紋に関する一考察－家紋の覚書と美術資料にみる伊達家の家紋およ
びその変遷－
資料紹介　戦国期伊達領における馬術・伯楽関係資料－館蔵の新資料から－
資料紹介　仙台市博物館所蔵『年中行事絵巻模本』十八巻
中部バヌアツ・エファテ島東海岸における考古学的踏査

№１９

平成１２年３月　２，０２０円

齋藤潤
菅野正道
濱田直嗣・齋藤潤
樋口智之
相原淳一

新収資料・国分家資料について
伊達家文書の形成過程（一）
朝鮮出兵時における伊達政宗の足跡をたどる－大韓民国倭城等調査報告－
中国に「仙台」を訪ねて－仙台開府四百年記念特別展・中国調査の報告－
近年における仙台市博物館の入館者動向－９８・９９年実施の面接調査およびアン
ケート調査から－

№２０

平成１３年３月　２，４６０円
内山淳一
高橋あけみ
羽下徳彦

百富士画をめぐって－江戸時代後期の風景趣味と絵画－
「秀頼様御祝言御呉服之帳」・「万渡方帳」・「御物之帳」について
資料紹介　仙台市博物館所蔵の伊達氏古系図四種

№２１

平成１４年３月　１，２６０円

佐藤洋
高倉祐一

荒井聡
石田啓

高橋あけみ

仙台市内出土の陶磁器集成－近世－
仙台市博物館における学校教育との連携－社会科・総合的な学習の時間におけ
る博物館利用の報告－
仙台市博物館におけるマルチメディア博物館実証実験について
ローマ教皇パウロ５世宛伊達政宗ラテン語書状について－西洋古典文献学の立
場から－
佐藤家本について（補遺）

№２２

平成１５年３月　１，３３０円

酒井昌一郎
高橋あけみ
樋口智之
佐藤美香
高倉祐一

陸奥国分寺の不動明王・毘沙門天・十二神将
竹菱梅葵紋蒔絵女乗物について
調査報告　大崎八幡宮石の間天井画について
仙台市博物館における広報活動について
仙台市博物館利用者アンケート調査報告－平成１２・１３・１４年度の調査から－

№２３

平成１６年３月　２，１８０円内山淳一
小井川百合子

仙台画壇の黎明期－寛政・文化期の画譜と書画会を中心に－
もう一つの伊達綱村茶会記「学恵茶湯志」№２４

平成１７年３月　非売品
樋口智之
菅野正道
羽下徳彦

絵仏師徳応・貞綱の肖像画制作について－瑞巌寺僧関係作品を中心に－
伊達氏における印判状の成立
資料紹介　佐々木閑心覚書－伊達氏系譜の異伝資料－

№２５

平成１８年３月　非売品

高橋あけみ

菅野正道
樋口智之・齋藤潤
舩渡崇

ベネチア・佐賀・仙台に在る竹に雀雪薄紋桜折枝蒔絵三棚について－黒棚（ベ
ネチア東洋美術館蔵）・厨子棚（鍋島報效会蔵）・書棚（仙台市博物館蔵）－
伊達家文書の形成過程（二）
資料紹介　文化三年御屛風本帳附渡帳
資料紹介　尚文館コレクションの「西洋式軍鼓」免許巻

№２６
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（平成２４年３月３１日現在、以下続刊）

発行年・頒価等執 筆 者所　　収　　タ　　イ　　ト　　ル№

平成１９年３月　非売品

酒井昌一郎
高橋綾子
小井川百合子・
大友まさ子

陸奥国分寺の仏像－主に表面仕上げに関するデータから－
仙台市博物館ボランティア「三の丸会」活動紹介－１０周年を迎えて－
仙台市博物館友の会活動３５年の総括と今後の課題№２７

平成２０年３月　非売品

濱田直嗣

小井川百合子
齋藤潤

支倉常長像の模写と写真－大泉光一氏「支倉常長像の加筆・改作」説の検証を
兼ねて－
柳宗悦と東北－昭和九年～昭和十五年－
資料紹介　御証文方御本牒手控－仙台藩における資料管理の一側面－

№２８

平成２１年３月　非売品内山淳一
水野沙織

１．失われたみちのく図巻－谷元旦・大野文泉の東北地方写生図をめぐって－
２．伊達政宗公三百年祭について№２９

平成２２年３月　非売品

坂田美咲
菅野正道
大山幹成
星野安治
鈴木三男
酒井昌一郎

１．史料紹介「領内境日記」－伊達吉村の軍制整備との関係から－
２．小田原参陣における伊達領の警固体制
３．十八夜観世音堂立像に使用された木材の樹種

〈付論〉十八夜観世音堂菩薩立像の樹種同定結果を受けて

№３０

平成２３年３月　非売品

佐々木徹
坂田美咲
岩瀬利宏
押野良美

１．奥の正法寺と偽綸旨
２．資料紹介「伊達の黒箱」文書について（一）
３．新「スタディシート」の一年－その構成と活用方法を中心に－
４．仙台市博物館リニューアルにおける情報提供システムの導入について

№３１

平成２５年３月　非売品

髙橋あけみ
水野沙織
栗原伸一郎
酒井昌一郎
竹田幸司・安倍千
春・西脇対名夫

１．「御奥方格式」について－美術工芸的アプローチｰ
２．安政六年武市九郎三郎通達の蝦夷地警固日記
３．「葦名靭負戊辰記事」に関する一考察
４．花嶽神社安置の不動明王二童子像について
５．蔵王町下別当遺跡の「人面装飾土器」 特ーに著保内野遺跡出土国宝「土偶」
との比較から－

№３２・
３３
合併号

平成２６年３月　非売品※内容については、本年報６８ページ参照№３４
（平成２６年３月３１日現在、以下続刊）
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５．市史編さん事業

仙台市制百周年記念事業の一つとして昭和６１年か
ら開始された市史編さん事業は、平成２年度から当
館内に市史編さん室を置き作業を進めている。
平成２４年度以前に刊行された市史は、通史編が

『原始』『古代中世』『近世１』『近世２』『近世３』
『近代１』『近代２』『現代１』『現代２』の９冊、資
料編が『古代中世』『近世１　藩政』『近世２　城下
町』『近世３　村落』『近代現代１　交通建設』『近代
現代２　産業経済』『近代現代３　社会生活』『近代
現代４　政治・行政・財政』『仙台藩の文学芸能』
『伊達政宗文書１』『伊達政宗文書２』『伊達政宗文書
３』『伊達政宗文書４』の１３冊、特別編が『自然』
『考古資料』『美術工芸』『市民生活』『板碑』『民俗』
『城館』『慶長遣欧使節』の８冊で、計３０冊となる。
平成２５年度は、第３１回配本として特別編の最終巻
となる『特別編９　地域誌』を刊行した。この『地
域誌』は、旧仙台城下（明治２２年に市制を実施した
地域）を除く現仙台市域を明治時代の町村域にした
がって１４の地域に区分し、仙台市が政令指定都市に
なり区制が実施されるまでのそれぞれの地域の沿革
を、多様・豊富なカラー図版を用いながら、わかり
やすく紹介したものである。
また、本編さん事業の最終巻となる『年表・索引』
については、平成２６年度の刊行を目指して、年表に
収める項目の選択、調整や、索引作成のための語句
の拾いだし作業などを行った。
このほか、市域に関する歴史資料についても継続
的に収集、調査、分析を行い、その成果については
機関誌『市史せんだい』などに発表するほか、各種
の普及活動などに活用している。

１．委員

市史編さん事業においては、学識経験者、市職員
などで構成される１１名の仙台市史編さん委員の指
導・助言のもと、編集や監修などを行う専門委員１５
名によって随時協議が行われている。また調査分析
を行う担当者として、在仙の研究者を中心に調査分
析委員１８名を委嘱して作業を進めている。これらの
委員は、地域誌または年表・索引の部会に属して、
調査分析および執筆作業を行っている。

２．資料調査

資料調査は専門委員および各部会の要望、市民か
らの情報提供などに基づいて実施されている。
平成２５年度は『特別編９　地域誌』に関連して仙

台市関係機関などで調査を行い、『伊達政宗文書』の
補足調査で県外の調査も行っている。

〔主な調査箇所〕
仙台市／秋保市民センター

秋保総合支所
県政情報センター
市政情報センター
仙台市民図書館
宮城県公文書館
宮城県図書館

福島県／福聚寺
三春町歴史民俗資料館

東京都／国立国会図書館
総務省統計局統計図書館

京都府／井伊美術館

※このほかにも、多数の個人宅での調査および市内
各所での調査を行った。

３．資料レスキュー

1　活動内容
平成２４年度に引き続き、東日本大震災で被害をう

けた歴史資料を対象にレスキュー活動（救出・一時
保管、整理など）を行い、個人が所蔵する資料の保
全処置を実施したほか、個人宅の資料調査を行った。
また、市内巡回による資料所蔵の有無や保管状態

の聞き取り調査を行った。
なおレスキュー活動については、ＮＰＯ法人宮城

歴史資料保全ネットワークと緊密な連携をとりなが
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ら実施し、また宮城県被災文化財等保全連絡会議の
幹事役としての役割も担った。

2　活動の報告・紹介
・『土と文字が語る仙台平野の災害の記憶―仙台平
野の歴史地震と津波―』の増補改訂版を発行（平
成２６年３月１１日）

・『仙台市博物館の資料レスキュー活動―東日本大
震災後の取り組み―』を刊行（平成２６年３月３１日）

３　震災関連パネル展・パネル貸し出し
平成２５年３月１日（金）～６月３０日（日）の期間、
当館ギャラリーおよびロビーにおいて、パネル展
「仙台の歴史と震災～土と文字が語る仙台平野の災
害の記憶～」を開催した。
パネルについては平成２４年度に引き続き、市民セ
ンターや市内外の社会教育施設等に貸し出して展示
した。貸し出し施設および貸し出し期間は下記の通
りである。
　
横浜市歴史博物館　平成２５年７月３０日～１０月７日
ひょうご環境体験館   平成２５年８月１日～９月６日
仙台なびっく（仙台青年会議所）

平成２５年８月６日～８月２６日
若林区中央市民センター　　　平成２５年９月１６日
宮城野区中央市民センター　　平成２５年１２月８日

４　パネルおよび現物展示
震災関連のパネルとレスキューされた歴史資料を
市民に公開する展示を開催した。展示の詳細は下記
の通りである。
・「仙台の歴史と震災

～東日本大震災と地域史の発見～」
会　期：平成２５年３月５日（火）～５月１２日（日）
場　所：電力ビルグリーンプラザ
　　　　「とうほく文化情報コーナー」
主　催：仙台市博物館、東北電力グリーンプラザ
展示品：パネル１５枚、スギ円盤標本、六郷村行政
　　　　文書などの文書資料、絵画など１６点。
・「３．１１をこえて

～ふるさとの記憶・記録を伝えるために～」
会　期：平成２６年３月１１日（火）～１６日（日）
場　所：東北電力グリーンプラザ
　　　　「プラザ・ギャラリー」

主　催：仙台市博物館、東北電力グリーンプラザ
共　催：ＮＰＯ法人２０世紀アーカイブ仙台、宮城

県被災文化財等保全連絡会議、六郷・七
郷コミネット、ＲＥ：プロジェクト、Ｎ
ＰＯ法人宮城歴史資料保全ネットワーク

協　力：河北新報社
展示資料：パネル１４０枚（参加団体合計）、スギ円
　　　　　盤標本、民具など計４点。

・「震災の歴史をひもとく
～仙台平野の地震と津波～」

会　期：平成２６年３月１１日（火）～５月１１日（日）
場　所：東北電力グリーンプラザ
　　　　「とうほく文化情報コーナー」
主　催：仙台市博物館、東北電力グリーンプラザ
展示資料：パネル６枚、遺跡面剥ぎ取りパネル、

地層標本、歴史地震の記録史料など計
８点。

４．資料収集

資料調査を行った資料の一部については、所蔵者
の同意を得て借用し、館内で調査・整理作業を行っ
ている。こうした資料については随時くん蒸を実施
して虫菌類による損傷を防ぐとともに、原則として
目録を作成し、マイクロフィルムやデジタルカメラ
などによる撮影を行っている。
また、古書店などを通して仙台関係の近世の古文

書などの資料の収集も行っている。
1　購入資料
・仙台東照宮仙岳院御用方絵図　　　１帖
・亘理家臣家列帳　　　　　　　　　１冊
・伊達政宗書状（伊達忠宗宛）　　　　１幅

2　寄贈資料
※寄贈者（敬称略）／内容／数量
遠藤すみ子／六丁目愛郷婦人部関係資料／２冊

仙台東照宮仙岳院御用方絵図
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小山勝彦／ふすま裏張り／一括
泉市誌編さん関係資料／７冊
土生浩／郷土史関係収集資料／一括
３　整理作業を行った借用資料
秋保総合支所広報誌関係資料
秋保町教育委員会関係資料
七郷神社所蔵文書
仙台藩士今村家文書
仙台藩士太田家文書
仙台藩士倉兼家文書
仙台藩士山路家文書
多賀城吉田氏収集文書（第一次受入）
種次村肝入家資料
中田宿検断家資料
室家資料

５．仙台市史セミナー

仙台市史セミナーは、市史編さん事業で得られた
調査分析成果を市民へ発表することを目的に平成３
年度から年１回実施しているイベントである。
平成２５年度は『仙台城の御殿』と題して２名の講
師による講演を行い、２０８名の参加があった。併せ
てセミナー終了後、常設展示室において当館学芸員
による関連資料の展示解説を実施した。

第２２回仙台市史セミナー
日　時：平成２６年２月１日（土）１３：００～１５：３０
場　所：当館ホール
参加者：２０８名
内　容　『仙台城の御殿』
1　「仙台城本丸と若林城」
　　地底の森ミュージアム館長　金森安孝氏

2　「絵図に見る仙台城二の丸」
　　仙台市博物館学芸員　水野沙織

６．仙台市史講座

仙台市史講座は、市内６０カ所に設置されている市
民センターとの共催によるイベントで、『仙台市史』
編さん事業成果の地域還元と『仙台市史』の読者層
の拡大を目的に年２回実施している。講演のテーマ
は、市史編さん事業で得られた調査研究成果のなか
から、開催場所に即したものを選択している。平成
２５年度はそれぞれ以下の２カ所で講演を行った。
第２７回仙台市史講座
日　時：平成２５年９月１６日（月）１３：３０～１５：３０
場　所：若林区文化センター
　　　　（若林区中央市民センター）
参加者：７６名（応募１５２名）
テーマおよび講師
「仙台を支えた近郊農村

　　－南小泉・七郷・六郷の近世－」
市史編さん室長　菅野正道

第２８回仙台市史講座
日　時：平成２５年１２月８日（日）１４：００～１６：００
場　所：宮城野区文化センター
　　　　（宮城野区中央市民センター）
参加者：１０６名（応募１１３名）
テーマおよび講師
　『近世・近代　蒲生の記憶』

1　「近世仙台平野のクロマツ海岸林」
　　東北学院大学教授　菊池慶子氏
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2　「明治前期の蒲生の風景」
　　仙台市歴史民俗資料館学芸員　畑井洋樹氏

７．古文書読解講座

東北大学上廣歴史資料学研究部門との共催で、古
文書読解講座「はじめて古文書講座」を開催した。
日　程：平成２６年１月１７日（金）／１月２４日（金）
　　　　１月３１日（金）／２月７日（金）
　　　　（全４回の連続講座）
場　所：当館講習室
講　師：東北大学上廣歴史資料学研究部門教員およ

び市史編さん室員
受講者：５０名（受講申込者１２２名）

８．講師派遣

市史編さん事業の成果を広く市民などへ普及・還
元することを目的に、学校や各種の団体、機関など
から依頼を受けた場合、職員を派遣して仙台の歴史
に関する講話を行っている。また、市政出前講座と
して広聴相談課を通して講話の依頼を受けて職員を
派遣する場合もある。
・平成２５年度の実施状況
館内講師　　　　　８回
館外への講師派遣　３９回

９．学校教育との連携事業

・小中学校教員向け研修会で「仙台市史」の利活用

に関する講演を４回、震災の歴史に関する講演を
１回実施

・小中学校を対象とした館内授業、出前授業の実施
館内授業：生出中学校、富谷第二中学校、
　　　　　閖上中学校
出前授業：荒浜小学校、五城中学校、八木山中学校

１０．広報・展示活動

刊行された市史や事業の広報を目的に、年間を通
じて広報・展示活動を行っている。市史刊行の広報
はチラシやポスター等の広報物作成のほか、博物館
ホームページへの情報掲載、市史講座や市史セミ
ナーなどの普及イベント会場における『仙台市史』
『市史せんだい』の見本展示を実施している。
これらに加え、２５年度は仙台市消防音楽隊と連携

し、サンモール一番町・仙台駅ペデストリアンデッ
キの２か所で、「ふれあいコンサート」の幕間を活用
した最新刊の広報を行ったほか、「通史編全９巻」
「資料編　伊達政宗文書」のセット販売を企画し販促
活動にも力を入れた。
また、仙台城が国の史跡指定を受けて１０年になる

ことを機に、仙台市史『特別編７　城館』で取り上
げた仙台城に関わる内容や、東日本大震災による石
垣の被害状況、修復の経過などを紹介するパネルや資
料を展示し、仙台城の歴史的価値について紹介した。

「史跡指定１０周年記念　仙台城関係資料パネル展」
期　間：平成２５年１２月１７日（火）

～平成２６年１月１７日（金）
場　所：仙台市役所　１階ギャラリーホール

１１．刊行物

1　『市史せんだい　Vol．２３』
平成２５年９月３０日発行　Ａ５判　１３２ページ
特集企画「歴史地震・津波を再考察する」
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６　『仙台市博物館の資料レスキュー活動―東日本
大震災後の取り組み―』

平成２６年３月発行　Ａ４判　９５ページ

１論文　貞観十一年陸奥国震災記事と自然災害
　　痕跡研究　　　　　　　　　斎野裕彦

２研究時評　慶長地震の評価をめぐって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅野正道
論文　　　「八幡荘と治承・寿永内乱」　三好俊文
研究ノート「和田織部為泰と幕末維新期の蒲生」

栗原伸一郎
史料紹介　「仙台城等畳数調」―『仙台市史特別編

７　城館』「第三部　城館関係文献資
料」補遺（一）　　羽下徳彦・倉橋真紀

史料紹介　伊達政宗文書補遺（七）
2　『せんだい市史通信　第３０号』

平成２５年５月発行　Ａ４判　４ページ
３　『せんだい市史通信　第３１号』

平成２５年９月発行　Ａ４判　４ページ
４　『せんだい市史通信　第３２号』

平成２６年２月発行　Ａ４判　４ページ
５　『増補改訂版　土と文字が語る仙台平野の災害
の記憶』

平成２６年３月発行　Ａ４判　２０ページ

特　別　編資　料　編通　史　編刊　行　年　度
①　自然⑩　伊達政宗文書１平成５（1993）年度
②　考古資料①　古代中世平成６（1994）年度
③　美術工芸②　近世１平成７（1995）年度
④　市民生活③　近世２平成８（1996）年度
⑤　板碑 ・ ⑥　民俗平成９（1997）年度

⑤　近代現代１①　原始平成10（1998）年度
④　近世３②　古代中世平成11（1999）年度

平成12（2000）年度
⑥　近代現代２③　近世１平成13（2001）年度
⑪　伊達政宗文書２④　近世２平成14（2002）年度
⑦　近代現代３⑤　近世３平成15（2003）年度
⑫　伊達政宗文書３平成16（2004）年度

⑦　城館①　原始〔改訂版〕平成17（2005）年度
⑧　近代現代４
⑬　伊達政宗文書４

平成18（2006）年度

⑨　仙台藩の文学芸能⑥　近代１平成19（2007）年度
平成20（2008）年度

⑧　慶長遣欧使節⑦　近代２平成21（2009）年度
⑧　現代１平成22（2010）年度

平成23（2011）年度
⑨　現代２平成24（2012）年度

⑨　地域誌平成25（2013）年度
年表・索引平成26（2014）年度

表１７　「仙台市史」刊行年次計画

（○数字は既刊）
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６．文化庁補助事業に
　　ついて　　
文化庁の国補助を活用した
ミュージアム再興事業
 
１　事業の概要

文化庁が地域の文化遺産を活用して、公開等によ
り文化振興や地域経済活性化を推進することを目的
として、補助金を交付する事業を行っている。
都道府県単位の実行委員会に交付されるため、仙
台市博物館は東北歴史博物館とともに宮城県ミュー
ジアム復興事業実行委員会を立ち上げ、東日本大震
災により被災した文化遺産保全を図るとともに、災
害を記録にとどめ、歴史資料への関心や意識高揚を
図る事業を展開している。

２　仙台市博物館の事業

１）博物館の復旧・復興の情報発信、活性化事業
東日本大震災で被災した仙台市内の８つの歴

史・文化施設で構成する「仙台歴史ミュージアム
ネットワーク」を組織し、これまで以上に連携を
強め広報活動を展開し、歴史・文化施設を活性化
する事業を企画し積極的に情報発信を行う。
また、地域振興の一助となるよう被災校支援を

行う。

事業金額　２，００２，９７８円

２）グローバル化拠点事業
特別展「慶長遣欧使節出帆４００年・ユネスコ世界

記憶遺産登録記念
伊達政宗の夢　―慶長遣欧使節と南蛮文化―」

の開催を核とし、ユネスコ世界記憶遺産及び国宝
「慶長遣欧使節関係資料」をはじめとする多彩な文
化財等を展示公開することをとおして、地域のグ
ローバル化拠点として世界に発信する（詳細は３８
ページ参照）。

事業金額　６４，６００，１１４円

 被災ミュージアム再興事業
　
東日本大震災で被災した博物館資料の修理、修理

した資料の整理・データベース化、応急措置を施し
た資料を収蔵する場所の確保、復興に向けた各種事
業や被災した館の資料を活用した展覧会の実施等に
必要な経費について、国が補助する事業であり、仙
台市博物館では次の事業を行っている。

１）修理した資料の再整理事業
事業金額　８，９３５，９２８円

２）被災資料展示事業
事業金額　２，８４４，０４７円

３）被災資料の修復
事業金額　５，４８１，０００円

４）応急処理を施した資料を収蔵する場所を確保す
る事業
事業金額　１４，７２４，０４６円
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７．ボランティア

仙台市博物館では、「仙台市博物館ボランティア
三の丸会」が展示解説をボランティアで行っている。
平成９年に組織されたこの団体は、平成２５年で１７年
目を迎えた。
平成１９年度より５年任期制を導入し、２５年度の登
録者は１２１名であった。
ボランティア活動は活動班（各班９～１１名の１２班
編成）ごとに行っており、２週間に１回の活動とな
る。常設展示室での資料解説や映像による館内紹介
（以下、ガイダンスと記す）、プレイミュージアムで
のアシスタント補助が主な活動で、２２年度からは新
たに館庭＜仙台城三の丸跡＞案内を始めた。
会の運営や情報交換は、月１回の役員会で行われ
る。役員会は会長、副会長、会計、監事、各部長、
班長、担当館職員からなる。会全体の活動方針に関
わる事項は、年１回の総会で決定している。
　
１．新規会員の募集・養成講座等

新規ボランティア募集に４６名の応募があり、抽選
の結果３５名を新会員候補とした。その後、以下のボ
ランティア養成講座（４回１２講座、１３：３０～１６：３０）
を受講することによって会員として登録された。
・第１回：博物館の展示概要／博物館案内・ボラン

ティア活動の実際／三の丸会の活動　
・第２回：歴史展示の解説①／歴史展示の解説②
・第３回：教育普及・他館連携・市史編さん／プ

レイミュージアム研修／美術展示の解説
①②

・第４回：接遇実技実習（外部講師）／美術展示の
解説③

・特別接遇研修：接遇実技実習（外部講師）／企画展
「仙台藩主勢ぞろい！」の展示解説

※第４回の接遇研修と特別接遇研修は、生涯学習課
と連携して仙台市内他の施設のボランティアも参
加した。
※６月に行った登録・更新式で新規会員に対して登
録証を交付した。

２．解説活動

活動日数は３００日（前年度比６日減）で、のべ活動
人数が２，４５５人（同１５６人増）であった。展示解説は

１３，８３６件（同１，００１件増）で観覧者２７，７０２人（同４，４３６
人増）に対応した。また、市民センターの老荘大学・
学校の校外学習などで、展示室での解説の依頼も多
数ある。
博物館における仙台城ガイダンス機能を拡充させ

る目的で、博物館の建つ仙台城三の丸跡の案内を２２
年度から始めた。３０分程度の案内を１日１回、４月
から１１月末日まで行い、実施日数が１４９日（中止が５９
日）、８７９人の観覧者を案内した。参加者からたいへ
ん好評で、県外の方だけではなく市内の方々からも
喜ばれている。
その他、英語ガイドも行っており、外国人団体の

対応も行っている。旅行者から留学生や市内ＡＬＴ
の研修会など多岐にわたる要望があった。

 



－　　－79

３．部会活動

ボランティアは、活動班の他に、５つの部会のい
ずれかに属し活動している。

◆主な研修

７月：研究発表会
「慶長遣欧使節の７年の軌跡を追う」
発表者・椎野健作氏（ボランティア）

１０月：仙台市観光ボランティアガイドネットワー
ク研修「お客様を楽しませるコミュニケー
ションについて」
講師・菊池光男氏（るーぷる仙台乗務員）
：館外研修
伊達氏発祥の地（福島県伊達市ほか）

１月：研究発表会
「根白石と宮床を訪ねて」
発表者・木曜２班
：特別教養講座「子どもの接し方について」

　　　講師・竹田幸司（当館指導主事）
２月：教養講座

「御仏を今に伝えた斑鳩の甍―法隆寺再建
論を中心にー」
講師・佐川正敏氏（東北学院大学教授）

学芸員による展示解説
６・９・１２・２月：ギャラリートーク

　

その他、今年度の特別展「伊達政宗の夢－慶長遣
欧使節と南蛮文化」から教員向けのミュージアムセ
ミナーに三の丸会ボランティアも参加できるように
なった。

４．ボランティアと博物館との懇談会

より多くの方々に喜ばれる博物館にするため、ボ
ランティアと職員の情報交換を兼ねた懇談会を２月
に行った。ボランティアからは解説活動を通して気
づいたことや広報活動について、博物館からはボラ
ンティア向け講座について提案がなされた。参加者
は、ボランティアが２９名、博物館が７名であった。

５．新規ボランティア募集説明会

６月から新しくボランティアを希望する方と継続
を希望するボランティアを対象とした説明会を実施
した。
日　時：平成２６年３月８日（土）１３：３０～
場　所：博物館講習室
内　容：ボランティア活動内容説明

　　　会員の体験談…森田純氏
参　加：９名

館外研修

活動内容部会

会の運営に関する事務全般を担当し、会則の改
正や総会の準備、議事録作成等を行う。運営部

会員の研究発表会、学習会、講演会、館外研修会
などの企画・運営を担当。研修部

三の丸会会報を発行。博物館情報、会員による
紀行文、勉強会報告などが掲載され、情報共有化
の大切な手段となっている。

会報部

海外からの観覧者に英語で解説する。予約によ
る英語解説も行っている。英語部

観覧者からの質問と回答をまとめた「尋解集」の
作成や、各種資料の収集・保管を担当。古文書講
読会を月１回ずつ実施。

資料部

表１８　ボランティアの５つの部会

接遇研修のようす
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８．友の会

仙台市博物館友の会は、博物館活動を愛好する市
民によって昭和４７年に結成された。博物館を中心と
して歴史・芸術・民俗などに関する知識を深めなが
ら会員相互の親睦をはかり、かつ博物館活動の支援
を目的として、その普及発展に寄与してきた。
会員は賛助会員（年会費１口　５，０００円）・普通会

員（年会費　３，０００円）・学生会員（年会費　２，０００
円）からなる。平成２５年度の普通会員数は６６４名で
あった。すべての会員構成は、別表の通りである。
友の会の企画運営は、様々な職業・年齢層の役員

１０名から構成される役員会において決定され、本年
度は８回開催された。また役員は会報を編集する編
集委員会、研修会を企画・立案する研修委員会、講
演会の司会や受付などを担当する講座委員会に属
し、積極的な活動を行った。
会の事業実績は、別記のとおりである。特別展・
企画展セミナー４回、日帰り研修会２回、会員向け
講座１回、古文書講読会２回を実施し、いずれも多
くの会員の参加を得ることができた。
また、ミュージアム等関係施設復興支援として、
宮城県慶長使節船ミュージアム（サン・ファン館）
に寄付を行った。 

１．　総会　４日１７日　博物館ホール　参加８５名
２．　事業

1　会報発行
６／１　１６３号、９／１　１６４号、１２／１　１６５号、
３／１　１６６号

2　行事
５／２７　広報セミナー「仙台藩主勢ぞろい！」　
　　　　講師　水野沙織（当館学芸員）

参加９９名
５／２９　研修会　会津方面　　　　　参加４１名
　　　　講師　酒井昌一郎（当館学芸員）　
７／１６　広報セミナー「近江巡礼」　参加１１６名
　　　　講師　酒井昌一郎（当館学芸員）
１０／７　広報セミナー「伊達政宗の夢」
　　　　講師　佐々木徹（当館学芸員）

　参加１１１名
１１／８　研修会　石巻方面
　　　　講師　酒井昌一郎（当館学芸員）

参加４０名
１１／３０　会員向け講演会
　　　　「日本仏教建築の様式と意匠」
　　　　講師　東北大学大学院工学研究科助教
　　　　野村俊一氏　　　　　　　　参加１２６名
１／２５　古文書講読会①
　　　　「御家騒動の現場－残された書状から－」
　　　　講師　菅原美咲（当館学芸員）

　参加１４９名
２／８　古文書講読会②
　　　　「伊達輝宗と最上義光の争い
　　　　–伊達輝宗自筆日記を読む－」
　　　　講師　佐々木徹（当館学芸員）　

　参加１０８名
３／３　広報セミナー「法隆寺」
　　　　講師　酒井昌一郎（当館学芸員）

参加１３９名

人数年代性別
２０２０賛助会員

66４

36５

010　代

男
　
　
　
性

普
通
会
員

320　代
630　代
1940　代
４６50　代
12760　代
9470　代
4880代～
2２その他

29９

010　代

女
　
　
　
性

420　代
1730　代
2640　代
4150　代
9660　代
5870　代
2080代～
3７その他

66学生会員
685計

表１９　平成２５年度会員内訳
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予算概要

９．組織・予算・運営

組織・事務分掌（平成２５年４月１日現在）

館　　長

副 館 長
博物館協議会
（定員10名）

庶　　務　　係
（7名）

学　　芸　　室
（学芸員13名）

市史編さん室
（12名）

市史編さん委員会
（11名）

市 史 編 さ ん
専門委員会（15名）

● 博物館の使用許可及び
観覧料等の収納

● 博物館施設及び設備の
維持及び財産管理

● 仙台市博物館協議会
● 博物館の庶務

● 市史の編さん及び刊行
● 市史資料の収集及び保管
● 市史の普及及び啓発
● 市史編さん委員会・専
門委員会

● 博物館資料の収集及び保存
● 博物館資料の展示
● 博物館資料の調査研究
● 博物館資料の管理
● 常設展・特別展等の企画運営
● 博物館事業の広報及び普及
● 生涯学習活動の支援及
び資料相談

摘　　　　　　　　　　要当初予算額費　　　　　　　　　　目

電気、上・下水道、ガス使用料46，668（１）光 熱 水 費

１　運営管理費

警備、清掃、電気機械設備運転保守、観覧料収納・案内、
看板・演示具製作、展示物運搬・陳列等の委託費96，236（２）管理運営委託費

機械設備等修繕費4，500（３）施 設 修 繕 費

収蔵資料修繕費1，３２６（４）資 料 修 繕 費

教育普及、調査研究、その他運営管理に要する経費84，６８４（５）その他管理運営費

233，414小　　　　計

展示用美術工芸品・歴史資料等の購入経費4，190２　資 料 購 入 費

特別展覧会開催に要する経費24，271３　特 別 展 覧 会 開 催 費

「仙台市史」編さん・刊行に要する経費41，260４　市 史 編 さ ん 費

空気熱交換機改修工事設計903５　維　　　持　　　修　　　繕　　　費

304，038合　　　　　　　　　　計

（単位：千円）表２０　平成２５年度予算概要
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職　員（平成２５年４月１日現在）

氏　　　　名職　　　名室　・　係

三 條 清 彦主 幹 兼 係 長

庶 務 係

石 垣 晃 一主 任

川 名 厚 子主 事

木 村 公 一主 事

福 原 典 子臨 時 職 員

鈴　 木　 友 希 恵非常勤嘱託職員

阿　 部　 さ や か非常勤嘱託職員

髙　 橋　 あ け み主 幹

学 芸 室

樋 口 智 之室          長

竹 田 幸 司指  導  主  事

山 田 貴 史指  導  主  事

酒　 井　 昌 一 郎主 任

佐 々  木  　　　  徹主          事

水 野 沙 織主          事

南 部 英 湖主          事

菅 原 美 咲主          事

氏 家 文 枝非常勤嘱託職員

鈴　 木　 か お る非常勤嘱託職員

山 野 辺　 典　 之非常勤嘱託職員

太　 田　 美 由 紀非常勤嘱託職員

菅 野 正 道室          長

市 史 編 さ ん 室

田 中 元 昭指  導  主  事

稗 貫　 信主          任

明 石 治 郎非常勤嘱託職員

村 岡 淳 子非常勤嘱託職員

二 上 玲 子非常勤嘱託職員

倉 橋 真 紀非常勤嘱託職員

菅 原 友 子非常勤嘱託職員

栗　 原　 伸 一 郎非常勤嘱託職員

三 好 俊 文非常勤嘱託職員

中 武 敏 彦非常勤嘱託職員

松 岡 祐 也非常勤嘱託職員

館　　　　　長　　　遠　　藤　　俊　　行
副　　館　　長　　　内　　山　　淳　　一
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仙台市博物館協議会
　
平成２５年度　仙台市博物館協議会委員

（五十音順・敬称略　◎＝会長　○＝副会長）
◎泉　　武夫　　東北大学大学院教授
　小川　淳一　　仙台市立七北田中学校長
　尾崎　彰宏　　東北大学大学院教授
○佐川　正敏　　東北学院大学教授
　佐藤　憲子　　仙台市社会学級研究会
　佐藤　弘夫　　東北大学大学院教授
　伊達　泰宗　　伊達家伯記念會取締役会長
　濱田　淑子　　東北福祉大学美術工芸館参与
　森　美智子　　東北学院大学教授
渡辺　公一　　仙台市議会議員

平成２５年度　協議内容

第１回　平成２５年５月２８日（火）
１　報告事項　
１　平成２４年度及び平成２５年４月の観覧者数に
ついて

２　特別展　「東日本大震災復興支援／若冲が
来てくれました―プライスコレクション江戸
絵画の美と生命―」　仙台展の結果報告につ
いて

３　企画展　「仙台藩主勢ぞろい！　初代伊達
政宗から１３代慶邦まで」の中間報告について

４　市史編さん事業について
5　資料レスキュー事業について
6　学校・その他の連携事業について

２　協議事項
１　特別展　「慶長遣欧使節出帆４００年記念／伊
達政宗の夢―慶長遣欧使節と南蛮文化」

第２回　平成２５年７月２３日（火）
１　報告事項　
１　慶長遣欧使節関係資料のユネスコ記憶遺産
登録について

２　平成２５年５～６月の観覧者数について
３　企画展　「仙台藩主勢ぞろい！　初代伊達
政宗から１３代慶邦まで」の結果報告について

４　特別展　「滋賀県立琵琶湖文化館が守り伝
える美／近江巡礼―祈りの至宝展―」　仙台
展の中間報告について

5　市史編さん事業について

6　学校・その他の連携事業について
２　協議事項
１　資料購入について（秘密会）

　
第３回　平成２５年１０月８日（火）
１　報告事項　
１　平成２５年７～９月　「月別観覧者及びホー
ル・ギャラリー利用状況」　について

２　特別展　「滋賀県立琵琶湖文化館が守り伝
える美／近江巡礼―祈りの至宝展―」　仙台
展の結果報告について

３　特別展　「慶長遣欧使節出帆４００年・ユネス
コ世界記憶遺産登録記念／伊達政宗の夢―慶
長遣欧使節と南蛮文化」の中間報告について

４　市史編さん事業について
5　学校・その他の連携事業について

２　協議事項
１　特別展　「東日本大震災復興記念・新潟県越
地震復興１０年／法隆寺―祈りとかたち―」に
ついて

２　特別展　「東日本大震災復興支援／おもし
ろびじゅつワンダーランドin東北」について

　　
第４回　平成２６年３月４日（火）
１　報告事項　
１　平成２５年１０月～平成２６年２月　「月別観覧
者及びホール・ギャラリー利用状況」　につい
て

２　特別展　「慶長遣欧使節出帆４００年・ユネス
コ世界記憶遺産登録記念／伊達政宗の夢―慶
長遣欧使節と南蛮文化」の結果報告について

３　特別展「東日本大震災復興記念・新潟県中
越地震復興１０年／法隆寺―祈りとかたち―」
の中間報告について

４　市史編さん事業について
5　学校・その他の連携事業について

２　協議事項
１　特別展「東日本大震災復興支援／女人高野
室生寺」について
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仙台市史編さん委員会
　
仙台市史編さん事業の遂行に当たっては、仙台市
史編さん委員会設置要綱により、幅広い視野からの
指導・助言を得ることを目的として仙台市史編さん
委員会を設置して、学識経験者・市職員などに委員
を委嘱している。また、市史編さんに必要な編集や
監修などを行うために専門委員会を設置して、随時
協議を行っている。

仙台市史編さん委員

順不同敬称略　○＝委員長
跡部　　薫　仙台市議会市民教育委員会委員長

（平成２５年９月３日～）
飯渕　由美　健康プランニングＩ（アイ）主宰
岡崎　修子　柏木市民センター館長
岡田　健治　前仙台商工会議所副会頭
小野寺　健　仙台市議会市民教育委員会委員長

（～平成２５年９月２日）
立花　鶴憲　東北福祉大学特任教授
平川　　新　東北大学災害科学国際研究所所長・教授
朴澤　泰治　朴沢学園理事長・仙台大学学長
吉田　正志　東北大学名誉教授
○稲葉　信義　仙台市副市長
髙橋　一典　仙台市総務企画局長
上田　昌孝　仙台市教育委員会教育長

仙台市史編さん専門委員

　順不同敬称略　○＝委員長
入間田宣夫　一関市博物館館長
岩本　由輝　東北学院大学名誉教授
鵜飼　幸子　前仙台市博物館市史編さん室長
大石　直正　東北学院大学名誉教授
小井川百合子　元仙台市博物館副館長
斎藤　　誠　東北学院大学副学長・教授
佐藤　憲一　元仙台市博物館館長
須藤　　隆　東北大学名誉教授
難波　信雄　東北学院大学名誉教授
仁昌寺正一　東北学院大学教授
羽下　徳彦　東北大学名誉教授
濱田　直嗣　宮城県慶長使節船ミュージアム館長

○平川　　新　東北大学災害科学国際研究所所長・教授
松本　秀明　東北学院大学教授
樋口　智之　仙台市博物館学芸室長

協議内容

仙台市史編さん委員会
第５２回　平成２５年８月２９日
１　仙台市史編さん事業収束に関する提言書に
ついて

２　平成２５年度仙台市史編さん事業について
３　平成２６年度仙台市史編さん事業計画につい
て

第５３回　平成２５年３月２８日
１　「仙台市史編さん委員会設置要綱」の改正
２　平成２５年度市史編さん事業報告
３　平成２６年度仙台市史編さん事業計画につい
て

仙台市史編さん専門委員会

第１２６回　平成２５年７月２７日
１　平成２５度仙台市史編さん事業について
２　平成２６年度仙台市史編さん事業計画につい
て

第１２７回　平成２５年１２月２２日
１　『年表・索引』について

第１２８回　平成２６年２月２５日
１　平成２５度仙台市史編さん事業報告
２　平成２６年度仙台市史編さん事業計画につい
て
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総
　
　
　
計

無
　
　
　
料

団　　　　　体個　　　　　人

月

計
小
　
中

高
　
校

一
　
般

計
小
　
中

高
　
校

一
　
般

53，4688，26820，5880020，58824，6120024，612４

32，7766，13411，505843210，66015，1371，2391313，885５

12，0713，7051，981605141，3626，3851，031925，262６

11，4041，9783，220136563，0286，206465965，645７

20，8432，8576，3032751625，86611，6831，14742310，113８

7，3191，8601，776227111，5383，683420373，226９

15，0173，1235，66185315，5456，233261455，927１０

14，6723，3805，7971171715，5095，495143645，288１１

3，5711，0427895937271，74091161，633１２

3，1261，427341513351，35848171，293１

2，46969160174105171，17729141，134２

21，4212，3777，6361011747，36111，40824129310，874３

198，15736，84266，1982，52763563，03695，1175，1151，11088，892計

１０．利用状況

月別観覧者数

（人）

開館日数３０７日

表２１　月別観覧者数
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利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
アカプルコ写真展1610．21～11．５市民局交流政策課
中学校生徒地図作品展811．25～12．２教育局教育指導課
中学校学級新聞展712．３～12．９教育局教育指導課

特別展、資料整理等192博物館
一般貸出利用者計1，668人223計

施設利用状況

表２２　ギャラリー利用状況

利　用　内　容日　数利　用　期　間利　用　団　体　名
シンポジウム1４．21美術史学会
講演会1９．15仙台日伊協会
中学校生徒地図作品展表彰式211．25～11．26教育局教育指導課
中学校学級新聞展表彰式112．３教育局教育指導課
講演会1１．26一般社団法人 日本考古学協会
教育功労者表彰式3２．５～２．７教育局総務課
講演会1２．22一般社団法人 日本漆総合研究所

講演会、ビデオガイダンス等124博物館
一般貸出利用者計549人134計

表２３　ホール利用状況

開館日数　３０７日
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人数（人）件数（件）内訳

年度 計
館外館内

計
館外館内

一般学校一般学校一般学校一般学校
１１，８８１ ３，４８２ ８５３ ４，０５５ ３，４９１ ２２４ ４１ ８ １０２ ７３ 平成２５年度

視察対応状況

表２６　平成２５年度　視察対応状況

人　数視　　察　　者月　日
１人広島市議会議員４／２４
１０人旧台南県知事４／３０
１人愛知県議会議員５／２
８人ハーフマラソンアカプルコ市選手団５／１１
５人台南市副市長他５／１８
１１人台南市市民交流促進団５／２４
１４人北京観光団視察６／２７
１７人JICA地方自治研修７／３
３人駐日EU大使７／２６
３０人スペイン市民交流団（ハポン氏）８／３
２人駐日メキシコ大使館参事官８／４
３人駐日キューバ臨時代理大使８／２１
２人長崎県アジア国際政策課８／２１
２人駐日イタリア大使１０／３
２人駐日スペイン大使館参事官１０／３
６人刈谷市文化財審議委員１０／５
５人サンマリノ共和国マンリオカデロ特命全権大使１０／１１
３人駐独日本大使１０／３１
３人駐日スペイン大使１１／１
３人駐日メキシコ大使１１／１
２人(市長視察）１１／９
１１人阪神ブロック市議会１１／１２
４人広島市議会議長１１／１２
４人仙台商工会議所会頭他１１／１５
１人名古屋市議１２／１２
１０人東北市議会議長会１／１５
６人国際協力機構（JICA）２／１６
２人宇和島市伊達家当主３／１４
２人斑鳩町長３／２０

講師等利用状況

表２４　講師利用件数表

表２５　レファレンス対応等表（件）

計写真貸出･
利 用

資 料 閲 覧
対 応 等

マ ス コ ミ
対 応

資料相談・
質問対応等

内訳
年度

８０５２５７２７３３０１９１平成２５年度



－　　－88

１１．条例・規則・要綱等

仙台市博物館条例
昭和６０年１２月１９
仙台市条例第二九号

仙台市博物館条例（昭和３６年仙台市条例第二十二
号）の全部を改正する。
（設　置）
第一条　歴史、美術工芸等に関する資料を収集し、
保管し、及び展示して市民の教養の向上、調査研
究等に資するとともに、これらの資料に関する調
査研究及び普及活動を行うことを目的として、博
物館を設置する。
（名称及び位置）
第二条　博物館の名称及び位置は、次のとおりとす
る。

　（観覧料）
第三条　博物館が展示する資料を観覧しようとする
者は、別表第一に定める観覧料を納入しなければ
ならない。
　（使用の許可）
第四条　別表第二に掲げる施設（以下「施設」とい
う。）を使用しようとする者は、教育委員会の許可
を受けなければならない。
２　教育委員会は、次の各号の一に該当するとき
は、前項の許可をしないことができる。
　一　公の秩序を乱すおそれがあるとき
　二　管理上支障を及ぼすおそれがあるとき
　三　使用目的が博物館の設置目的に反するとき
　（使用料）
第五条　施設の使用料は、別表第二に定めるとおり
とする。
２　使用料は、前条第一項の許可の際に納入しなけ
ればならない。ただし、市長が必要と認めるとき
は、使用料を別に定める納期限までに納入させる
ことができる。
　（使用料の額の特例）
第五条の二　市長は、前条第二項ただし書の規定に
より使用料を別に定める納期限までに納入させる

場合において、当該納期限の日以前に、第四条第
一項の許可を受けた者につき次の各号のいずれか
に該当すると認めるとき（使用料が既納の場合を
除く。）は、前条第一項の規定にかかわらず、同項
に規定する使用料の額の範囲内で使用料の額を定
めることができる。
一　天災その他自己の責めによらない事由により
施設を使用できないとき

二　市長が別に定める期間内に施設の使用の取り
やめを申し出たとき

　（使用許可の取消し等）
第六条　教育委員会は、次の各号の一に該当すると
きは、第四条第一項の許可を取り消し、又は使用
を制限し、若しくは停止することができる。
一　第四条第一項の許可を受けた者がこの条例又
はこの条例に基づく規則に違反したとき

二　第四条第二項各号の一に該当することとなっ
たとき

　（観覧料等の返還）
第七条　既納の観覧料及び使用料は、返還しない。
ただし、次の各号のいずれかに該当すると市長が
認めるときは、その全部又は一部を返還すること
ができる。
一　観覧料を納入した者につき天災その他自己の
責めによらない事由により観覧できないとき

二　使用料を納入した者につき第五条の二各号の
いずれかに該当するとき

　（観覧料等の減免）
第八条　市長は、特別の事由があると認めるとき
は、観覧料及び使用料を減免することができる。

　（損害賠償）
第九条　博物館の建物、付属設備又は資料を損傷
し、又は滅失した者は、その損害を賠償しなけれ
ばならない。

　（博物館協議会）
第十条　博物館法（昭和２６年法律第二百八十五号）
第二十条第一項の規定に基づき、博物館に仙台市
博物館協議会（以下「協議会」という。）を置く。

２　協議会の委員の定数は、１０人とする。
３　協議会の委員の任期は、２年とする。ただし、
補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（委　任）
第十一条　この条例の施行に関し必要な事項は、市
長又は教育委員会が定める。

位　　　置名　　称
仙台市青葉区川内二十六番地仙台市博物館
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　　　附　則
　この条例は、昭和６１年３月１日から施行する。
　　　附　則（昭６３、１２・改正）抄
　この条例は、昭和６４年４月１日から施行する。
　　　附　則（平３、１２・改正）抄
　（施行期日）
１　この条例は、平成４年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　次項に定めるものを除き、この条例の施行の日
（以下「施行日」という。）前になされた使用の許
可その他これに類する行為に係る使用料又は手数
料については、なお従前の例による。
　　　附　則（平９、３・改正）抄
　（施行期日）
１　この条例は、平成９年４月１日から施行する。
　（経過措置の原則）
２　次項から附則第十三項まで定めるものを除き、
この条例の施行の日（以下「施行日」という。）
前になされた使用の許可その他これに類する行為
に係る使用料又は手数料については、なお従前の
例による。
　　　附　則（平１５、７・改正）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平１６、３・改正）
　この条例は、公布の日から施行する。

別表第一（第三条関係）

　備考
一　特別展の観覧料を納入したものは、常設展は
無料とする。

二　団体利用とは、３０人以上の団体による利用を
いう。

三　常設展のみの団体利用においては、引率者

は、３０人に１人の割合で無料とする。

別表第二（第四条、第五条関係）
　　　　　　　　使用時間　　　　　　　　使用区
分 午前
 午後
 （９：００～１２：００）
 （１３：００～１６：３０）

ホ　ー　ル 入場料を徴収しない場合
 ４，２００円
 ６，５００円

 入場料を徴収する場合
 １２，６００円

備考
一　全日（午前９時～午後４時３０分）の使用時間
に係る使用料は、午前及び午後の使用料の合計
額とする。

二　使用時間が本表に定める使用時間に満たない
場合は、時間割計算は、行わない。

三　本表に定める使用時間を超えて使用する場合
における当該超える分に係る使用料は、その使
用が午前９時以前又は正午から午後１時までの
ときは午前、午後４時３０分以降のときは午後の
使用料の額の時間割計算による。この場合にお
いて、超える時間に一時間に満たない端数があ
るときは、これを一時間に切り上げる。

四　本表に定める使用時間に準備等のために使用
する場合の使用料は、当該使用料の２分の１と
する。

五　日曜日又は国民の祝日に関する法律（昭和２３
年法律第百七十八号）に規定する休日に使用す
る場合は、本表に定める使用料の２割増しとす
る。

六　付帯設備の使用料は、教育委員会が定める。
七　暖房し、又は冷房する場合の使用料は、教育
委員会が定める。

 

金額（１人につき）区　　　　　　分

４００円一 般個
人
利
用

常
　
　
設
　
　
展

２００円高 校 生

１００円小学生・中学生

３２０円一 般団
体
利
用

１６０円高 校 生

８０円小学生・中学生

１，５００円の範囲内で教育
委員会が定める額特　　　別　　　展

午　　後
（１３：００～１６：３０）

午　　前
（９：００～１２：００）

６，５００円４，２００円入場料を徴収
しない場合ホ

ー
ル

１９，５００円１２，６００円
入場料を徴収
する場合

４，４００円３，０００円入場料を徴収
しない場合

ギ
ャ
ラ
リ
ー １３，２００円９，１００円
入場料を徴収
する場合

使用区分
使用時間
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仙台市博物館条例施行規則

 昭和６１年１月２４日　　
 仙台市教育委員会規則第二号
　仙台市博物館条例施行規則（昭和３６年仙台市教育
委員会規則第八号）の全部を改正する。
（趣　旨）
第一条　この規則は、仙台市博物館条例（昭和６０年
仙台市条例第二九号。以下「条例」という。）の
施行に関し必要な事項を定めるものとする。
　（開館時間）
第二条　博物館の開館時間は、午前９時から午後４
時４５分までとする。ただし、教育委員会が必要と
認めるときは、臨時にこれを変更することができ
る。
　（休館日）
第三条　博物館の休館日は、次のとおりとする。た
だし、教育委員会が必要と認めるときは、休館日
に開館することができる。
一　月曜日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年
法律第百七十八号）に規定する休日（以下「休
日」という。）に当たる日を除く。）

二　休日の翌日（休日又は日曜日に当たる日を除く。）
三　１月１日から１月４日まで及び１２月２８日から
１２月３１日まで
四　その他教育委員会が必要と認める日
　（入館者の遵守事項）
第四条　入館者は次の事項を遵守しなければならな
い。
一　博物館の建物、付属設備若しくは資料を損傷
し、若しくは汚損し、又はそのおそれのある行
為をしないこと

二　許可を得ないで博物館の資料の撮影、模写等
をしないこと

三　所定の場所以外の場所で喫煙又は飲食をしな
いこと

四　他の入館者に迷惑となる行為をしないこと
五　その他係員の指示に従うこと
　（入館の制限）
第五条　教育委員会は、博物館を利用する者が次の
各号の一に該当するときは、入館を拒絶し、又は
退館を命ずることがある。
一　適当な指導者又は付添人のない満六歳未満の
者

二　でい酔者
三　他人に危害を及ぼし、若しくは他人の迷惑と
なるおそれのある物品を携帯し、又は動物を伴
う者

四　係員の指示に従わない者
五　その他管理上支障があると認められる者

　（観覧券）
第六条　博物館が展示する資料を観覧しようとする
者は、観覧券の交付を受け、展示室の入り口にお
いてこれを係員に提示しなければならない。

２　前項の観覧券は、観覧料の納入の際に交付す
る。ただし、教育委員会が特別の事由があると認
めるときは、この限りでない。

　（使用許可の手続）
第七条　条例第四条第一項の許可（以下「使用許可」
という。）を受けようとする者は、使用しようとす
る日（以下「使用日」という。）の十四日前までに使用
申込書を教育委員会に提出しなければならない。

２　前項の使用申込書の受付は、使用日の３月前か
ら行うものとする。ただし、教育委員会が特に必
要と認めるときは、６月前から行うことができ
る。

３　教育委員会は、使用許可をしたときは、使用承
認書を交付するものとする。

　（市長が必要と認めるときの使用料の納期限）
第七条の二　条例第五条第二項ただし書に規定する
市長が必要と認めるときは、次の各号に掲げる場
合とし、同項ただし書に規定する別に定める納期
限は、当該各号に掲げる場合の区分に応じ、それ
ぞれ当該各号に定める日とする。
一　使用料を口座振替の方法により納入する場合
使用許可を受けた日の属する月の翌月末日

二　教育委員会が特別な事由があると認める場合
教育委員会が定める日

　（市長が必要と認めるときの使用料の額の特例）
第七条の三　使用許可を受けた者（以下「使用者」
という。）が条例第五条の二第一号に該当する場合
において、同条の規定により市長が定める使用料
の額は、零とする。

２　条例第五条の二第二号に規定する市長が別に定
める期間は、次の各号に掲げる期間とし、同条の
規定により市長が定める使用料の額は、前項の規
定にかかわらず、次の各号に掲げる期間の区分に
応じ、それぞれ当該各号に定める額とする。
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一　使用許可を受けた日から使用日の一月前の日
までの期間　零

二　使用日の一月前の日の翌日から使用日の七日
前の日までの期間　条例第五条第一項の規定に
よる使用料（以下「従前の使用料」という。）
の額の五割に相当する額（その額に百円未満の
端数が生じたときは、これを切り上げた額）。
ただし、附帯設備の使用料及び暖房し、又は冷
房する場合の使用料にあっては、零

三　使用日の七日前の日の翌日から使用日までの
期間　従前の使用料の額

３　使用者が前条の納期限までに使用料を納入せ
ず、かつ、施設を使用する意思があると認められ
ないときは、当該納期限の日において使用の取り
やめの申出がなされたものとみなし、前項の規定
を準用する。
　（使用者の遵守事項）
第八条　使用者は、次の事項を遵守しなければなら
ない。
一　使用の権利を譲渡し、又は転貸しないこと
二　使用許可を受けた目的以外の目的に使用しな
いこと

三　入場人員は収容定員を超えないこと
四　火災、盗難、人身事故その他の事故防止に留
意すること

五　許可を得ないで寄付金の募集、物品の販売又
は飲食物の提供を行わないこと

六　許可を得ないで広告物等の掲示若しくは配布
又は看板立札等の設置を行わないこと

七　使用の終了後、直ちにその使用に係る施設を
原状に回復すること

　（観覧料等の返還）
第九条　観覧料を納入した者が天災その他自己の責
めによらない事由により観覧できないときは、観
覧料の全額を返還する。
２　使用者が条例第五条の二第一号に該当すると教
育委員会が認める場合において、条例第七条ただ
し書の規定により既納の使用料を返還する場合の
返還額は、既納の使用料の全額とする。
３　使用者が条例第五条の二第二号に該当すると教
育委員会が認める場合において、条例第七条ただ
し書の規定により既納の使用料を返還する場合の
返還額は、次の各号に掲げる期間の区分に応じ、
それぞれ当該各号に定める額とする。

一　第七条の三第二項第一号に掲げる期間　既納
の使用料の全額

二　第七条の三第二項第二号に掲げる期間　既納
の使用料の額から当該額の五割に相当する額
（その額に百円未満の端数が生じたときは、こ
れを切り上げた額）を控除して得た額（附帯設
備の使用料及び暖房し、又は冷房する場合の使
用料にあっては、既納の使用料の全額）

４　使用料の返還を受けようとする者は、使用料返
還申込書を教育委員会に提出しなければならな
い。

　（観覧料等の減免）
第十条　観覧料又は使用料の減免を受けようとする
者は、減免を受けようとする事由を記載した減免
申込書を教育委員会に提出しなければならない。
ただし、教育委員会が減免申込書の提出を必要と
しない事由があると認める者については、この限
りでない。

　（付帯設備等の使用料）
第十一条　条例別表第二備考第六号の付帯設備の使
用料は、別表一に表の定めるとおりとする。

２　条例別表第二備考第七号の暖房し、又は冷房す
る場合の使用料は、同表に定める使用料の額に同
表の使用区分に応じ別表二の表に定める額を加算
した額とする。

　（博物館協議会）
第十二条　仙台市博物館協議会（以下「協議会」と
いう。）に会長及び副会長１人を置き、委員の互選
によって定める。

２　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があると
き又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。

第十三条　協議会の会議（以下「会議」という。）
は、会長が必要と認めたときに開催する。

２　会長は、会議を招集し、その議長となる。
３　会議は、委員の過半数が出席しなければこれを
開くことができない。

４　会議の議事は、出席した委員の過半数をもって
決し、可否同数のときは、議長の決するところに
よる。

第十四条　協議会の庶務は、博物館において処理す
る。

　（実施細目）
第十五条　この規則の実施細目は、教育長が定める。
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　　　附　則
　この規則は、昭和６１年３月１日から施行する。
　　　附　則（昭和６３、２・改正）
　この規則は、昭和６３年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成９、３・改正）
　（施行期日）
１　この規則は、平成９年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　改正後の別表一の表の規定は、この規則の施行
の日（以下「施行日」という。）以後になされた
使用許可に係る付帯設備使用料について適用し、
施行日前になされた使用許可に係る付帯設備使用
料については、なお従前の例による。
　　　附　則（平成９、９・改正）
　この規則は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平成１５、９・改正）
　（施行期日）
１　この規則は、平成１５年１１月１６日から施行する。
ただし、第六条及び第十条の改正規定は、公布の
日から施行する。
２　改正後の第九条の規定は、この規則の施行の日
以後に使用料の返還の申込みがあった場合につい
て適用する。
　　　附　則（平１６、３・改正）
　この規則は、平成１６年４月１日から施行する。ただ
し、第八条の改正規定及び第十三条の改正規定
（「定例会及び臨時会とし、定例会は隔月に、臨時会
は」を削る部分を除く。）は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平１７、３・改正）
この規則は、平成１７年４月１日から施行する。
別表第一（第十一条関係）
　一　付帯設備使用料

備考　１回とは、使用１回（使用が２日以上にわ
たる場合は、１日）をいう。
二　暖房し、又は冷房する場合の加算額

備考　暖房し、又は冷房する時間に１時間未満の
端数があるときは、これを１時間に切り上げる。 

　仙台市史編さん委員会設置要綱

（平成２年９月１３日市長決裁）
（設　　置）
第１条　仙台市市政百周年を記念して実施される
“仙台市史”（以下「市史」という。）編さん事業を
行うにあたり、広い視野から検討するため、仙台
市史編さん委員会（以下「委員会」という。）を設
置する。

　（所管事項）
第２条　委員会の所管事項を次のとおり定める。
　１　市史編さんの基本的事項に関すること。
　２　その他市史編さんに関して必要な指導・助言
に関すること。

　（組　　織）
第３条　委員会は１５名以内の委員をもって組織する。
２　委員は学識経験者、市職員、その他必要と認め
る者の中から市長が委嘱し、又は任命する。

３　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただ
し、任期途中で交代した場合は残任期間とする。
（委員長）
第４条　委員会に委員の互選により、委員長を置く。
２　委員長は、委員会の会議を招集し、これを総務
する。

３　委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指
名する者がその職務を代理する。

　（会　　議）
第５条　委員会の会議は、委員の過半数の出席がな
ければ開くことができない。

２　委員会の議事は、出席した委員の過半数をもっ
て決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ
ろとする。

　（専門委員会）
第６条　委員会に、市史編さんに必要な編集、監修
等を行うため、専門委員会を置く。

２　専門委員会は、１５名以内の専門委員をもって組
織する。

３　専門委員は、学識経験者の中から市長が委嘱す
る。

４　専門委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
ただし、任務の終了した時点までとし、任期途中
で交代した場合は残任期間とする。　　

第７条　第４条及び第５条の規定は、専門委員会に
準用する。

金額（１回につき）単位区　　　分
１，０００円１式舞台照明設備
２，１００円１式音 響 設 備
１，０００円１式視聴覚設備

加算額（１時間につき）区　　　分
５００円ホ　ー　ル
４００円ギャラリー
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　（庶　　務）
第８条　委員会の庶務は、教育局博物館において処
理する。
　（委　　任）
第９条　委員会の運営に関しこの要綱に定めるもの
のほか必要な事項は教育長が定める。
　　　附　則
　（施行期日）
１　この要綱は平成２年９月１３日から実施する。
（委員の任期に関する特例）
２　平成２６年３月５日において現に委嘱し、又は任
命している委員会の委員に係る第３条第３項の規
定の適用については、同項中「２年」とあるのは、
「委嘱又は任命の日から平成２７年３月３１日まで」と
する。
３　平成２６年３月５日において現に委嘱している専
門委員会の委員に係る第６条第４項の規定の適用
については、同項中「２年」とあるのは、「委嘱
の日から平成２７年３月３１日まで」とする。
　　　附　則
　この要綱は平成４年４月１日から実施する。　
　　　附　則
１　この改正は、平成４年１２月１日から実施する。
２　平成６年９月１２日に委嘱する委員の任期は、平
成８年３月３１日まで、平成４年１２月４日に委嘱す
る専門委員の任期は、平成６年３月３１日までとす
る。
　　　附　則
　この改正は、平成２６年３月５日から実施する。
 

　仙台市博物館キャンパスメンバーズ
制度設置要綱

（平成２５年２月４日教育長決裁）
（趣　　旨）
第１条　この要綱は、仙台市博物館キャンパスメン
バーズ制度（以下「制度」という。）の設置及び取
扱いに関し、必要な事項を定めるものとする。
（設置目的）
第２条　仙台市博物館（以下「博物館」という。）
は、大学等との連携を図り、学校教育における博
物館の有効な活用を促し、学生等が歴史・文化に
親しむ機会をより豊かにすることを目的に、仙台
市博物館キャンパスメンバーズ制度を設けるもの
とする。
（対　　象）
第３条　制度に入会することができるものは、大
学、短期大学、高等専門学校、専修学校等の学校
単位とする。但し、博物館が認める場合は、学部
等の単位でも入会することができる。
（名　　称）
第４条　制度に入会した大学等は、「仙台市博物館
キャンパスメンバー」（以下「メンバー」という。）
と称する。
（特　　典）
第５条　メンバーの特典は、次のとおりとする。
１　メンバーに在籍する学生及び教職員の常設展
観覧料の全額免除及び特別展観覧料の半額免除

２　博物館が発行する印刷物の提供
３　博物館での校外授業、研修、見学等の実施へ
の協力

４　その他博物館長が認めた事項
２　前項第１号の特典を受けようとする者は、その
身分を証明するものを提示するものとする。
（入会手続）
第６条　制度に入会を希望する大学等は、別紙様式
１に定める「仙台市博物館キャンパスメンバーズ
入会申込書」（以下「申込書」という。）により入
会手続きを行うものとする。

２　博物館は前項に定める入会手続を行った大学等
がメンバーとしての要件を満たしている場合は入
会を認め、別紙様式２に定めるメンバー証を発行
するものとする。



－　　－94

（会　　費）
第７条　会費は、年会費とし、別表のとおりとする。
ただし、次条第２項の規定により入会したメン
バーの会費は、別表備考欄２のとおりとする。
２　前項の規定による会費は、納入通知書記載の納
入期限までに納入するものとする。
３　博物館は、指定した期日までに会費の払い込み
がない場合は、入会を取り消すことができるもの
とする。
（有効期間）
第８条　メンバーの有効期間は、原則として毎年４
月１日から翌年の３月末日までとする。
２　大学等は、前項の規定にかかわらず、年度途中
で入会できるものとする。この場合の有効期間の
始期は、申し込みの時期、大学等の要望その他の
状況を考慮し、博物館が定める。
（退　　会）
第９条　メンバーが退会しようとする場合は、博物
館に退会届を提出するものとし、博物館が受理し
た時点で退会したものとする。
２　博物館は、メンバーとして適当でないと認めら
れる行為があった場合は、当該メンバーを脱会さ
せ、再入会させないことができるものとする。
３　退会した場合の会費は、原則として返還しな
い。
（事　　務）
第１０条　制度の事務は博物館が行う。
（その他）
第１１条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項
は、教育長が別に定める。
　　　附　則
　この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
 

別表　区分と年会費

備考
１　学生数には、大学院生、通信制課程の学生を含
む。また、基準となる学生数は申込日における直
近の学校基本調査票（文部科学省指定統計）に基
づくものとする。

２　年度中の入会に係る当該年度の会費について
は、月割額（当該年度を１２で除して得た額に１００円
未満の端数が生じたときは１００円に切り上げた額）
に入会月から当該年度末までの月数を乗じて得た
額とする。

月割額年会費学生・教職員数
２，５００円３０，０００円５００人未満
４，２００円５０，０００円５００～１，０００人未満
６，３００円７５，０００円１，０００～１，５００人未満
８，４００円１００，０００円１，５００～２，０００人未満
１０，５００円１２５，０００円２，０００～２，５００人未満
１２，５００円１５０，０００円２，５００～３，０００人未満
１４，６００円１７５，０００円３，０００～３，５００人未満
１６，７００円２００，０００円３，５００～４，０００人未満
１８，８００円２２５，０００円４，０００～４，５００人未満
２０，９００円２５０，０００円４，５００～５，０００人未満
２３，０００円２７５，０００円５，０００～５，５００人未満
２５，０００円３００，０００円５，５００～６，０００人未満
２７，１００円３２５，０００円６，０００～６，５００人未満
２９，２００円３５０，０００円６，５００～７，０００人未満
３１，３００円３７５，０００円７，０００～７，５００人未満
３３，４００円４００，０００円７，５００～８，０００人未満
３５，５００円４２５，０００円８，０００～８，５００人未満
３７，５００円４５０，０００円８，５００～９，０００人未満
３９，６００円４７５，０００円９，０００～９，５００人未満
４１，７００円５００，０００円９，５００人以上



－　　－95

１２．仙台市博物館のあゆみ

博物館建設調査着手昭和３４年３月
学識経験者による基本構想検討３５年１月
博物館建設費予算計上３月
博物館建設事務局設置９月
博物館建設工事着工１０月
同工事竣工（鉄筋コンクリート２階建一部地階総床面積８８３㎡）３６年６月
博物館条例設定７月
博物館施行規則及び処務規定制定９月
同条例・施行規則施行１０月
第一次増築工事（鉄筋コンクリート２階 建総床面積２４４㎡）３８年７～１１月
第二次増築工事（鉄筋コンクリート２階 建総床面積８７９㎡）４３年３～１１月
第三次増築工事（鉄筋コンクリート２階 建総床面積４０５㎡）４６年１２月

～４７年３月
文化財保護法第４８条に基づく勧告・承認館認定５０年１１月
新館建築のため休館５８年３月
旧博物館解体工事開始５月
旧博物館解体工事完了７月

旧　館

博物館基本構想策定委員会設置昭和５７年４月
同委員会が「仙台市博物館基本構想報告書」を仙台市教育委員会へ提出７月
市議会で新博物館基本設計費を議決９月
新博物館建設基本設計開始１１月
新博物館建設実施設計・展示実施設計開始５８年５月
博物館改築工事安全祈願祭及び起工式執行５９年１月
建築工事完了６０年７月
定礎式１１月
展示工事完了６１年２月
新博物館開館３月
新博物館入場者５０万人達成６２年９月
新博物館入場者１００万人達成平成元年１０月
新博物館入場者３００万人達成１１年８月
「慶長遣欧使節関係資料」４７点歴史資料国宝第１号指定１３年６月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」基本計画策定業務開始１９年９月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」基本計画総合設計完了２１年３月
「仙台城ガイダンス機能拡充等事業」館内改修工事着工２１年９月
改修工事完了２２年３月
リニューアルオープン２２年４月
東日本大震災に伴う復旧工事（１期）２３年３～４月
開館５０周年４月
復旧工事（２期）６～７月
復旧工事（３期）、完全復旧１～２月
開館以来の入館者数が７００万人を突破２４年７月
国宝「慶長遣欧使節関係資料」のうち、「支倉常長像」等３点がユネス
コ記憶遺産に登録

２５年６月

新　館
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